














皇帝陛下のかりそめの愛妻








塩山オーロラ





[image: ]

角川ルビー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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ギャラリー







　遠くでトンビの鳴く声がした。

　その遠い空から吹ふき抜ぬけたのか、風が少し冷たく感じて、ユハは頭の下にある温かな枕まくらと胸の上の毛布に暖を求めるようにすりついた。

　──その途と端たん、頭上から声が降ってくる。

「ねぇユハ、薪まき集めに行くって言ってたのに、ここで寝ねてていいの？」

　ユハはその言葉に重いまぶたを開く。目の前に自分と同じ栗くり色いろの髪かみと瞳ひとみがあった。まるで瓜うりふたつのその顔を見てユハはぼんやり考えた。

（ニコ……？　寝てて、って何。まきあつめ……？）

　まだ寝ね起おきの頭は動かない。ニコの言った薪集めという単語を繰くり返した瞬しゆん間かん、飛び起きる。いつの間にかユハの上で眠ねむっていたらしい小鳥はその衝しよう撃げきで逃にげて行った。

「!?　僕、寝ちゃってた!?　わ、ごめん！　枕にしてたの君か！」

　ユハの頭の下にあったのは鹿しかのお腹なかで、ユハの胸ではキツネが丸くなっていた。そうだ。薪集めをするために森に入って少しして、顔なじみのキツネに「きゅうきゅう」と鳴いて休もうと誘さそわれ、腰こしを下ろした後の記き憶おくがない。失敗にうろたえるユハに、ニコが微笑ほほえんだ。

「ユハ疲つかれてるんだよ。昨日も遅おそくまで片付けしてくれてたからでしょ。長おさにさっき頼たのまれてた集会場の屋根修理は、あたしがやっておくから少し休んだら？」

　ユハはその申し出をありがたいと思いながらきっぱり首を振ふった。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。今休んでたし！　屋根の修理は危ないから僕がやるよ！　女の子にケガさせる方がつらいよ。大事な身体からだだし」

　ユハたち継けい脈みやくの民たみの住む村は、山間にある小さな集落だ。

　場所としてはバルド皇国の領土内に位置しており、皇こう帝ていの住まう皇こう宮ぐうは晴れた日には眼下に見えるほど近いが、そこからこの村に来るまでは険しい山道を越こえて来なければならないので、ほとんど人の往来はない。

　そのため自給自足の生活を送っており、建物の修しゆう繕ぜんは自分たちで行うのが当たり前だ。しかしニコはユハの言葉に眉まゆをひそめた。

「……ユハの身体だって大事だよ」

　ユハは自分とそっくりなニコのその気持ちが嬉うれしくて、微笑んで見せた。

「ありがとう。でも僕は一族の仕事ができないから。ニコは来週の誕生日で十八になるじゃない。やっぱり僕がやった方がいいと思うんだ」

　ニコは何となく納なつ得とくしていなそうな表情で、口をつぐむ。ユハは嫌いやな予感がした。

「……やっぱりユハには仕事の声は掛かからないの？　子ども、産めないの？」

　どうかそうでありませんようにと思っていた質問が飛び出し、ユハは肩かたを落として唸うなった。

「うう～ん。……ないと思う。僕は、男だし」

　ユハがそう言うと、ニコも「分かってる」と眉をひそめて続ける。

「同じ継脈の民に生まれたのに、なんでユハは男なんだろう」

　ユハは「分かんないや」と呟つぶやいてから立ち上がった。そんなこと、ユハが一番聞きたいことだ。

　ユハたち継脈の民は、特とく殊しゆな性質を持つことで知られている。

　それは、自らの血を一いつ滴てきも混ぜずに子を産むことができるという、「種を複製する」能力だ。

　継脈の民の歴史は古く、この獣じゆう人じんの国が出来る前から存在していたとまことしやかに囁ささやかれているが、その特殊な体質に至った原因は明らかにされてはいない。

　けれど、「直じか」に自分の子どもが産まれるという価値は、子孫を得たい者たちからは非常に需じゆ要ようが高く、継脈の民はそれを請うけ負うことで一族の生計を立てていた。

　仕事を依い頼らいするには莫ばく大だいな費用がかかるが、この国のある一部の人間にとってはなくてはならないものだ。需要に対して一族は人数が少ないので、時には非合法な手段で手に入れようとする輩やからに危険な目に遭あわされそうになることも多い。

　それが一族がこの険しい山奥に暮らす理由でもあった。

　継脈の民に生まれれば、その普ふ通つうではない体質でどうやって生きていくのか教育を受ける。この村の外がどうなっているか、どんな人や、どんな常識が存在しているのか。自分たちの身をどうやって守るか、などその内容は多た岐きに渡わたる。

　しかし、特殊な一族の、更さらに特殊な身体に生まれついたユハは、その教育も受けていない。それは、暗にユハは教育を受けたところで使えないと言われているようで、深く考えると悲しくなる。

　ユハは、一族に大きな利益を生む出産に携たずさわれないその分、薪拾いや他ほかの雑事などは率そつ先せんして引き受けていた。

「でもあたしも今はユハと同じだね。今日の午後、仕事を頼みたいって人が来るみたいだけど、あたしもまだ十八になってないから。余計なこと言ってごめん」

　ニコはそう言って村道へ足を向けた。継脈の民は十八の誕生日を迎むかえて初めて身体が成熟する。誰だれでもいつでも対応が可能という訳ではない。

　ユハは気にしてないと首を振った。

「長は、僕は僕にしか出来ない役割があるから、今度それを教えてくれるって言ってた。それを待つよ」

　にっこり笑ったユハを見て、ニコは安心したように村の方へ戻もどっていく。今日はこれから勉強の一いつ環かんで城下町に行って、見学ついでに買い物をするらしい。

　ユハは笑え顔がおでそれを見送ってから、誰にも聞こえないくらい小さいため息をついた。

「僕も城下町に行ってみたいな……」

　本当はユハも、みんなと同じように一族の仕事について学びたい。仕事ができるかは別としても、一人だけその場にいられないのは、疎そ外がい感を感じてつらいのだ。

　継脈の民はみな、顔立ちが似ている。時折訪おとずれる旅人はユハとニコ、他の姉妹の区別が全くつかないらしい。同じ栗色の髪と栗色の瞳、白い肌はだに細い手足。仕事を立派にこなす彼女たちとその見た目はまるで同じなのに、ユハだけが何もできない。

　ユハはもう一度だけため息をつく。

　ふいに頰ほおに温かなものが触ふれた。さきほどの鹿がそっとユハの頰を舐なめている。

「慰なぐさめてくれるの？　落ち込んでる訳じゃないよ……ありがとね」

　ユハはそう言って鹿の頭を優やさしく撫なでた。足元にいるキツネもその頭を擦すり寄せてくれた。

　動物たちはユハに優しい。野性の勘かんか、同じ顔をしている姉妹とユハを迷わず見分けてくれて、ユハの言うことだけ聞いて懐なついてくれる。

（僕ができそこないだから、彼らも優しくしてくれるのかな……）

　継脈の民にも男性が生まれることはある。だがその人数は女性に比べるとごくわずかで、今では長くらいしか村にいない。しかし完全な男性である彼らとユハはまた違ちがうのだ。

　ユハは姉妹たちと全く同じ顔をしている。継脈の女性の特とく徴ちようを持った男である、ということが、彼の存在意義を難しくさせていた。

　ユハは落ち込みそうになるのを、切り替かえようと首を振った。

　いや。ユハにも出来ることはあると長が言っているのだ。大丈夫。そう言い聞かせユハは薪拾いを続けようと森の奥に足を向けた。

　その途端、ユハの手元に、突とつ然ぜんリスが飛びついてきた。

　そのまま「じゅっ、じゅっ」と激しく警けい戒かい音を立てている。ユハがそれに気づいたのを確かく認にんしてから道を教えるようにリスは走り出した。

　ユハは、しばらく走ったその先に見える光景に息を吞のんだ。

　ピギ、ピギ、と地面で悲痛な声を立てるイノシシの子ども。逃げられないのは罠わなか何かで足を取られているかららしい。必死な声を上げるそれに向けて、嫌な笑い声を上げながら今にも剣けんを振り落とそうとしている男がいる。人数は三人。

「やめろーっ！」

　ユハは叫さけんで、剣をふりかざしていた男に体当たりをする。体重は圧あつ倒とう的に男の方が重かったが、助走をつけてぶつかったので相手もふっとんだ。

「ラディス様！」

　ふっとんだ男の許もとに、残りの二人の男が駆かけ寄る。服装からして、倒たおれた男が貴族で、残りの二人は従者といったところだろうか。

「はやくお逃げ！」

　内側に刃やいばのついていない罠だったので無傷のウリ坊ぼうは走り出す。やぶの中にその小さな尻しりが消えるのを見届けたところで、ユハの襟えり首くびが摑つかまれる。後ろに引かれて息が詰つまった。

「ぐっ！」

　ものすごい力で持ち上げられて足元が宙に浮うく。

「オイ、なに邪じや魔ましてくれてんだ。オレが誰だか分かってるのか」

「あんたが誰かなんて知らないけど……！　この森では、狩かりは禁止されている！」

　息は苦しかったがユハはそう言い返した。このあたりでは見たこともない顔立ちだった。よそものの男たちは、つまらなそうに首を振る。しかしそのうちの一人がユハを見てあることに気付き、襟首を持ち上げる男に耳打ちした。

「ラディス様。その者の顔立ち、見たことがあります。継脈の民ですよ。……たしか、相手の血だけを受け継ぐ純血の子どもが産める特殊な身体のはずです」

　その言葉にユハは息を止めた。気付かれたくないことに気が付かれてしまった。それを聞いたもう一人の男も嬉しそうに手を叩たたく。

「そんな子作りに便利な身体を持つ貴重なものを、こんなところで見つけるとは、何かの天てん啓けい！　ラディス様の血統種の御お血筋、残すために連れて帰りましょう！」

　純血、血統種。その嫌な言葉を嬉き々きとして語り、ユハたち継脈の一族を欲しがっている。

（この人、もしかして獣人か……）

　獣人とは、動物になれる人間だ。

　太古の昔、人と動物は別の生き物だったが、いつの頃ころからかその両方の姿を持つ者が生まれるようになった。人の頭脳を持ち、動物の驚きよう異い的な身体能力を有する獣人は、あっという間に権力を持ち、各国の皇帝や王位に就ついたのだ。

　その変身の力は、同じ種族の姿を持つ者同士が交わると次代に受け継がれるが、別の種族の血が交わると弱まっていく。そのためか、獣人同士は同じ種族の動物同士で子どもを作ってその純血を保つことを最上としていた。

　血統種、とはその脈々と受け継いだ血に混じりけがないことを誇ほこって自じ称しようする言葉だ。

　しかし同じ一族同士の婚こん姻いんは、皮肉にも獣の力を弱めていった。子どもが生まれづらくなってきたのだ。オオカミやトラやヒョウなどの大型の肉にく食しよく獣じゆうはその傾けい向こうが顕けん著ちよで、格段に数を減らしている。

　そこで注目されたのが継けい脈みやくの民たみだ。血を薄うすめることなく次代の子どもが産める彼女たちの力を獣人の貴族たちはこぞって欲しがった。

　ユハは危険を感じて何とか逃にげようと身をよじったが、男は強い力でユハの身体からだをしめつけてくる。髪かみに鼻をうずめて男は言った。

「ふん、確かに良い匂においだ。繁はん殖しよくのために男を誘さそう、雌めすの匂いだな」

　細い手足をもがかせるが、体重差はどうしようもない。しかしユハの身体をまさぐっていた男は、ある一点に触れた瞬しゆん間かん、その目を剝むいて叫んだ。

「……なんだこれは、男ではないか！　継脈の民に男がいるのか！」

　残りの二人も慌あわててユハの身体を覗のぞき込む。平らな胸に気付いたのか、頭上からはため息が聞こえた。

「女だなんて、誰も言ってないだろ……！」

　ユハは震ふるえながら言い返した。

　再度暴れようと手足をばたつかせたが、両りよう脇わきの男たちは慣れているのかちっとも動じない。苛いら立だった男が、腰こしの剣に手を伸のばそうとした。それに気付いて血の気がひく。

「誰か！」

　ユハの叫びの尾おが、森の中に響ひびき、その音が消えるか否いなやのうちに、地じ響ひびきが聞こえた。それは目の前の男にも伝わったらしい。周囲を確認するために顔を上げる。その途と端たん、男は真横にふっとんだ。

「ラ、ラディスさまっ！」

　叫んだ男も、同じようにふっとぶ。唐とう突とつに手足が解放されたユハの手の中に、先ほどのウリ坊が「ピギー！」と鳴きながら飛び込んできた。

「きみ！　助けに来てくれたの!?」

　先ほどの男たちの上に、立派なイノシシたちが群れで伸のし掛かかっていた。タックルしたのは彼ららしい。

「クソッ！　獣じゆう人じんでもないただの動物風ふ情ぜいが、このオレの邪魔をしおって……！」

　イノシシの足元で、男が唸うなる。その途端、男の腕うでが、ユハの目の前でみるみる毛むくじゃらに変わる。その指先にある尖とがった爪つめを見て、ユハは声にならない叫び声をあげた。

（やたら血統種の話をしてると思ったら──やっぱり大型肉食獣か！）

　ユハはウリ坊を離はなして身を翻ひるがえした。イノシシたちにも逃げてと声を掛ける。

「小こ僧ぞう！　逃がしはせんぞ！」

　男の声が追いかけるようにして背後に迫せまる。先ほどとは違い、足場の悪い森の地面の中を軽かろやかに走る足音が聞こえる。嫌いやな予感がして振ふり返ると、そこには最悪の動物の姿があった。

　高い知能を持ち、群れを成して獲え物ものを仕留める森の王者。

（……！　オオカミ！）

　最近とみに数を減らしていると言うが、こんな風にあいまみえるなんて。ユハは息を吞む。

「このオレをこけにしたことを、地じ獄ごくで後こう悔かいさせてやる！　気高い血統種の獣人のオレの牙きばにかかって絶命するのを光栄に思うがいい！」

（獣人の何がそんなに偉えらいっていうの!?　ひどい！）

　息が詰まりそうになるユハの背に、オオカミの前足が届きそうになる。

　しかし走るユハの前に鹿しかが走り込んで来た。長い首で振り返ってくるその目は「乗れ」と言っているようだ。

「あ、ありがとう！」

　ユハが背中に飛び乗ると、鹿はスピードを上げる。そればかりか、追い縋すがろうとしたオオカミに後ろ足で蹴けりを喰らわせた。

「ギャウンッ！」

　強きよう烈れつな当たりに、オオカミの姿が一いつ瞬しゆんにして遠くなった。その間にも鹿は駆けてぐんぐん距きよ離りを取ってくれる。

　もう豆まめ粒つぶよりも小さくなったころ、オオカミがよろりと立ち上がるのが見えて、ユハはようやく息をついたのだった。




　村の近くまで来て、鹿に別れを告げる。

　さっきの男たちが追いかけてきても、堅けん牢ろうな門が守る村に入ってしまえば手出しは出来ない。賢かしこい鹿は優しくユハを下ろしてから、静かに森の中に消えて行った。

　ユハはよろけながら門をくぐり抜ぬけ、そのすぐ傍そばにある建物を見て立ち止まった。

「そうだ……集会場の屋根、修理しなくちゃ……」

（板張るくらいで何とかなるといいなぁ）

　そう思いながら、資材置き場に向かう足が自然と止まった。美しい毛並みの黒い馬が目に留まったからだ。輝かがやくようにつやつやしたその馬は、一いつ般ぱん人では入手できないような上等な代しろ物ものだ。鞍くらも宝石がちりばめられており、とても美しい。

「すっごい……これは相当身分の高い人が依い頼らいに来てるんだなぁ」

　そのユハのつぶやきが聞こえたのか、ふいに黒い馬が首をもたげた。何かを察したようなその仕し種ぐさは集会場の上を見ているので、同じようにユハもそちらを向いた。

　すると小鳥が慌てたように集会場の屋根の周りを旋せん回かいしているのが目に入った。はしゃいでいるように見えるが、その鳴き声から察するに緊きん急きゆう事態だ。

　資材置き場にある脚きや立たつを使ってユハは屋根に飛び乗った。雨あま漏もりをしていて傷いたんだ部分を踏ふみ抜かないように気を付けながらそっと近づいていくと、旋回していた小鳥は泣きつくようにユハのところへ飛んできた。よく見れば、真上の木の枝に巣を構える鳥だ。

「巣から雛ひなが落ちちゃったのか。これはびっくりしたね。でも大だい丈じよう夫ぶ。もう大丈夫だよ」

　足元の、小さなうごめく毛玉を見つけてユハはそう言った。屋根の冷たい資材の上で震えている雛は、まだ目も開いていない。ユハの手の中に入るとほっとしたように小さく鳴く。親鳥もユハの肩かたに止まって心配そうにその声に応こたえた。

「とは言ったものの、どうしよう。木登り、あんまり得意じゃないんだよなぁ」

　得意だとしても、この雛を手の中に持ったままでは厳しい。

（……獣人の運動神経なら、こんな高さひとっ飛びなんだろうけどなぁ）

　だができないことはどうしようもない。ユハは割り切って他ほかの方法を考えることにした。

「布とかで袋ふくろ作って、それを口に咥くわえて登ってみるかな……」

　肩に乗っている親鳥の視線を感じ、大丈夫だというように、ユハはその柔やわらかい羽に頰ほおを寄せる。じんわりと温かい身体から少し速い脈が伝わってくる。

「そういえば、どっか枝が重みでたわんでたとこがあったような気がす……」

　全体を見み渡わたそうとユハが屋根の一部に足をかけた途端、足元で嫌な音が鳴った。ミシ、という軋きしんだ音は、実際軋むだけでは済まなかった。組み合ってできているはずの屋根の木材が、ユハの体重を支え切れずに脆もろく割れる。

「しまっ……」

　手を伸ばして屋根につかまろうとしたユハだったが、両手の中の雛のことを思い出して、一瞬ためらってしまった。そのためらいが、あっという間にユハの身体を屋根の穴に吸い込ませてしまう。

「う、うわぁぁぁあ！」

　肩にいた親鳥は何とか飛び立った。ユハは受け身をどう取ろうか一瞬迷ったが、下手に動けば雛の命に関かかわると思い、身体を丸めて胸に抱だきかかえた。

（背中から落ちても、何とか頭だけは打ちませんように──！）

　できそこないの自分の身の幸運を、この時ばかりは祈いのるしかなかった。

　そう高くない天てん井じようだ。すぐに床ゆかに叩たたきつけられるだろうとユハはきつく目を瞑つむり、息を詰つめていたが、背中に走った衝しよう撃げきは、硬かたいものにぶつかるようなそれではなく、ぼすん！　という不思議なものだったことに驚おどろいた。

（痛くない……？）

　おそるおそる目を開けると、一族の長おさがわなわなと震えながらこちらを見ていた。

「ユ、ユハ……お前は、何ということを……！」

「え？」

　長が慌てるのを見て、ユハは自分が誰だれかの腕の中に落ちたことにようやく気が付いた。ユハの背中と膝ひざを掬すくうようにして持ち上げている腕は、びくともせずふらつく様子も見せない。ユハが小こ柄がらでそんな重くないとはいえ、人一人を受け止めるのはさぞ大変なことだっただろう。

　長が怒おこるのも無理からぬことと、ユハは御お礼れいを言うために腕の持ち主の方に顔を向けた。

　その途端、息が止まった。

　漆しつ黒こくの髪と、同じ色の黒衣を身にまとう男は、身分の高さを象しよう徴ちようするように整った精せい悍かんな顔をしていた。見み栄ばえする顔立ちだと言われる継脈の民の中で生まれ育ったユハから見ても引き寄せられるような色気があり、目が離せない。まるで野生動物のようにしなやかな身体には、両の目だけがまるで宝石のように紫むらさき色いろに輝いている。

「あ、あの……」

　見み惚とれるほどの男ぶりに言葉が出てこないユハを、男もじっと見つめる。

「……そなた、手の中に何を持っている？」

　数秒の沈ちん黙もくの後、男がそう言った。それと同時に親鳥が天井の穴から降りてきてユハの肩に止まる。咄とつ嗟さにユハは男の問いには答えず、親鳥の方に先に返事をした。

「あ、ああ、びっくりさせてごめんね」

　男はきょとんとした顔でその様子を見ている。

「ユ、ユハ！　その方のことを無視するでない！」

　長の慌あわてた声に、ユハは後で怒られるのだろうなと思いながらも手の中の雛の無事を親鳥と一いつ緒しよに確かく認にんした。まだ目も開いていない雛は状じよう況きようが分からないのか、ふるふると震ふるえながらも小さく鳴き声を上げる。

「無事で良かった……」

　そう呟つぶやくと、男も一緒にそれを覗のぞき込んだ。なるほど、と小さく呟く。

「巣は、上の木か？」

　男はそう言い、壊こわれた屋根の穴から見える木の枝を見てから「ふむ」と呟いた。それからユハの顔を覗き込んで、目を合わせる。

「そなたは雛を潰つぶさぬよう、しっかりと摑つかまっておれ」

　紫の目にうっかり見惚れたユハは、次の瞬しゆん間かん、重力に反するように飛び上がった男の首に悲鳴を上げて片手ですがりついた。雛を持っているもう片方の手に力が入らないように、でも自分が落ちないようにするのは至難の業わざだった。　>>>♥

　高くジャンプをした男は崩くずれかけの天井の一部に足を掛かけ、もう一段ジャンプをする。

「ほれ、そこからなら手が届くだろう。巣に戻もどせ」

　そう声を掛けられて、ユハは息を吞のんだ。風を頰に感じ、目を開けるとそこは木の枝の上だった。ユハを抱だき上げていた男は、幹と途と中ちゆうにある太い枝に足を突つっ張ぱらせ、ユハを尻しりから支えるようにして、上方の枝にある巣に向けて持ち上げてくれた。

　先ほどまでユハの肩にいた親鳥が、何度も巣とユハの肩を行き来する。まるで戻すのはここだと伝えるような仕種だ。ずっと手の中にいた雛をそっとそこに戻すと、親鳥はほっとしたように嘴くちばしで何度か雛に触ふれてから、羽の下に仕し舞まいこんだ。もぞもぞと身み動じろぎをしていた雛は少しして、小さくヒィヒィと餌えさをねだる声を立てはじめたのでほっとする。

　少し強めの風が吹ふき、ユハは大樹越ごしに皇こう宮ぐうがよく見えるな、とふいに思った。

　しかし、足元で「痛い、痛いぞ」と声が上がるのに気が付き我に返る。

（そうだった、黒い男の人に助けてもらったんだ！）

　下を見ると、先ほどの男は枝と幹に足を突っ張らせた状態で微び動どうだにせずそこにいる。ユハの尻を支えている手もふらつく様子はない。

　しかし、その男の周りには、先ほど助けた小鳥の仲間が数すう羽わ飛び交かっていた。巣に近づく不届き者だと思ったのか、それぞれに警けい戒かい音を出しながら、果か敢かんにも男の顔をめがけて攻こう撃げきをしている。男もユハを支えているためか、それを払はらうこともできずに顔をしかめるしかできない様子だ。

「だ、だめ！」

　ユハは慌てて身を捻ひねり、男の首に手を伸のばす。ユハが男の腕うでに戻ったその途と端たん、小鳥たちは攻撃をぴたっとやめ、そればかりかユハの腕や肩に止まって、ご機き嫌げんにさえずりだした。

「……すみません、ケガはありませんか！」

　男は鳥の鋭するどい嘴から目を守るために閉じていたらしいまぶたを開き、周囲を見る。先ほどまで自分に襲おそい掛かって来ていた小鳥たちが、ユハの肩で大人しくしているのを見て疲つかれたように「……そなた、鳥使いだったのか」と呟いた。

「そんなんじゃありません。あ、ここ、ちょっと皮が剝むけてる……本当にごめんなさい」

　男の端たん整せいな顔の一部に、血が滲にじんでいる場所を見つけてユハは謝った。しかし男は何でもないことのように首を振ふる。

「良い。さきほどの雛は無事であったか？　善い行いをしたな」

　そう言って、男は優やさしく目元を和やわらげた。

　助ける手伝いをしたはずが、鳥たちに理り不ふ尽じんに攻撃され、少なからず負傷したというのに、その声こわ音ねには一いつ切さいの恨うらみがない。良い人だ。ユハは胸がいっぱいになった。

「私はテオ。……そなた、名は？」

「ユハです。あの、テオさん、助けてくださってありがとうございました！」

　男は「良い良い」と笑う。その鷹おう揚ような口調と、仕種から、やはり身分の高い者のようだ。しかしその気安さへのユハの評価は、すぐに一転する。

　テオと名乗った男は、ユハを抱きなおした後、一言だけ呟いた。

「落ちるぞ」

「え」

　そう言うが早いか、テオは突っ張っていた足から力を抜ぬくようにして身を下に投じる。

　がくん、と先ほどいた場所から重力に引かれ、ユハの目の前に屋根が迫せまった。

「ぎ、ぎゃああ～！」

　悲鳴を上げるが、すがるものはテオしかない。先ほど登る時は屋根にワンクッション置いていたので、下りる時もそうしてくれるだろうと思っていたユハは、まっすぐ地面に向かって落ちて行くのを男の腕の中でただ見るだけだった。

　着地の衝撃は相当のものだった。

　どん！　と大きな音がして、ユハもテオの腕の中で弾はずむ。テオの足も相当痛んだだろうと思ったが、特にそのことに不平を言ったり、床に放ほうり出されるということもなかった。びっくりしたが、一応御礼を言おうとしたユハが顔を上げると同時にテオが吹きだした。

「ぎゃああって、ふっ、ふふっ。そなた、驚かそうとしたのは悪かったが、もう少し色気のある悲鳴が出せんのか、ふふっ」

　そのこぼれ出る笑いにユハは、さっきの降り方が乱暴だったことがわざとだと悟さとり、憤ふん慨がいした。

「ひどい！　驚かせようとするなんて趣しゆ味みが悪い！」

　ぽかぽかと痛くない程度にテオを叩たたくと、男は「痛いのう」と更さらに楽しげに笑い声を上げる。

「さっき、私が鳥たちの襲しゆう撃げきを受けているのに気づきもせんかったことに対するささやかな仕返しだ。そなたが来たらぴたりと攻撃を止やめよって、あの羽ども」

　いや、実に軽かろやかな手のひら返しであったのう、とテオはユハの手を受け止めながら高らかに笑う。

「ユ、ユハッ！　その方がどなたか分かっているのか！」

　二人のやりとりに、慌てたような声がかかる。はたとユハはこれまでの経けい緯いを思い出して、はっとなった。

（表にいた、すごい馬……もしかして……）

　嫌いやな予感に背筋が寒くなるのと同時に、長の横から銀に一筋の黒が交じった髪かみの男がつかつかっと歩み寄ってユハに向かって言った。

「無知なる継けい脈みやくの民たみの子よ。その方は、テオバルド様だ。このバルド皇国の名を継つぐ皇こう帝てい陛下でいらっしゃるぞ。いま貴様がしているその行いは、陛下に対する侮ぶ辱じよくとして、罪を問われるものだ！　即そつ刻こくやめよ」

　そう言われて、ユハはぴたっと動きを止めた。

（皇帝陛下……？　こうてい、へいか？）

　先ほど木の上から見えた皇宮を思い起こす、さすがにものを知らないユハでも、それが何を指すかは分かっていた。

　皇帝陛下、それはこの国の最も偉えらい人間を指す言葉だ。自分の今までの行いを思い出し、血の気が引く音がした。

「ふん。バーシュのやつめ、余計なことを言いよって」

　しかしテオはその発言をこともなげにそう言い、手を上げたまま固まったユハを抱き直した。

「長おさよ。先ほどの話の続きだが、この者は？　ユハは子どもは産めぬのか？」

（え？）

　固まったままのユハは、テオがそう言って長に声を掛けたのを茫ぼう然ぜんと見ていた。

　長も言われたことが一いつ瞬しゆん分からなかったようで、ぽかんと口を開ける。

「ユハ、でございますか……」

「そうだ。子は産めぬ身体からだか？」

　産めない身体だ。ユハは何故なぜ長が言い淀よどむのか分からない。

「……そういう訳ではございませんが……あの……」

　長のそのはっきりしない口調に、ざわっと肌はだが粟あわ立だった。

　抱き寄せられた手の感かん触しよくは思いのほか優しかったので逃のがれようとは思わなかったが、これからわが身に何かが起きるのだということだけは分かった。

　テオの横に、さきほどバーシュと呼ばれた銀ぎん髪ぱつの男が歩み寄ってきて長に問いかけた。

「言い淀む理由は何だ。この者は、すでに出産を経験しているのか？　私たちが求めている条件はたったふたつだぞ。子が産める者であること、もうひとつは性的に未経験であることだ。陛下の子を産むにあたって、他ほかの種が入る可能性は一切排はい除じよされていなくてはならないからな！」

　そう言い切った後、その場には沈ちん黙もくが落ちた。長は苦虫をかみつぶしたような顔でうつむいている。

「何故黙だまる！　先ほど貴様は出産可能な十八を超こえた娘むすめの中で、性的未経験者はいないと言ったな？」

　まくしたてるようなバーシュに、テオが「待て」と声を掛けた。ユハはテオの腕の中で、長が意を決したように口を開くのを待った。

「……その子は、確かに子どもが産めます。性経験もございません……ただ」

（う、産める……？　どういうこと）

　静せい寂じやくにその場が張りつめた。こちらの様子を固かた唾ずを吞んで見守るメンツの中に、先ほど話をしていたニコの姿もある。ユハはできそこないの自分の身体のことをこんなたくさんの人の前で話してしまうのか、と少し怯おびえた。しかし長が告げる言葉は、ユハ本人にも全く知らされていないことだった。

「……その身体は男のものなのです。出産の可能な男性体、という表現が正しいかと存じます」

「それは両性とはどう違ちがうのか。異状なのか。子どもに障さわりが出るようでは困る」

　バーシュがそう切って捨てると、長が憤いきどおったように顔を上げた。

「あくまでユハは男です。女性器がある訳ではない。この継脈の民には何十年かに一人の割合でそういった身体の者が現れます。……珍めずらしい子ですが、異状ではございません」

（……え？　僕みたいな子が、以前にもいたの？）

　テオの腕の中でユハは長をまじまじと見つめる。長とこの身体について話をしたことは多くはない。ただ、人とは違うのだと知らされ、みんなが学ぶ知識に触ふれさせてもらえなかったのだ。幼心に別待たい遇ぐうは不思議だったし、長じてからもみんなより劣おとっているような気がして後ろめたかった。

（僕も、みんなみたいな仕事ができる？）

　ユハの心はざわついた。自分は違うのだと諦あきらめて乾かわいていた心が、にわかに水を得たように輝かがやきだす。

「……異状がないにせよ、なんだ……妙みような身体の者を差し出されても困る」

「あと一週間お待ち頂ければ、ニコというものが十八を迎むかえます」

　長が食い下がるようにして言う。

「しかしのう、バーシュ。時間がない」

　黙ってことの成り行きを見守っていたテオが、ユハの背を優しく撫なでながら言う。

「私の父上、前さきの皇帝陛下は病を得ていらっしゃる。……あまり、良くない」

　テオは表情を変えないが、わずかに声が低くなった。

「息があるうちに、息子むすこの私が妻を娶めとって子どもを授さずかってほしいとおっしゃってな。……主治医の見立てでは、もう一ひと月つきも持たないとのこと」

　その緊きん急きゆう性にユハは言葉を失った。テオは穏おだやかに続ける。

「私の子として皇位を継げるのは法律で純血の同種族か、はじまりの一族だけと決まっている」

（はじまりの一族？）

　聞いたことがないとユハが首を傾かしげると、傍かたわらにいた銀髪の男は首をすくめて吐はき捨てた。

「……本当に実在するのかも分からぬただの伝説よ。その法にのみ姿を現す」

　テオはその荒あらい口調をたしなめるように一いち瞥べつしてから続ける。

「そう。私の同種族の女性はもうおらず、はじまりの一族という民族はどんなものかも分からず、架か空くうのものとも言われている。打つ手がない……何とか父上の願いをかなえるために子どもだけでもと思い、急ぎこちらに頼たのみに参ったという訳だ」

　そこまで話したテオが、今度はユハの顔を覗のぞき込んだ。

「そなたにも色々複雑な事情があるのは承知した。その上で、私に継脈の民の力を貸してくれんか」

　テオの紫むらさきの瞳ひとみにじっと見つめられ、ユハの鼓こ動どうが激しくなる。

　まだ、自分の身体について知らないことばかりだというのに、うかつに返事はしてはいけない。それがどれだけ浅せん慮りよなふるまいか、分かっているのに、ユハは震ふるえながら頷うなずいてしまった。

「ユハ！」

　長の叱しつ責せきも耳に届かない。

　不思議な心地ここちだった。テオの紫の瞳をじっと見ていると、出来ないことが自分にも出来てしまうような気がした。

「陛下。ユハを出すには、条件がございます」

　ユハを止められないと察した長が、硬かたい声でテオに呼びかける。傍らに控ひかえていたバーシュが「陛下に条件をつきつけるとは何事だ！」と、顔をしかめた。

「──恐おそれながら。本来私ども継脈の民は、どこの国家にも属さない独立した一族です。この地に定住している以上、礼は尽つくしますが、あなたがたへの隷れい属ぞくは致いたしません。法令でも、私どもに命令権を持つ方は、いらっしゃらないと決まっている」

　テオが「ふむ」と呟つぶやく。ユハは長が何と続けるのかと気が気ではない。すぐ傍らでバーシュが苦虫をかみつぶしたような顔で腰こしの剣けんに手を掛かけているからだ。

（この人がいきなり怒おこって斬きりかかったら、長を庇かばえるかな。怖こわいよ）

　はらはらするこちらの気持ちを知ってか知らずか、長がまっすぐにユハを見る。自分によく似た長の顔をユハは祈いのるように見守った。

「今回の急なお願いに対し、私ども継脈の民は、一人の一族の者を遣つかわすことにいたしましょう。ユハ、お前に陛下の許もとへ伺うかがわせる。良いな」

「は、はいっ！」

　突とつ然ぜん名前を呼ばれ、ユハは姿勢を正す。長はそれについて何かを言うことなく、またテオに向かって話を続けた。

「しかし、先ほども伝えました通り、ユハは特とく殊しゆな子です。自分の身体について無知なところもある。……この子が陛下の後宮にいる間に、私が話して知識を補完させていただきたい」

　長は指を一本立てる。

「条件のひとつは、この子を子どもを産む道具ではなく、きちんと客人として対等な立場で扱あつかっていただくこと」

　もう一本、指が立てられる。

「もうひとつは、私たちが希望したときにユハと面会ができること」

　ユハが見たこともないような、厳しい表情で長は言った。

「このふたつが確約されなければ、ユハをあなたのところへ行かせることはできません」

　強い言葉だった。長がそう言い切るまで、誰だれも口を開けずにいた。

「……あい分かった。その二点、皇こう帝ていの名に賭かけて約束しよう」

　重々しくテオがそう答えると、その場にはようやく安あん堵どの空気が満ちたのだった。




　　　　◆




　とにかく急ぎたいという皇帝サイドの要望で、その日の内にユハが皇こう宮ぐうに向かうということになった継けい脈みやくの民たみの村は、慌あわただしく準備に追われていた。

「ユハ！　もう皇帝たちが馬の準備始めてるけど、忘れ物はない？」

　ニコがそう言うのに対して、ユハは眉を下げて答えた。

「忘れ物っていうか、むしろ何を持って行けばいいのか分かんない。みんなはどう習ってるの？」

　今日は長おさが同行してくれることになったとはいえ、基本的にユハは何も知らないままだ。ニコも困ったように頰ほおを搔かいてから、ふいに神しん妙みような顔をして言った。

「一個だけ。継脈の女は、みんな言い聞かされることがあるんだけど、それは聞いた？」

　ユハはきょとんとする。その様子にニコは「一番大事なことなのに」と、ため息をついた。それから毅き然ぜんとした顔で、ユハの手を取る。

「……相手の血だけをひく純血の子どもを産むときは、相手を好きになっちゃいけない。絶対よ」

　気を付けて。ニコが怖い顔をして言った。

（相手を好きになっちゃいけない？　どういうこと？）

　理由を問おうとしたが、それは出来なかった。「出発の時間だ！」と、バーシュが踏ふみ込んできたからだ。ニコはバーシュに連れられるユハに向かって、「今の話、ちゃんと長に説明を受けてね！」と叫さけぶようにして言った。大事なことなのだと、何度も繰くり返す。

「分かった！　教えてくれてありがとう！」

　こちらの歩調を全く考こう慮りよしないバーシュはズカズカと先を歩く。それに置いて行かれないようにユハも懸けん命めいに歩いた。先ほどまでいた集会場の脇わき、馬たちの繫けい留りゆうされていたあたりまで行くと、ようやく長の姿が目に入った。

　ほっとして駆かけ寄ろうとしたが、その前を黒い立派な馬が遮さえぎった。

「ユハ、そなたはこちらへ」

　馬上から聞き覚えのある声が降ってくる。金や銀に飾かざられた黒い馬体に跨またがっているのはテオだった。ユハは思わず見み惚とれてしまった。整った顔の男だと知ってはいたが、こうして馬に乗る姿を見るとそれは更さらに増すようだった。

　しかし差し出された手を取ろうとした途と端たん、テオの馬が突然いななきを上げた。それがまるで乗馬を拒きよ否ひするような声だったので、ユハは戸と惑まどってしまった。

「なんだ、リゼン。この者はユハと言って、私の大事な客人だ。失礼な真似まねをしてはならんぞ」

　そう言って首のあたりをぽんぽん、とはたく。リゼンと呼ばれた黒馬は不ふ愉ゆ快かいそうにぶるるる、と鼻を鳴らした。テオは「すまんな」と軽く謝った。

「この黒い馬は力も強くて賢かしこいが、やんちゃで人を見下すところがあっての。乗れる者は限られておるのだ。私の側近のあのバーシュでさえ、鞍くらを載のせさせない」

「そうなんですか……リゼン？」

　黒い馬の名前を呼ぶと、大きな目がぎろっとユハを見た。鼻先に触ふれて覗き込めば真夜中の星のような輝かがやきだ。触れた瞬しゆん間かん、びくっと反応したが特に振ふり払はらわれる様子もない。そこには何かを探さぐるような、ユハが信しん頼らいに足る人物かどうかを確かめるような感情があるように思えて、ユハはじっと見つめ返してしまう。

「賢い子だね、リゼン」

　そう呟いたのが分かったかのようにリゼンはぶるると首を振った。ユハに対し、そんなことにも気づいていなかったのかといわんばかりの態度で、ユハはおかしくなってしまう。テオもその光景を楽しそうに見つめていた。

「気位の高いリゼンが触れられて怒らないのは珍めずらしいのう。……先ほどは鳥使いかと思っていたが、正しくは動物使いなのだな。愉ゆ快かい愉快」

　テオに引き上げられるようにして、リゼンの背に乗ると、村のみんなが集まりだす。長も一いつ緒しよに外出するため、何かを慌てて引き継ついでいる様子だった。

「もう良いか、長老殿どの。日が落ちる前に陛下を城にお戻もどししたい」

　バーシュがそう声を掛ける。テオがそれを横目で確かく認にんしてから、静かにリゼンの腹を蹴けった。

「じゃあ、いってきます！」

　ユハは歩き出したリゼンの揺ゆれに合わせるようにしながらみんなに手を振った。幾いく人かは馬の後ろを追いかけるように走って見送ってくれる。その中にニコもいる。

「ユハ！　さっき言ったこと！　忘れないで！」

（えっと、……相手を、好きになっちゃだめってことだっけ）

　ユハはニコの言葉に頷き、もう一度手を振る。リゼンが少しだけ歩くスピードを上げた。遠くなるニコの声と村のみんなの手を振る姿がようやく見えなくなったあたりで、前まえ触ぶれもなく突然リゼンが駆けだした。

　ユハは驚おどろくあまり「うわっ！」と悲鳴を上げて馬首にすがりつく。激しい上下動についていけず、振り落とされてしまいそうだった。

（これ……！　陛下は、大だい丈じよう夫ぶなのかな）

　ふいに後ろで手た綱づなを握にぎっている男のことが気になったが、正直振り返って確認できるような状態ではない。

　急な山道をかなりのスピードでリゼンは駆けた。足元の悪さをものともせず、蹴りつけるような足音を響ひびかせている。

　護衛のためにユハたちの前を行っていた他ほかの馬たちも、途と中ちゆうで追い抜ぬかしてしまった。何とか顔を上げたところで前には誰もいないのが分かって驚きよう嘆たんした。

（まさか皇帝陛下が先頭を切ることになるなんて……！）

　坂の角度もあって、リゼンはぐんぐんと加速していくが、ユハは落ちるまいと馬首にすがりついた。さきほど見た黒い目が、走りながらもちらりとユハを見る。

（……この子、僕を試ためしてるんだ！）

　リゼンの目もく論ろ見みを察したユハはそうと分かれば、と不安定に揺れる馬上で身を起こす。脅おどかすつもりで猛もうスピードで走っている相手の首にいつまでも縋すがっている訳にはいかなかった。

（手綱は、陛下が握ってるから、僕はここだ……！）

　背後の気配を探ると、テオはリゼンを窘たしなめることも、手綱をひく様子もない。リゼンと同様に、ユハがこれをどうするのかを楽しんで見ているようなフシさえある。長がさっき出した条件をまるで忘れてしまったようだ。どこが客人対応なのか、ふつふつとユハの中に怒いかりが湧わいてくる。

（下りたら、絶対にこの人に文句を言ってやる……！）

　意を決して、ユハはリゼンのたてがみを手綱代わりに摑つかんだ。それを支えにしながら揺れるリゼンの振しん動どうに合わせて姿勢を立て直す。

（この先の道は……！）

　脳内でこの先の道を思い出す。たてがみを摑んだことはリゼンにも伝わっているだろう。この暴走が、ユハを驚かせるためのものなら、こちらが取るべき行動は、堂々と馬上でふるまうことだ。

　リゼンが大きく曲がった道にさしかかり、わずかに姿勢が崩くずれる。ユハはそれを見み逃のがさず、たてがみを強く後ろに引いた。

　高い馬のいななきが響く。リゼンは前足をわずかに上げてスピードを落とした。

　その途端、前にある道が極きよく端たんに細くなっているのが視界に飛び込んでくる。リゼンもそれに気づいたのか、落としたスピードを再び上げることはせず、その道に入る前で足を止めた。

「よしよーし。良い子、止まってくれてありがと」

　ユハはほっと息をつきながら、先ほどテオがしたように首の横をぽんぽん、と叩たたくようにして声を掛ける。

「ははは、この勝負はユハの勝ちじゃの」

　怒おこるでもなく、実に楽しそうにテオが手綱を握り直した。リゼンもそれに気づいたように、ぶるる、と鼻先を振る。それはまるで、勝負が終わってしまったことがつまらない、とでも言わんばかりの様子だった。ユハにとって経験がないことばかりだ。

「……先が思いやられるなぁ」

　ユハがつぶやいた言葉は夕暮れの空に溶とけていくようだった。




　　　　◆




　リゼンの暴走もあったせいか、皇こう宮ぐうへは予定よりも早い時間にたどりつくことができた。

　皇こう帝ていの戻りに呼応するように、固く閉じられていた城門がゆっくりと開いた。

「わぁ……」

　馬上から眺ながめる皇帝の住まいは、見み渡わたしても見渡してもそれを囲む塀へいの終わりが見えなかった。その広い空間の中央に、そびえるようにして大きな建物が連なっている。

「こんな大きくて立派な建物が建てられるんだ……」

　建物にはそれぞれの役割があるらしい。テオがそれぞれに解説をしてくれるが、そのうちのひとつには、まるごと台所だという館やかたもあるという。

「陛下、お帰りなさいませ」

　周囲をきょろきょろしているユハをよそに、テオがリゼンから下りる。声をかけてきたのは筋骨隆りゆう々りゆうの男で、長い髪かみを後ろでぴっちりまとめていた。

「ウスリー将軍、出で迎むかえご苦労。無事に継けい脈みやくの民たみを連れて参った」

　ウスリーと呼ばれた男はユハを見るが、挨あい拶さつもなく、テオに言う。

「ご正せい妃ひ候補の姫ひめ君ぎみ方が後宮に到とう着ちやくしております。お時間を見て、挨拶に伺うかがってください」

　テオはユハがリゼンの背から下りるのを手伝いながら言う。

「もう参ったのか。せっかちじゃのう。こちらはユハを連れて戻もどったばかりだというのに」

　ぼやきつつ、テオはユハの手を引いて城に続く道を歩き出した。ウスリーは追い縋るようにして言葉を続けた。

「そうはおっしゃいますが、みなそのお子様のために集まっておいでなのです。継脈の民は繁はん殖しよく用でございましょう。生まれる子は皇族の血だけを引くとはいえ、そんな胎はらから出た御み子こにはすぐに十分な教育をする必要があるかと……」

「ウスリー」

　目まぐるしいやりとりにユハが混乱しているところへ、テオが低い声で言葉を制する。

「そなたの妻も四人目の子どもを懐かい妊にんしているはずだが、その妻を、〝繁殖用〟や〝そんな胎〟呼ばわりされたことはあるか？」

　テオの低い声に、ウスリー将軍は口を堅かたく結んで首を横に振った。失言でございました、とだけ言って、その場から立ち去った。

　その背中を見送ってから、テオはユハの手を軽く引いた。

「嫌いやなことを聞かせてすまぬ。……どうにも、そなたたちの一族の神秘さを下げ賤せんにとらえるものがいるようじゃの」

　テオは悲しげな声でそう言ったが、表情は笑えみを刷はいたままだ。ユハはそのことを不思議に思いつつ、首を振った。

「気にしないでください。僕たちの一族が珍しいのは分かってます。……あんまり、よく思われていないことも」

　そう言うと、すぐ後ろをついてきたバーシュもぞんざいに頷うなずいた。

「後宮にいらっしゃった姫君方は陛下と同じ種ではございませんが、すべて純血の獣じゆう人じんでございます。お気を付けくださいませ」

　その気を付ける、という言葉に含ふくまれた意味は痛いほどに分かる。

　村の奥の森で遭そう遇ぐうしたオオカミたちにも、言われたからだ。

　──子作りに便利な身体からだ。

　ユハは唇くちびるを嚙かんだ。便利、という言葉に含まれているのは、この身体を道具のように捉とらえているぞ、という意味だ。

（同じ人間扱あつかいしてない人がたくさんいるよ、ってことか）

　気持ちがずんと重くなる。テオに引かれて豪ごう奢しやな城に足を踏ふみ入れたが、まるで心は弾はずまない。

「大丈夫だ、ユハ」

　うつむいたユハの頰ほおに、そっと触ふれるものがある。促うながされるようにして顔を上げると、テオが微笑ほほえんで言った。

「そなたは私の大事な客人だ。そう扱うと長おさに私は約束したからな。何かあれば、私か、バーシュに言え。理り不ふ尽じんな扱いに対して、卑ひ屈くつに背を縮めてはならぬ」

　テオは胸を張る。

「背を正し、相手をまっすぐ見て、にっと笑え。どちらが悪いかなど、己おのれの本心では分かっているものだ。それを歪ゆがめた方が負けだ」

　そう言うと、テオは長い廊ろう下かの突つき当たりにある、最も豪ごう華かな扉とびらを開けた。

「ここが私の部屋だ。ユハもしばらくここで暮らすことになる」

　その言葉にバーシュが慌あわてふためいた。ユハとテオの二人の間に割って入るようにして飛んでくる。

「陛下！　ユハ様を同じ部屋に入れるおつもりなのですか!?」

「そうだが何か問題があるのか？」

　バーシュは青い顔をして食い下がる。

「問題……!?　当初の予定では後宮に一室部屋を用意するということでございましたが……」

「後宮に？　他ほかの姫君方のいるところにユハを一人で放ほうり込めと言うのか」

　ユハは顔を上げた。バーシュも同じことに気付いたらしい。テオは薄うすく微笑んだまま言葉を続けた。

「先ほど言っていたではないか。純血の獣人の姫君たちだぞ。そこに一人だけ、私が通う相手がいてみよ。……惨さん事じは想像に難かたくなかろう」

　しかし、とバーシュは食い下がるが、解決策がすぐには見当たらない様子だ。テオは笑いながら「ならどうだ」と口を開けた。

「母上の部屋を宛あてがうか。あそこならば後宮も距きよ離りがあるから出入りは分かるまい」

「な、なにをおっしゃってるんです！　あそこは皇后の部屋ですよ！」

　がなりたてるようなバーシュの声に、ユハは肩かたをすくめる。皇后の部屋はさすがにまずかろう、と外野の身でも分かる。しかしテオはのんびりとした口調で頰を搔かく。

「そんなこと大きい声で言われなくても分かっている。母上が亡なくなってからそのままで、ずっと空いているのだぞ。私の部屋がダメならば、有効活用してみてはどうだと言っているだけだ」

　バーシュは言葉を失ってしまった。

「他はないな？　ならば、私の部屋で良いな。この話は終わりだ。ユハ、おいで」

　ことの成り行きをただ見守っていたユハは、腕うでを強く引かれて部屋に踏み込んだ。続けざまに扉がぱたんと閉められ、その向こうではバーシュが焦あせったような声を上げている。テオはその執しゆう念ねんに呆あきれたように肩をすくめてみせた。

「放っておけ。いつも代案があれば話を聞くと伝えてあるから良い」

　そう言われてしまえば、ユハに否いなやはない。

　あらためて部屋を見渡すと、そこには物語のような景色が広がっていた。

　真っ白な壁かべに金と青で施ほどこされた美しい模様は、床ゆかから高い天てん井じようの隅すみから隅までを飾かざっていて、その細かい仕事には見み飽あきることがない。

　床には、鮮あざやかな赤い絨じゆう毯たんが歩く場所を示すように敷しかれていた。

　絨毯の行き先を興味深く眺めていると、部屋の最も奥にあるベッドへと続いている。

「ベッド、すごい大きい！　クッションもたくさんある！」

　テオが側そばにいることも忘れ、ユハは思わず声を上げてしまう。

「好きにして良いぞ」

「ほんとにっ!?」

　許可を得たユハは広い部屋の中を走り出した。赤い絨毯はふかふかで、歩くたびに足が沈しずみそうだった。

　駆かけ寄るようにしてベッドに飛び込むと、その広さは想像以上だった。ぼふっと沈むようにして投げた身をごろごろと転がしてもまだ端はしには届かない。触れたクッションのひとつを支えにして起き上がると、すぐ傍かたわらにテオはいて、その様子を面おも白しろそうに見ていた。

「……す、すみません」

　思わず子どものようにはしゃいでしまった自分を思い出して、ユハは少しだけ言葉を硬かたくする。しかしテオは非難するでもなくにこにことして言った。

「いや、良い良い。ユハの行動は見ていて飽きぬのう」

　そう言うと、ユハの寝ね転ころがるベッドにテオも上がってきた。

（え……？）

　その行動にユハは戸と惑まどうが、次の瞬しゆん間かんはたとあることに気が付いた。

（そっか、これ、この人のベッドだ！）

　当たり前のことではあったが、あまりに現実味の無い施し設せつだったせいで、生活の場だと思っていなかった。ユハは、テオがゆったりとした動きで自分の前に座るのをただ黙だまって見ているしか出来なかった。

「……さて」

　衣きぬ擦ずれの音がはっきりと聞こえるほど近くにいるテオがそう言うと、ユハは硬こう直ちよくする。

（そうだ、僕……ここに来た理由は……）

　何のために呼ばれたのかを認にん識しきし、血の気が引いて息まで止まる。何故なぜ無む邪じや気きにベッドになど飛び込んでしまったのか。本当に数分前の自分の行動には、壁に頭を打ち付けても理解できない。

（僕……これじゃまるで早く早くって誘さそってるみたいに見えたんじゃない……？）

　細い息をしながら脂あぶら汗あせを流すユハを、テオは頰ほお杖づえをつきながら観察していた。

　そして少しして、いきなりふふっと笑いだす。

「その様子では、ここに飛び込んだのは、本当にわざとではないのだな」

「あ、当たり前じゃないですか……！」

　絞しぼり出すようなユハの声に、笑いながらもテオはかっちりした服の首元のボタンをひとつ外した。そのままふたつ、みっつと形の良い指が下に向かう。その一挙手一投足に対してユハは固かた唾ずを吞のんで見守った。思わず手近なクッションを抱だきかかえてしまったほどだ。

　ついにボタンは最後のひとつだ。そこから覗のぞくひきしまった腹筋は、よく鍛きたえられているのが分かる。

「……手伝ってはくれないのか？」

　最後のボタンに手をかけたまま、テオがユハの耳元でそう囁ささやいた。経験値の少ないユハにはたまったものではない。

「ひゃっ」

　色気もなにもない悲鳴をひとつ上げ、ユハは軽く飛び上がった。それをテオは本当におかしそうに笑いながら引き寄せて、腕の中に閉じ込める。

「うわ、うわわわわ。ま、待ってくださ、い。あの、ぼく、お作法を何も習ってなくて。いきなりは、ちょっと」

　近づいてくる整った顔、吸い込まれそうなほど不思議な色の紫むらさきの瞳ひとみにどぎまぎしながらも、役割を果たすための知識がないことを何とか伝えなくてはとユハはもがいた。

「案ずるな。私が長から聞いておる」

　しかしテオはユハの必死の抵てい抗こうをものともせず、暴れる身体をひょいっと抱きなおして仰あお向むけにした。

　すでにテオは上半身裸はだかで、その手はユハの服の裾すそを割っている。直接肌はだに触れる体温は、テオの指だろうか、手のひらだろうか。

（長から聞いてるって、僕じゃなくて、直接この人が!?　何で!?）

　そういえば、一いつ緒しよに来たはずの長と、この城についてから一度も会っていない。今のユハにある知識は、ニコに別れ際ぎわに言われたことだけだ。

（それだけでどうしろっていうの……！　恨うらむよ長！）

　焦ったユハの耳に、テオが何でもないことのように言った。

「処女の一日目では、いきなり孕はらむことはないと聞いている。普ふ通つうに夜を過ごせとな」

　ユハの頭が真っ白になる。

（普通に夜を過ごす、って、村で寒い夜にみんなでしたみたいに一緒のふとんにくるまって眠ねむるとか、そういうこと……？）

　だとしたら何て平和な光景なのだろう。現実逃とう避ひを許しかけたユハの服が、無む慈じ悲ひにもテオの手によって引きはがされた。

「ぎゃあああ！」

　一糸まとわぬ姿になって、ベッドの上に放り出されたユハはそこかしこにあるクッションを手た繰ぐり寄せて何とか肌を隠かくそうとした。その間に、テオも着ていた衣をすべて脱ぬぎ去ってベッドの脇わきに放る。

「ユハ、それはさすがにベッドで聞きたい声こわ色いろではないのう。もう少し気分が高こう揚ようするのを頼たのむ」

（そっちがどう思うかなんて、知らないんだってば！）

　涙なみだ目めになりながらユハは、テオがクッションをひとつずつ取り去っていくのを見ていた。最後の砦とりでとばかりにユハは紫色のクッションをぎゅうっと抱きしめた。

「これ……それも放すのだ。何も命まで取ろうという話ではない」

　困り切ったようにテオが言う。

　分かっている。

　そんなことユハにだって分かっている。

　自分が何を依い頼らいされて、どういった責任を果たすためにここにいるのかくらい重々承知だ。

　お父さんの体調もあって急いでいると、あと一週間待ってニコが成人するのを待てない事情があることも分かっている。

　この自分の行動が、とても迷めい惑わくであることも。

（でもさ、でも……もう少し、心の準備ってものをする時間が欲しいよ……）

　テオの目と同じ色のクッションに顔をうずめ、ユハはすすり上げるように息をした。涙の気配を察したテオは困り切った様子で、そっとユハに言った。

「のう、ユハ……。何もせぬから、触ふれて良いか」

　優やさしい問いかけに、ユハはクッションを抱いたまま頷うなずく。

　許可を得たテオの手が、驚おどろかせないようにそっとユハの身体からだを引き寄せ、腕の中に入れた。

（……あったかい）

　ユハもテオも一糸まとわぬ素す肌はだ同士で触れあっている。触れたところはじんわり温かく、嫌いやではなかった。

　それだけは安あん堵どし、ユハは手に握にぎりこんでいたクッションをようやく手放して、テオの胸に頰ほおを寄せた。

「……いきなりすぎて、驚かせたの」

　縮こまったユハの頭にアゴを載のせたテオは、まるで子どもを抱きこむような姿勢であやすようにあちこちに触れた。

「そなたがあまりにも無邪気にここに乗るので、早さつ速そく誘われたのかと思ってしまった。早とちりを許してくれ」

　ユハは言葉も発せず、ただ違ちがうのだと首を振ふった。

（そんなことない。僕が何も分かってなかったのがいけなくて）

　この国で最も位の高いはずの男が、心底反省したように詫わびてくる現状をそのままにすることは出来ず、ユハはおそるおそる顔を上げた。

「許してくれるか？」

　ユハの動きに気付いたのか、テオが顔を覗き込むようにしてこちらを見る。その一いつ瞬しゆん、ユハの視界を何かが通りすぎた。

「え？」

「しまった」

　それが何かを確認するより先に、テオがそう呟つぶやいて片手でさっと頭を押さえる。

　そう、何か今見えた。

（……耳？）

　ユハがもっとよく見ようと背を伸のばすと、テオは押さえていた手をぱっと離はなしてしまう。そこには豊かな黒くろ髪かみがあるばかりで、何もなかった。いや、消えてしまったのだ。

（……そういえば、この人、何の種族の獣じゆう人じんなんだろ？）

　はたとユハはそれさえ知らされていないことを思い出す。同じ種族の女性はいないと聞いている。大型肉にく食しよく獣じゆうはその傾けい向こうが顕けん著ちよだというから、きっとその中にいる種族なのだろう。

　純じゆん粋すいな疑問だったが、テオはユハの視線を大して気にした風でもなくベッドの敷しき布ふを一枚剝はいで、二人を包んだ。そういえば何も着ていなかったので少し冷えていた。ユハとテオはお互たがいで暖を取るようにして、肌を寄せ合う。

　静かな夜だった。

　村にいたときのような、壁かべの外にいる動物や虫の声などは一いつ切さい聞こえない。気配もない。ただ冴さえた夜の空気ばかりがそこにはある。

　今自分が、巨きよ大だいな人工物の中にいるのだと、そのとき初めて理解した。

「……あの」

　この人工物の中はとても寒い。その中でただ肌を寄せ合っている相手のことが、ユハはイヤではなかった。

「……いいですよ、しても」

　何と表現していいのか分からず、ユハはそれだけ言った。テオは意図することを察してくれるだろうか。少しだけ緊きん張ちようしながら待つと、ついとアゴを取られた。

「……良いのか」

　真しん摯しな声こわ音ねだった。まるでユハの表情に嫌けん悪おがにじみ出る部分がないかをしげしげと観察するような視線を受けるが、構わず頷く。

「もちろんです。……僕は、そのために来たんです。ただ……」

「どうした？」

　言い淀よどんだところに、テオが首をかしげる。

　ユハは申し訳なさを覚えながら言った。

「僕は本当に何も作法が分かりません。さっきあなたが長おさから聞いたということを、教えてもらえませんか？」

　その言葉を聞いたテオの紫の瞳が、きゅうっと細くなる。まるで肉食獣が獲え物ものを見つけたときにするようなそれに、ユハは一瞬怯ひるんだが、この手が自分にひどいことはしないはずだと言い聞かせて、もう一度だけ「お願いします」と言った。
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　喉のどの奥でひきつれるような音がする。それが自分が呼吸をしようとして、下手に空気を飲みこんだだけのことと理解するまでに、時間が掛かかった。

　視界が薄うすく滲にじんでいる。

　仰向けになったユハには、天てん蓋がいの中央が見えていたはずだが紗しやのようにもやが掛かっていた。滲んだのは涙のせいだ。吸いづらい息と、滲む視界の理由を求めてぼんやりとしていたユハは、下半身に走った衝しよう撃げきに全すべてを思い出した。

「ここからだぞ、呆ほうけているな」

「は、……こん……なの、聞いていませ、ん」

　ユハは恨み言を吐はきながら、自分を苦しめている大本から逃のがれようと、テオの手の先を辿たどって震ふるえる指を重ねる。

　この人は、ひどいことはしないはずだと信じていたのに。

「これを、取って……苦し、い」

「もう少し耐たえろ」

　そこに触れているテオの指先は、性感を高めるような動きばかりするのに、決定的な絶頂を迎むかえさせてくれることはない。

　それどころか、触れた先にあるユハの雄おすの部分は、根本から革かわのベルトで縛いましめられている。出口を塞ふさがれた形になったユハの身体は、燻くすぶるように腰こしの奥に熱が溜たまっていく。テオはそちらにはほとんど触れず、潤じゆん滑かつ油をつけた指で後ろを撫なでさするようにして刺し激げきするばかりだ。

　このベルトを外してくれさえすれば達せるのに。

「もういい、自分で取るからぁ……アッ」

　耐えられず、ユハはテオの手を引きはがそうとした。とにかくはやく楽になりたかった。

「ユハ、ダメだ。……さっきも話しただろう」

　テオは引きはがしに暴れるユハの両手を、大きな手でまとめて摑つかんだ。快楽に溶とけてほとんど力が入らないユハは、なされるがままだ。テオはユハの指先に軽いキスを落としてもう一度言った。

「長殿どのいわく、本来は雄であるそなたが子どもを作るためには、雄を封ふうじて雌めすの機能を刺激してそちらで達しなくてはいけないと」

（なに、それ……こんなに苦しいのに、我が慢まんしろってこと……？）

　気き遣づかわしげな視線も今はただどうでもいい。

　それがどれだけ苦しいか、テオには分からないだろう。理性では分かっているのに体が言うことを聞かないのだ。ユハの中の熱が出口を求めて暴れていた。それだけでもつらいのに、テオが後ろに触れることで、おぼえたことのない感覚が、解放を求める熱に加わる。過ぎてしまえば拷ごう問もんのような快楽に、ユハはただただ喘あえいで許しを求めた。

「い、一回こっち、イかせて……っ！」

　ユハが足を使ってもがくと、後ろに指を差し込んでいるテオも、その全力の抵てい抗こうに一瞬動きを止めた。

「ふむ。気持ちは分からなくもないが、困ったのぅ……」

　他ほかに手だてがあるかのぅ、とテオはぼやいた。ユハは刺激が止まったことでようやく息ができると、涙なみだにまみれた視界をはっきりさせようと何度も瞬まばたきをした。

（何か……誰だれ？）

　その視界の端はしに、光が動いたのが見える。下ろされた薄い天蓋の布のせいではっきりとは見えないが、誰かが扉とびらを細く開けたようだった。

「……陛下、もうお休みでしょうか」

「バーシュか。どうした」

　おそるおそる様子を窺うかがうような側近の声に、テオがユハの手を拘こう束そくしたまま顔を上げる。

「継けい脈みやくの長殿が、先ほどの子作りの件について自分の口からユハ様にお伝えしたいと言っています」

　ユハは目を見開いた。長が、この苦行のような時間から救いに来てくれたのだ。安堵の心地ここちでほっと息をつく。テオからも入室の許可を得たバーシュと長の二人は、寝しん台だいの近くまでやってきた。

「陛下、あの……すでに、その？」

　言いづらそうな長の声に、ユハは救いを求めるように天蓋の向こうに言葉を返す。

「長……長、苦しいよぅ。ほかに、他に……方法はないの？」

　それだけで寝台の中の状じよう況きようは察せたのだろう。長は黙だまり込んでしまった。

　テオはユハが許可なく先に発言したことを責めるでもなく、そっとユハの震える指を慰なぐさめるようにして握にぎりこんだ。

「長殿。……この通りだ。相当苦しいようでな、ほかにやり方があるなら教えてもらいたい」

　ユハは耳元で聞こえるテオの低い声に安あん堵どをおぼえ、そっとその肩かたにアゴを載のせた。

　長は言い淀み、その場には一瞬の静せい寂じやくが満ちた。ユハが苦しさから逃れようと吐いた息づかいだけが聞こえる。

「……ほかの方法は、ございません」

　ユハはその言葉を絶望の心地で聞いた。薄い天蓋の向こうでわずかに見える長の影かげに、ウソだと言ってくれと取りすがりたい気持ちでいっぱいになる。

「陛下、もしその苦しみを一刻も早く救ってやりたいというお気持ちがあるのでしたら、方法はひとつです」

　ユハも、テオも、バーシュもその長の言葉の続きを固かた唾ずを吞のんで待った。ユハは後ろに差し込まれたままのテオの指の違い和わ感かんを早く何とかしてほしいと、どこか他人ひと事ごとのように感じていた。

「今すぐにユハを貫つらぬいて、雌の悦よろこびを教えてやることです」

　ひ、とユハは息を吞んだ。

　テオも予想外だったのか、慈いつくしむように握ったユハの手を持ったまま、固まっている。

「何を……」

　テオが発した言葉は続くものもなく、長も気まずいのか無言を押し通した。

（……それって、どういう、こと）

「ユハ。……すまぬの」

　三者三様にこれからに思いを巡めぐらせ、最初に動いたのはテオだった。

（え……？）

　刺激を受け続けて、視界だけでなく思考までもがぼんやりと紗が掛かっている。テオが何かをしようとしている。それだけを理解するのに、いつもより何倍も時間が掛かった。

　その間にもテオの手はユハの中から抜ぬけ出し、代わりに静かに足を広げさせた。

　姿勢よりも異物感が無くなったことに息をつく方が先で、するとそこをこじ開けるように触ふれるものがある。

（なに……？）

　それが何か分かっていても、ユハには止められなかっただろう。テオが詫わびるように唇くちびるを寄せると、突とつ然ぜん触ふれたにも拘かかわらずユハは戸と惑まどいもせず受け入れた。自然と吸い寄せられるようにして唇が重なった。

「ん、良い子だなユハ……世情も知らぬ幼いたい気けな稚ち児ごを手て籠ごめにする気分だが。……許せ」

　テオがそう呟つぶやいた言葉は、ユハにはほとんど聞き取れなかった。

「……ッイ、ん！」

　くじるようにして、テオがユハの後こう孔こうに触れる。ユハが違和感に顔をしかめる前にテオはその切っ先を静かに潜もぐり込ませた。そして引き絞しぼられるよりも先に、勢いに任せて半分以上を中に押し入れてしまった。

「～ッ！」

　ユハの悲鳴は、テオに飲み込まれた。

　熱い。熱いのだ。逃せない熱を何とかしてほしいと言ったはずなのに、それ以上のものがユハの中に押し込まれている。

（やだ、なんで……っ）

　せめてそれ以上入ってくるのを阻そ止ししたくてユハは必死に腰を後ろに引こうとした。しかしそれはほとんど意味を成さなかった。先ほどまで優やさしかったテオが、獣けもののように余よ裕ゆうなく息を吐いているせいだ。抵抗のために突つっ張ぱった両手はあっという間にまとめられて顔の横に押し付けられた。そうされることで身体からだの動きを制限され、逃にげる場所もないユハは、足を開いて、ただ為なされるがまま胎たい内ないに残りを押し込まれていくのを見守ることしか出来なかった。

「あ、あ、あ……あ」

　押し上げられるような感覚に、口からは意図しない声が漏もれた。

　どこまで入ってしまうのだろう。不安に思うほど長い時間をかけて、テオが全すべてを埋うめ込むと、腹の奥に行き当たるような感かん触しよくをおぼえた。それと同時に、テオがゆっくりと身体を倒たおしてきて、ユハを包むようにして抱だきしめてくる。

（お、終わった、かな……）

　相変わらず身体は熱いが、テオの体温に包まれたことでほっとする気持ちがあった。これで解放されるならば、とユハが身体の力を抜く。

　しかし、それと同時に荒あらい息をついていたテオが、一言呟いた。

「……なん、だ、これは……この、感触は……」

　そういうなり、テオはユハの肩を抱きこんで身動きができないようにしてから、わずかに腰を引き、すぐに打ち付けた。

「や、ぁっ！」

　その勢いは続く。引き抜くほどのストロークもないのに、打ち付けられる強さは、それ以上ないと思っていた奥にぐいぐいと入ってくる。

「あ、あぁ、やめ、やだぁ、陛下、陛下」

　怖こわくて。やめてほしくて、ユハは泣きながらテオに呼びかけた。

　しかしテオの瞳ひとみは完全に瞳どう孔こうが開き切っていて、捕ほ食しよく中の肉にく食しよく獣じゆうのような鈍にぶい光を宿したまま、黙もく々もくとユハを犯おかしている。　>>>♥

「今までに体験したことのない具合でしょう。継けい脈みやくの民たみの中でも稀まれにしか現れない出産可能な男性体の後孔は、一度味わえば百ひやく戦せん錬れん磨まの男だん娼しようでさえ虜とりこにするほどの絶品だと聞きます」

　長おさはそう言った。

　男の身体の下でまさに今貫かれ、喘いでいるユハにはそんなこと何の助けにもならない。慎つつましく閉じていたはずの穴が、男の出入りに合わせて淫みだらな水音を立てるのを泣きながら聞いた。

　息いき継つぎすることしかできず、それも時折テオの口づけで妨ぼう害がいされるのだ。ユハに何の救いがあっただろう。

「やだぁ……苦し、終わんない……」

　息も絶え絶えにそう訴うつたえたが、テオは貪むさぼるという言葉以外では表せないほどユハの身体を強く摑つかみ、腰こしを振ふる。突き立てられた剛ごう直ちよくが奥を叩たたくたび、ユハは悲鳴を上げた。それを見てテオは眉まゆを顰ひそめて「すまぬ、すまぬユハ……」と呟くが、律動を決して止めようとはしなかった。

「──ッ！」

　テオの切っ先が奥の一点をついた時だった。ユハの中で何かがぐるりと変化する。

　それが変化したあと行き場がなかった熱は、途と端たんに前からの解放を求めるのをやめ、ユハの胎はらに集中する。そしてあろうことかテオに絡からみつくようにうねり出した。

「ッ、う」

　その感触はテオも追い上げたようだった。何とかしてひとつになろうと奥にもぐりこもうとするそれから、ユハは何とか逃のがれようとする。逃れないといけないと思った。迫せり上がるものがあった。身体の奥から何かがユハを食い尽つくすようにゆらりと鎌かま首くびをあげている。

（──く、る……！）

「や、アァァァッ！」

　ユハの抵てい抗こうを体重でテオが押さえ込み、低く呻うめく。追いつかれてしまったユハは、テオの腕うでの中でその衝しよう撃げきを受けて悲鳴を上げた。

「……おなか、や、だ。や……いっぱい……熱いよぅ……、い」

　胎内で熱飛沫しぶきを感じて、ユハはテオの肩に摑まりながら弱々しく首を振る。繫つながった部分は、まるで瘤こぶでも出来てしまったように、ユハの後孔をぴっちり埋めて抜ける気配もない。ユハは抱きすくめられて身動きも許されないまま、ただテオの厚い身体の下で脈動を受け止めるだけになっている。腹の中はぐずぐずと蕩とろけて、絞り上げてもテオのそれを悦ばせるだけだった。

「ユハ。お前は相手に合わせてどちらにでもなれるのです。……雌めすの悦びと、子種の味をよくよく教えていただきなさい」

　長の声に混じる恍こう惚こつとした響ひびきに、ユハは返す気力もなかった。

　ただ、テオに突き上げられて甘い声を上げるたびに、体内で何かが変わってしまいそうな不安だけが漠ばく然ぜんと胸を占しめていた。
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　夜通しと言っても良いほど、長時間泣きわめいたというのに、翌朝のユハの目覚めはすっきりしたものだった。

　酷こく使しされたはずの手足も痛んだり動かせないといった影えい響きようはなく、起き上がるのも特に問題はない。朝に様子を見に来た長に「私たちはそういう種族だ」と言われれば、そういうものかと納なつ得とくせざるを得なかった。

　自分の身体のことなのに、知らないことばかりだ。ユハはベッドの上で両足を抱かかえて唸うなった。

「私は今から湯を使いに行くが、ユハも一いつ緒しよに来られるか」

　テオがそう言って手を差し出してくれたが、それは長に遮さえぎられた。

「この子には、まだ説明していないことがありますので、陛下が湯ゆ殿どのに行っていらっしゃる間にそれを話しておきます」

「……そうか、もしすぐ終わるようなら後から参れ。一緒に洗ってやろう」

　テオはユハの頰ほおに手を伸のばし、優しく撫なでた。昨夜の蛮ばん行こうを詫びるようなその仕し種ぐさに、ユハも目を瞑つむって受け入れる。

「……危あやういな」

　テオがバーシュを伴ともなって退出したあと、長がそう言った。ユハには何のことか分からない。きょとんとした表情から、長は「もう一度説明しないと」と呟いた。

「ユハ、陛下に心を奪うばわれてはいけない。それは私たちにとって致ち命めい傷しようになる」

「致命傷……？」

　そういえば、出立前にニコからも同じことを言われた。

　時間がなかったので詳くわしくは聞いていなかったが、そもそもそれはどういう意味だったのか。

　ユハたちの一族は、自分たちの血を混ぜることなく純血の子どもを産める力がある。そのために純血を尊ぶ獣人から狙ねらわれることもあると聞くが、そういう危機とは違ちがうのだろうか。

　長は重々しく口を開いた。

「私たち継脈の民が唯ゆい一いつ、純血の子を産めなくなるのは、相手を愛してしまったときだ」

（相手を、愛してしまったとき？）

　その言葉がうまく脳内に浸しん透とうしない。ニコが口くち酸すっぱく繰くり返していたのも同じことのはずだが、そのときのニコの表情ばかりを思い出してしまい、長の言ったことがよく聞き取れず、ユハは思わず聞き返してしまった。

「どういうこと？　僕たちが妊にん娠しんしても、それは相手の血を引く子ができるだけでしょう？」

「……選んだ相手と自分の血を引く子どもを欲しがるのは、生き物の本能だろう」

　長は当たり前のようにそう言った。

　本能。それは何だかユハにとって、不思議な心地ここちのする言葉だ。初めての経験にも拘かかわらず性交を受け入れ、それどころか悦よろこび快楽に溶とけた身体。翌朝には痛みもしない身体。

（それが、僕たちの種族の本能だというのなら、そういうものなのか）

　はたから見ればそれは得え難がたい特質で、欲しがる人間には羨せん望ぼうのものだろう。

　けれど、それはユハが選んだことではない。

　そう生まれついてしまった、というだけだ。

　説明しがたい不快感をおぼえているユハの腹に、長がそっと手を伸ばした。今は平らなそこに、触ふれながら言う。

「相手を愛してしまって子を授さずかった場合、ここに花が咲さいたようなアザが出来る。……純血の子を産むために行った先で、そのアザを見たときの絶望は今でも忘れられんよ」

　長はその時のことを思い出したのか、頭を抱える。

「望まれぬ子だ。愛した相手との間に出来た子なのに、誰だれからも喜ばれることはない」

　気が付けばユハはベッドの敷しき布ふを摑んでいた。そうして出来た子の行く末は？　継脈の民の村には、混血の子はいない。では、どこに行ってしまったのだろう。じわりと嫌いやな汗あせが背筋に浮うかぶ。

「……そんな思いを、私は一族のみんなにさせたくないのだ」

　長は頭こうべを垂れるようにしてユハに言った。

「どうか、陛下に心を許しすぎないようにしてくれ。結ばれることはない相手。一線を引き、接せつ触しよくは夜以外控ひかえて、愛することのないように、律してくれ」

　それだけが願いだ。長のその言葉は、まるで楔くさびのようにユハの心に突つき刺ささった。
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　陛下と入れ違いに湯を使い、部屋に戻もどったユハはベッドの上に寝ね転ころがって先ほどの話をぼんやりと考えていた。

　純血の子の出産を請こわれ、そうでない子どもを孕はらんでしまう恐きよう怖ふ。避さけるための努力をどうすべきか。何度か想像するが、今さっき聞いたばかりの話を受け止めることが精せい一いつ杯ぱいで、想像の先に何かが見えることはない。

（そうか、みんなはこういう話を村で聞いていたんだな……）

　ユハはみんなと違うから。

　どうせ仕事に行くことはないから。

（……まさか、こんなことになるなんてなぁ）

　準備が出来ていた彼女らではなく、村でも出来そこないだったユハに白羽の矢が立つなど誰が想像しただろう。色んなことが後手後手なように思えたが、今それを悔くいてもどうしようもなかった。

　ぼんやりと天てん蓋がいの中央を眺ながめていると、おもむろに部屋の扉とびらがノックされた。

「失礼します。お部屋の清せい掃そうに参りました」

　入ってきたのは三人の女性だった。年とし嵩かさの女性を筆頭に、それぞれ清掃用具を手にしている。彼女たちがまず向かってきたのは、ユハのいるベッドだった。無言の視線を受けてユハは慌あわてて起き上がり、ソファに退たい避ひする。

　一人がシーツを引きはがし、新しいものに換かえ、クッションを整えている。その手つきの素す早ばやさをユハは興味深く眺めた。

「申し訳ございませんが、そこを整えさせていただけますか？」

　ソファに腰こしを下ろしていたユハに、そう声をかけたのはもう一人の女性だった。そうか、ここも片付けるのかと思い立ち上がって、今度は朝食を摂とったテーブルに腰を下ろす。

「そこもです」

　ひんやりとした声がユハを貫つらぬいた。最後の一人がテーブルの前に仁に王おう立だちしている。

（あ、これって）

　三人の女性が、ユハを一いち瞥べつすることもなく自分の仕事をしている。しかし目は合わなくてもユハを意識しているということはびしびしと伝わってきた。

（邪じや魔まだから、出てけってことか……）

　察しは悪くないほうだ。言ってくれれば良かったのに、とも思ったが皇こう帝ていの客人に面と向かってそう言える宮仕えの人間は少ないだろう。

「……純血の獣じゆう人じんでもないくせに」

　部屋を出ようとしたユハの耳に、それが聞こえたのは、わざとだったのだろうか。ほとんど扉から身体からだを出していたユハは、部屋の方を振ふり返った。

　三人の女性はユハがこちらを見ていることに気が付いているはずだったが、決してこちらを見ない。

（……感じ悪）

　言い返しても良い、と思ったが、それはせずにおいた。いわれのないことはもちろん不快ではあった。

（でも、それを差し引いても僕は何も知らない）

　ユハは何も言わず、扉を閉じた。一族の、自分の身体のことさえ知らなかったのだ。まだ知り得ない何かがあるのかもしれないと思ったからだ。

（でも何だよ。そんなに、純血の獣人が偉えらいっていうの!?）

　まるで別世界のようだ。ユハは自分たちが人ひと里ざと離はなれたあの山の中に村を作って暮らしていた意味を、ようやく悟さとった気がした。

（外って、こんな世界なんだ……）

　かつてユハは城下町に行きたいと思っていた。村の外の世界に憧あこがれた。無限の可能性があるように思えていたのだ。その現実は、ユハには切なかった。

　ユハはあてどもなく廊ろう下かを歩いた。特にどこに向かっているつもりでもなかったが、先ほどの女官たちの声の聞こえないところに行きたかった。

「……あ、リゼン」

　ふいに馬のいななきが聞こえた。ぼんやりと歩いている内に、廏うまやのところまで来てしまったようだった。屋根のある吹ふき抜ぬけの建物の中に見覚えのある黒い馬体を見つけ、ユハは走り寄る。

「リゼン、僕だよ。分かる？」

　呼びかけに対してリゼンはぶるる、と鼻を鳴らした。黒い目は明らかにユハの顔を見て、おぼえがある、と言っていた。ぐい、と鼻が押し付けられたのでユハはそれを抱だき付くようにして撫なでる。体温を感じるあたたかいそれに、何だかほっと癒いやされるような気分だった。

「……なんか、疲つかれた。ん？　うわ。びっくりした」

　リゼンの鼻に懐なついていたユハだったが、ふいにその髪かみを別の馬に咥くわえられたことで驚おどろいて声を上げた。ぶるる、と横の馬ば房ぼうから首を伸のばしてくるのを笑いながら撫でてやる。そうすると、もう反対方向の馬房からも別の馬が興味を示して顔を覗のぞかせた。

「可愛かわいいね。はいはい、君もね」

　馬房は自由に飛び出せないように仕切りがあるのでこちらへ来られない馬もいるが、明らかにユハに興味を示している。その子たちも同じように撫でてやろうとすると、ぐい、と服を引かれた。

「どうしたの、リゼン。服が破れちゃうから離はなして」

　リゼンが長い鼻先でもって、ユハが別の馬のところへ行くのを阻そ止ししていた。ひづめをかつかつ、と鳴らして感情をあらわにしている。

「お腹なかすいたのかな？　ごめんね、何も持ってないんだ」

　詫わびるようにしてもう一度撫でてやろうと思ったが、それは飛び込んできた男によって遮さえぎられた。

「何者だ！　それは皇帝陛下の愛馬であるぞ。何をしようとしていた」

　首元にひたりと刃は物ものをつきつけられ、ユハはたたらを踏ふんでしりもちをついた。見上げると、ひげをたくわえた男が二人、武器を構えてその場に立っていた。

　怒ど鳴なられて身をすくめたユハの後ろで、リゼンがいなないた。明らかに気分を害したようで、自分の進路をふさぐ木の棒に苛いら立だたしげに体当たりを始めた。

　それを見たひげの男は焦あせったようにユハの腕うでを摑つかんだ。

「お前が入ったせいでリゼンが怒おこっている！　これは陛下と、決められた世話係のいうことしか聞かない馬なのだぞ！　いいから来い！」

　男たちはユハを引き立てるようにしてその場を後にする。拘こう束そくしたまま、馬房を連れ出され、見知らぬ廊下を数歩歩きながら、ユハはもがいた。

「ぼ、僕。継けい脈みやくの民たみです。陛下のお召めしで昨日ここに来ました……！　不ふ審しん者じゃありません！」

　その声は廊下に響ひびいた。すると廊下の柱の陰かげから、ゆらりと人ひと影かげが現れる。

「私の宮のそばで何をしている」

　低い男の声だった。ユハは、嫌な気配を感じて鳥とり肌はだを立てた。

（……この声、聞いたことある……！）

　それもつい最近のことで、一いつ緒しよに何か嫌なことも起きた。必死に思い出そうとするユハの前で、二人の男が「失礼いたしました、ラディスバルド様！」と名を呼び、その場で膝ひざをついた。

　立ったままのユハは、現れた男とばっちり目が合ってしまう。

（あ……この人……）

「こら！　ラディス様だぞ！　現皇帝陛下の叔父おじ上うえだ！　頭を下げろ！」

　引き倒たおされるようにして床ゆかに頭を伏ふせさせられた。視界がぐるんと回るが、その中でも彼の顔は覚えている。ユハは悲鳴を上げそうになるのをすんでのところで抑おさえた。

（……あのとき森で会った、獣人だ！）

　会った時、何をされそうになったか思い出して震ふるえが来る。粗そ野やで、暴力的で、鼻もちならない男だった。

（それが、陛下の叔父さんだったなんて……！）

　似ても似つかないから気付かなかった。ユハは床に顔をつけながら、彼が自分に興味を示さずに通りすぎてくれることを願った。

「……その顔立ち、継脈の民か」

　しかし僅わずかな願いも叶かなわなかった。ひたり、と首筋を蛇へびに這はわれたような心地ここちの声でラディスがそう言った。ユハは全身の血が止まってしまったかのように息を止める。

（部屋、出なければ良かった）

　後こう悔かいも間に合わない。まさか森で会った乱暴な男が皇族で、テオの親しん戚せきで、広い皇こう宮ぐうで再会してしまうなんて誰だれが想像しえただろうか。何が起きるか怖こわくて震えた。

　視線が交差する、その瞬しゆん間かんだった。

「こちらにいらっしゃいましたか、ラディス様。失礼いたします」

「……ウスリーか」

　第三者の声がその場に響く。ユハにとってはこちらも聞き覚えのあるものだった。名前を思い出そうとしたユハを助けるようにラディスがその名を呼んだ。

　ユハが城に来たとき、テオに報告に来た将軍だ。彼はラディスの前で跪ひざまずいているユハたちを見て驚いたように目を瞠みはった。

「……ラディス様、これは」

　状じよう況きようを確かく認にんしようとしたのか、ウスリーの声が低くなる。

「ふん。テオの忠犬めが。……面めん倒どうなところに現れよって」

　ラディスは明らかに気分を害したように肩かたをすくめ、ユハの方へ歩み寄った。

「立て。私の宮で話がある」

　間近で見ると、確かにテオに似た面おも差ざしだった。しかしそのまとう雰ふん囲い気きと顔つきはあまり感じの良いものではない。ついていけばどうなるか。不安をおぼえるばかりのユハは命令をきけず、その場に固まった。

「ええい。聞こえないのか。この愚ぐ図ずめが！」

「ラディス様！」

　動かないユハに苛立ったのか、ラディスが拳こぶしを振ふり上げる。ウスリーの焦った声が聞こえた。

（殴なぐられる……！）

　それでもユハの足は貼はりついたように動けない。まっすぐに自分めがけて男の拳が降ってくるのを、覆おおいかぶさるように誰かが遮った。

「ぐっ！」

　鈍にぶい音がして、目の前に誰かが頽くずおれる。一いつ瞬しゆんのことすぎて、ユハはその誰かがウスリーだということに少ししてからようやく気付いた。

「貴様っ！　何の権限があって、このオレの邪じや魔まをするのか……！　ウスリー！」

　ラディスは激げつ昂こうし、摑みかかるようにして伏したウスリーの襟えり首くびを摑み上げた。

　顔を赤らめ、今にも腰こしの剣けんを抜きそうなラディスに対して、ウスリーはその摑まれた手に触ふれ冷静に言った。

「……先せん帝てい様をお慰なぐさめする宴うたげの準備が、そろそろ始まります。ラディス様にもお召し替かえをと思いまして伺うかがった次し第だいです。どうぞ、ご協力ください」

「う、うぐ……っ！」

　ウスリーの怒いかりを抑えた低い声は、ラディスを抑えるのに十分な威い圧あつ感かんだった。ラディスは中ちゆう途と半はん端ぱに抜きかけた剣を、どうすることもできないのか歯を食いしばったままだ。

「……では、私はこれで。おい、立て」

　ラディスが動かないのを見て、ウスリーは自分たちが動くことを決めたらしい。ユハを促うながしてその場を足早に立ち去ろうとする。

（ほっぺた、赤い……）

　ウスリーの赤い頰ほおを見ると、庇かばわれた申し訳なさでいっぱいになった。自分が部屋を出なければ、こんなことにはならなかっただろうに。ただひたすらに悔くいてユハは首こうべを垂れた。

「くっそ……ウスリー。テオの犬めが。雑種の妻を娶めとっただけあって、見る目の無い」

（──ッ！）

　背後でつぶやかれたラディスのその言葉は、ユハの怒りを増ぞう幅ふくさせるのに十分だった。大きく息を吸ってからユハは振り返った。

「人のことを犬呼ばわりしないで！　犬にしたって、気に入らなければすぐ手を上げようとする人につくよりは見る目があると思うよ！」

「こ、これ！」

　ユハの発言にウスリーは焦ったような声を出した。

　ラディスが怒り狂くるって言葉を失い顔を赤らめているのが目めの端はしに見えたので、ウスリーはユハを小こ脇わきに抱かかえてその場を走り出したのだった。
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「……全く。どうしたら昨日の今日でこんな問題を起こせるんだ貴様は」

　ウスリーのため息は深い。彼に警護されて戻もどったテオの部屋は、先ほど嫌いや味みを言っていた女官たちの姿もなく、ようやく落ち着けそうだった。

「ははは。ユハの啖たん呵か、その場にいて聞いてみたかったの。愉ゆ快かい愉快」

　その様子を見ていたテオは着き替がえながら笑い飛ばす。その傍かたわらで着替えを手伝っていたバーシュも、ウスリー同様に深いため息をついた。

「……テオ様。愉快ではございません。ラディス様は、ご自身が短気を理由に次の皇こう帝ていになれなかったことを今でも恨うらんでおいでだと聞きます。十分、お気を付けくださいませ」

「そうです、バーシュの言う通りです。この者が焚たきつけたせいで、妙みような方向に怒りを増幅させていなければ良いのですが」

　ユハはウスリーに指差された自分の顔を気まずげに傾かたむける。それを見たテオは、側近の二人が両りよう脇わきから口々に言うのを、微笑ほほえんで聞いていた。

　最後の仕上げにマントを羽織ってから、テオは静かに腰に剣を差した。

「もちろん……このままにはせぬつもりだ」

　いつもよりも少し低いテオの声。二人は切り替わったようにその場に膝をついた。

「叔父上には、退ひいていただく。……あの方の浅せん慮りよと偏かたよった選民思想は、下の者、ひいては国民を傷つけるだけで、皇帝にはまるで向かぬ。皇位に良からぬ思いを抱いだくことのない場所まで行っていただくつもりだ」

「はっ」

　二人がその場に頭を下げた。

　それと同時に廊ろう下かで、さやかに何かが揺ゆれる音がした。

「失礼いたします。……ウスリーはこちらにおりますでしょうか」

　高い涼すずやかな声だった。それを聞いて、名を呼ばれたウスリーが立ち上がった。

「……タビー！」

　慌あわてた様子で扉とびらを開けると、そこには豊かな黒くろ髪かみの女性が立っている。

　大き目の髪かみ飾かざりをつけた彼女のお腹なかは大きく丸く膨ふくらんでいた。先ほどまでぷりぷりと怒おこっていたウスリーが飛ぶような勢いで迎むかえに行って、今度は心配顔になりながらその手を取り、部屋の中に連れてくる。

「おお、タビーか。久しいのう。入ってゆるりとしておれ」

　顔見知りなのかテオが嬉うれしそうにそう言う。入ってきた女性は緊きん張ちようする様子もなく、「まぁまぁ、この国で一番偉えらい方のお部屋では寛くつろげませんわ」と、ころころ笑った。

「ユハ、こちらはウスリーの奥方でタビーという」

　ユハは紹しよう介かいされるままにタビーに頭を下げた。同じようにタビーも頭を下げる。そこにユハはあるものを見つけてはっとなる。

「耳……」

　この国に入って、初めてはっきりと見たのだ。獣じゆう人じんだという人でも、その獣人の気配はほとんどしない人ばかりで忘れかけていた。豊かな黒髪の中に、同じ色の耳がひょこっとある。

（え、可愛かわいい……！）

　ユハはそれを口に出して良いものか分からずに、口を押さえた。その行動を、ウスリーは良くない方向でとらえたようでいきり立つ。

「なんだ貴様、私の妻がキツネとネコの混血であることに何か文句でもあるのか……！」

　とんだ誤解だと慌ててユハは両手を振った。しかしそれを庇ったのは当のタビーだった。

「旦だん那な様、ユハ様はそんなおつもりではございませんよ。皇帝陛下にバーシュ様、それに旦那様。ユハ様のお近くにいらっしゃる獣人は、みな純血なのですもの。耳をしまえない混血をご覧になるのは初めてなのでしょう」

　おっとりとしたその言葉に、ユハは思わず聞きほれた。こっそりと「耳、すごく可愛いですね」と耳打ちすると、タビーは屈くつ託たくなく「ありがとうございます。私も気に入っております」と笑ったのだった。

「タビーは、先帝陛下の宴に参加するために宮へ参ったのか？」

　タビーはテオの言葉にゆるく首を振る。

「いいえ、この通り臨月に入りまして。上の息子むすこたち三人は私の実家に預けたのですが、独りで城下の家にいるのは危ないと旦那様が言うものですから」

　タビーが笑えみを絶やさず明るく言うが、夫のウスリーは苦虫をかみつぶしたような顔で言った。

「……混血に対する蔑べつ視しは、根深いもので」　>>>♥

　その言葉には、いつも微笑んでいるテオも一瞬表情を硬かたくした。

　何かを言おうとしたところへ、廊下から宴の準備が出来たことを知らせる声が聞こえた。テオとバーシュとウスリーが連れ立って出ていくのを、ユハとタビーは手を振って見送った。

「……貴様、タビーを何かに巻き込んだら承知せんぞ」

　そうウスリーに言われて、ユハはほんの少したじろいだ。










　　　　◆




　さすがに皇帝の部屋ではくつろげないとタビーが言うので、ユハは彼女とともに今滞たい在ざいしているというウスリー夫妻の部屋に移動することにした。この皇こう宮ぐうで出会った誰だれよりもにこにこと何でもないことを楽しそうに話すタビーは、ウスリーのことを「直情なので誤解されやすいが、とても優やさしい」と惚のろ気けて見せた。

「さぁ、お部屋に入りましたらもっといろいろお話ししましょう」

　そんな話をして立ち止まった二人が部屋の扉を開けた途と端たん、中で人ひと影かげがうごめいた。

（誰……!?）

　先にそれに気づいたのはユハだった。身重のタビーを庇うようにして立ちまわろうとしたが、大きな袋ふくろを頭からかぶせられてしまい視界を奪うばわれる。

（……!?　麻あさ袋ぶくろ!?）

　何の意図があるのか分からず、振ふり払はらおうとする姿勢が一瞬遅おくれた。その隙すきに、ユハのみぞおちに拳こぶしがめり込んだ。

「──ッ！」

　一いつ瞬しゆん息が止まり、そのあと思考が昏くらくなって落ちて行く。

（タビーさん……っ！　逃にげて……！）

　思考の光が途と絶だえる最後の一瞬、ユハが願ったのはタビーの無事だった。




　　　　◆




　意識がふと浮ふ上じようしたとき、ユハは見覚えのない天てん井じように、ここがどこか思い出せなかった。

（……村じゃない、えっと、僕、昨日から皇帝の宮に来てて……）

　数じゆ珠ず繫つながりの記き憶おくの、最後のシーンに思い至り、ユハはハッとなって起き上がる。

「タビーさん……っ！」

　どうかいないでくれ。さらわれたのは自分だけであってくれと思ったユハの願い虚むなしく、ユハが横たわっていた場所は、藁わらがばらばらと散らばる地面で、そこには青白い顔をしたタビーの姿もあった。

　タビーは先に気付いていたらしく、お腹を抱えて震ふるえている。

「タビーさん……！　タビーさん大だい丈じよう夫ぶ!?」

「……ユ、ユハ様……申し訳ございません……」

　ユハは着ていた上着を脱ぬいで震えるタビーに着せ掛かけるが、二人がいるのはどこかの板張りの小屋のようだった。隙すき間ま風かぜによってタビーの体温がみるみる奪われていくのが分かる。

「くそ……！」

　最終的にユハはタビーを抱かかえ込んだ。体格差があまりないので効果は薄うすいが、しないよりましだと身を寄せる。

「ここ、どこだろう。何でこんな目に……！」

　ユハは何かないかと周囲を見回した。分かるのは自分たちの下に申し訳ていどにある藁と、板張りの壁かべ。それも隙間風はあっても、抜ぬけ出せるほどのサイズの穴がないのが腹立たしい。その壁の奥に、ユハはきらりと光るものを見つけた。

（……なに？）

　よくよく目をこらすと光るものはいくつかあって、それは動いていた。

（……も、もしかして……）

　思い当たることがあって、ユハはあっと声を上げた。そこに間ま違ちがいなく目的のものがあることに気が付いたからだ。

「やっぱり羊だ！」

　ユハはタビーを守るように抱だきしめたまま、羊に呼びかける。

「いきなりごめんね！　君たちが休んでいるところだって知らなかったんだ」

　そう言うと、暗くら闇やみの中から一いつ匹ぴき、また一匹とユハたちの前に羊たちが姿を現した。メェ、メへェ～と声を出しながら近づいてくる。

　タビーがその光景に声にならない悲鳴を上げるが、ユハはためらいなく羊たちにこう言った。

「すごく寒いんだ。その毛皮を貸してくれない？」

「……ユハ様!?　何を言って……！」

　はたから見ればユハの発言は意味が分からないものだっただろう。しかしタビーの驚おどろきをよそに、羊たちは静かに近寄ってきて、二人の側そばに腰こしを落として、その毛皮でもって隙間風への壁を作ってくれた。

　まるで埋うずもれるようにして四方を羊に包まれたタビーは、信じられないという表情でユハを見た。ユハも同じように羊の毛皮に顔を埋めて暖を取っている。

「あ～、あったかいねぇ。ありがとう」

　一番手近にあった羊の頭を撫なでると、別の羊も我も我もと首を伸のばしてくる。その光景にタビーは絶句したままだった。

「さて、寒いのは何とかなったけど。ここはどこだろう」

　ユハは羊の毛皮に埋もれたまま、首を傾かしげた。

「てっきり、さっきのラディスって人に何かされたんだと思ってたけど、違ちがうのかな」

　どうにも風景から察するに、皇宮の中には思えない。もし中だったとしたら、羊たちもいることから、家か畜ちく小屋だろうか。

　それに対してタビーが申し訳なさそうに口を開いた。

「ユハ様ではなく、これは私に対する嫌いやがらせと思われます……」

「えっ。どうして」

　こんなに穏おだやかで優しいタビーに何のいわれがあるというのか。ユハはにわかには信じられずにそう言った。しかしタビーは頭に生えた耳をしょんぼりさせて続ける。

「……後宮に今いらっしゃる姫ひめ君ぎみの中に、旦だん那な様、あの、ウスリーの元許嫁いいなずけの方がお見えなのです」

（もと、許嫁……）

　下世話だと思いながらも、ユハの想像では泥どろ沼ぬまな状じよう況きようが浮うかんでしまう。

「うわぁ……そ、それって、もしかして、そのお姫様、純血の獣じゆう人じんさんだったり？」

　タビーは苦しそうに頷うなずいた。ユハは察していた泥沼が想像とそう変わりないことに頭を抱えた。

「旦那様の家は純血を保っていらっしゃったタヌキの獣人で、私はそこへ下働きとして入りました。そのときすでに旦那様には許嫁の姫君がいて……」

「それって何歳くらい？」

　羊の毛皮のもふもふ加減が、痛むユハの頭を癒いやしてくれるようだった。タビーはため息をつきながら質問に答えた。

「十六年前……私と旦那様が、十五のときでございます」

「なるほどね……。よく結けつ婚こんを許してもらえたね」

　さぞや大変な道のりだったことだろう。そう思ったユハの言葉に、タビーは首を振った。

「いいえ。旦那様は、御ご実家から絶ぜつ縁えんされてしまいました。……私のせいで」

　タビーは大きな目に涙なみだを浮かべた。

「誰からも、別れるのが一番良いと何度も言われました。けれど、けれど私たちはお互たがいを諦あきらめきれなかった……」

　ユハは胸がしめつけられるような心地ここちで話の続きをただ待った。タビーも当時を思い出しているのか、時折苦しそうに息をついては、遠くを見るような視線で話を続ける。

「十八の春のことでした。旦那様は決まっていた士官の道を、私がいることで相応ふさわしくないと奪われ、もう一いつ緒しよになるには死ぬしかないと手を取り合いました」

　ユハは息を吞のんだ。今、タビーもウスリーも生きてここにいるというのに。その時の二人の悲痛な決意に、言葉もない。

「……深夜に川に行き、お互いの手をヒモで縛しばり、いざ入じゆ水すいしようとしたときでした。春の水は冷たくて、私が一いつ瞬しゆん怯ひるんでしまったんです。それを見た旦那様は何をしたと思います？　ヒモを解ほどき始めたんですよ、信じられませんよね」

　そこでタビーは当時を思い出したのか、微笑ほほえんだ。

「死ぬのは自分だけでいいなんて言い出して……私も負けじと、一緒に逝ゆくって決めたのに、と言い返して。もうね、深夜にも拘かかわらず大おお喧げん嘩かをしました」

　ユハもその姿を想像して、ふと笑う。タビーは芯しんの強い女性なのだろう。その時の若いウスリーも少し見てみたかった、なんて思った。

「河原で大喧嘩をする男女は、遠くからもさぞ目立ったことでしょう。そこに現れたのが、当時はまだ皇太子だった、テオ様です」

「へぇ！　良いとこに！」

　ユハは嬉うれしくなってつい膝ひざを打ってしまった。タビーも嬉しそうに笑う。

「ええ。陛下は驚いたでしょうね。冷たい春の川でヒモを持った男女が心中するかどうかで揉もめているんですもの。あとで聞いたら仲ちゆう裁さいに入って良いか迷ったとおっしゃってました」

「でも、仲裁には入ってくれたんだ？」

「ええ。そして旦那様に士官の道が絶たれたのなら、自分の部下になれとおっしゃって。どこの御貴族様かと思って今度はこちらが驚く番でした。まさか皇太子殿でん下かだったなんて」

「そっか。次期皇こう帝ていの直下ならどんな士官先よりも上だもんね……あれ。でも、絶縁はされちゃったの？」

　思わずユハは疑問を口に出して、すぐに閉じた。実に余計な一言だったと悔くいた。

　しかしタビーはにこやかに笑った。

「ええ。混血の孫など、孫ではないと。旦那様のおうちには、他ほかにもご兄弟がいらっしゃったから、長男などいないことにすると言われましたの。許嫁の姫様も、別の嫁とつぎ先を用意すると言われたそうで」

　表情とは裏腹に、タビーの言葉には陰かげがある。最後の〝許嫁〟、という言葉にユハもようやく今何故なぜ自分たちがここに閉じ込められてしまっているかを思い出した。

「……結構前の話だけど、やっぱり怒おこってるのかなぁ。その人」

「ええ。許嫁の姫様はその後もご結婚なさらず、今回初めて皇帝の後宮だからとお召めしに応じたようなので、たぶん旦那様のことを本当に好いていらっしゃったのだと思います」

　ままならないものです、とタビーは言い、苦しそうに眉まゆを顰ひそめた。

「そうだね。……タビーさん？　どうしたの？　苦しいの？」

　タビーは大きく息をついた。暗さに慣れてきたユハの目にも、タビーは明らかに様子が変だった。部屋は吹ふき抜ける風がとても冷たいのに、脂あぶら汗あせのようなじっとりとした汗をかいている。

「……申し訳ございません、ちょっと……お腹なかが……」

　そういうなり、タビーは大きなお腹を両手で抱えて低く呻うめいた。

（もしかして──）

　その姿勢に嫌な予感がする。震ふるえる手でユハはタビーを支えるように肩かたを持った。

「タビーさん、今、臨月だって、言った？」

　どうか、予想とは外れてほしい。そうではないと否定してほしい。悲痛な願いばかりがユハの胸を占しめたが、タビーは弱々しく首を下げて、その嫌な予想が的中したことを告げた。

「……おそらく、陣じん痛つうかと」

（──まずいっ！）

　ユハはその言葉を聞くなり、羊たちの中から飛び出した。隙すき間ま風かぜばかりの壁かべを端はしから端まで伝って出られる場所がないかと必死に探す。

（こんな、何もないところで出産させるわけにはいかない。何とかして表に出ないと！）

　伝った壁の一部、感かん触しよくの違うところが、おそらく出入り口なのだろう。そこだけが両開きになっている。ユハは体当たりするようにそこから開けようとした。

「くそっ！　何かで塞ふさがれてるのか！」

　ユハの体重を受けてわずかに扉とびらは動くものの、その隙間から見える外側には、開放を封ふうじるための太い棒のようなものが横に渡わたされていた。二度ほど体当たりしてもびくともしないそれに、ユハは荒あらく息をつく。

「教えてみんな、外に出る方法が何かない!?」

　さきほどまでユハを温めてくれていた羊たちが一いつ斉せいにこちらを見た。そしてユハの言葉を受けて、数頭が一緒にアゴで上を指した。

「窓……！」

　羊たちの視線の先を見て、ユハは息を吞んだ。暗いせいでほとんど分からなかったが、天てん井じように近いところに明かり取りのように小さな窓がぽつんと存在している。しかしそこは日差しを取り入れるためのものだけで、ふだん全く開け閉めをしないのだろう。特に足がかりもなく、ユハが背せ伸のびをした、その更さらに上に窓はある。

「なんとか、届け……！」

　ユハは壁に向かって距きよ離りを取り、勢いをつけて駆かけあがり、何とかその窓に手を掛かけようとした。しかしうまくいかず、ユハは背中から地面に落ちた。

「い、いった……」

　しかし、自分を真っ青な顔で見ているタビーと目が合う。震えながら、タビーは「大だい丈じよう夫ぶです。私は大丈夫ですから」とか細い声で言うが、はいそうですかなどと言える状況ではないのは火を見るよりも明らかだった。

（はやく……ここから出ないと……！）

　ユハの焦しよう燥そうに気付いたのか、わらわらと羊たちが集まってきた。

「……ありがとう！」

　ちょうど自分の足元に踏ふん張るようにして立つ彼らの協力の意志を汲くみ、ユハはその背を台にして窓に手を掛けて何とか梁はりに身を移した。明かり取り用の窓は小さくて、ユハの顔より少し大きいくらいだった。

　ユハはその窓に向かって、ためらいなく体当たりをした。想像通り、そんなにしっかりした作りではない窓は、一回の体当たりでみしみしと音を立てて外れる。

「う、りゃあ！」

　ユハはその小さな穴に頭と腕うでを入れて、気合いでもう片方の腕も通す。無理やりな通過に、穴の空いた板は、ばきばきと音を立てた。

「よし、何とかいけそう！」

　ユハは空いた穴から身を乗り出し、小屋の中に残っていた下半身をもがくようにして通過させた。

「意外と、皇こう宮ぐうから離はなれてない……！」

　何とか屋根へ転がり出て位置を確かく認にんする。どうやら皇宮のすぐ裏にある家か畜ちく小屋のようだった。周囲には他にも同じような小屋が点在している。その並びのずっと奥に、昼間ユハが行った廏うまやもあるようだ。

「って、そんなこと考えてる場合じゃなかった！」

　ユハは屋根から飛び降りて、小屋の扉の前に走った。扉の横に渡された木を外せば、出入りが楽になるはずだと思ったのだ。しかしその目もく論ろ見みはすぐに崩くずれた。

「……うそでしょ。こ、こんなに重いの……!?」

　錠じよう代わりの木は、ユハの腕わん力りよくではびくともしない。ユハは二度ほど挑ちよう戦せんしたが、少しも動かない木に見切りをつけた。

（今はとにかく、タビーさんを早く助けることが第一だ……！）

　ユハは扉の向こうにいるタビーに叫さけぶ。

「タビーさん！　もう少しだけ頑がん張ばってください！　ウスリーさんを呼んできますから！」

　それだけ言って、ユハは皇宮に向かって全速力で駆けだした。




　　　　◆




　ウスリーたちがいる場所は、皇宮に足を踏み入れればすぐに分かった。体調の悪い前皇帝を囲む宴うたげというだけあって、宮にいる人間のほぼすべてがそこへ向かっているからだ。ユハは着き飾かざった人々の波を抜ぬけて、会場に入ろうとした。

「ここに入れるのは、選ばれた人だけだ」

　しかしユハの前に二人の門番が立ち塞がり、彼らの持つ槍やりが十字をかくようにそびえたった。

「入れなくてもいい！　ウスリーさんを呼んで！　大変なんだ！」

　ユハの悲痛な声を、門番はまるで聞こえていないように受け流した。ユハを横目に、着飾った人々が会場へとどんどん入って行く。

　時間なのか、鐘かねが鳴り、開かれていた扉はぱたんと閉まった。扉と言っても中の様子が見えるような薄うす布の衝つい立たてがあるだけだ。しかし、その向こうとこちらでは全く世界が異なっている。

「……残念だがなぁ、ここを出入りできる人間は、純血種だけなんだ。オレたちも、混血でな。中に入ってウスリー将軍を呼ぶなんてことができる身分じゃない」

　急いでいるのかもしれんが、終わってからにしろ。

　その言葉にユハは絶句してうずくまる。

（宴が終わってからじゃ、絶対に間に合わないんだってば……！）

「どうしても通りたいか、小こ僧ぞう？」

　門番の一人が言った。ユハは通る方法があるのかと顔を上げた。

「動物に頼たのんだらどうだ。動物なら、純血だ。ここを通してやろう。ただ、そいつが中に入ってウスリー将軍に伝言を言えるかどうかは別だがな」

　そういうなり、ぶはは、と門番は二人して笑いこけた。

（──動物）

　ユハはふいにあることに気が付いた。笑い続ける門番に背を向けて走り出す。

「なんだよ、もういいのかよー」

　門番たちがユハにそう言ったが、ユハは構っている場合ではない。こうしている間にも、タビーは一人ぼっちで陣痛に耐たえているのだ。早く助けを呼ばなくてはいけない。

（どうして、混血がいけないんだよ。何が純血だよ。そんなのどうだっていいだろ！）

　ユハは昼間迷い込んだ廏に転がるようにして駆け込んだ。

「リゼン！　助けて！」

　美しい黒い馬体が、そのユハの声に呼応するように高いいななきを上げて、後ろ足で立ち上がった。

「うわ、わわ！」

　そしてそのまま上げた前足で、自らの進行を阻そ害がいする横木を踏み割って、ユハの前へと走り出てきた。ユハがスピードを合わせて並走すると、ちょうどユハをすくい上げるようにして首を下げる。

「ありがとう！」

　ユハはその首にすがって、背に飛び乗る。鞍くらも手た綱づなも何もないが、すでにここに来るときに一度経験済みだ。

「危ないからどいてー！」

　皇宮の廊ろう下かを飛ぶようなスピードでリゼンは駆け抜ける。ユハも振ふり落とされないようにすることはできたが、コントロールはできないので他ほかの人に避よけてもらうよう声を掛けるだけだ。悲鳴を上げて廊下を逃にげ惑まどう人たちに詫わびることもできない。

　凄すさまじい速度でユハは先ほどの会場の前にたどりついた。残りの直線を、リゼンは更にスピードを上げる。

　ちょうど、先ほどの門番は交代の時間のようだった。別の二人組が、先ほどの二人組を前に槍の受け渡しをしているところだ。リゼンが全くスピードを落とさないので、ユハは再び声を上げた。

「あ、危ないからどいてえ！」

　悲鳴のようなその声に、四人が顔を上げる。そのうち、交代にやってきた二人が、先ほどのユハを馬ば房ぼうから引きずり出したひげの衛兵だと気が付いたが、そのことは蹴け散ちらしてしまったのでほとんど役に立たなかった。

　猛もうスピードで突つっ込んだリゼンは、そのままの勢いで扉代わりの薄布の衝立も吹ふっ飛ばし、人がいる宴の会場内に駆け込んだ。

　和なごやかな談だん笑しようの時間が、にわかに悲鳴に変わる。会場は中央を大きく開けてあり、参加者は壁かべ際ぎわに集まっていた。ちょうどユハたちはその人のいない広間の中央部分に走り込んだ。

　絹を引き裂さくような女性の悲鳴と、四方からの視線が突き刺ささるが、ユハもそれどころではない。見たこともない人々の中から、ウスリーを捜さがそうと必死に見回す。

「貴様！　馬でこの場に乗り込むとは無礼者！」

　中を警備していたらしき兵が、そう叫んでユハたちの方へ向かってきた。

「この馬は陛下の愛馬のリゼンではないか！　矢を下ろせ！　馬に当たったらどうする！」

「おい、どういうことだ。リゼンは陛下以外は背に乗せないはずだぞ……！」

　騒さわぎがみるみる大きくなっていく。参加していた者がみな、ユハを見ていた。

（そんなことより、ウスリーさんは……いたっ！）

　人ひと垣がきの奥。ひときわ上座に設置された天幕のような場所から、この騒ぎに気付いたのかテオがまず顔を出した。その後ろから捜していたウスリーが姿を見せる。ついでにその後から現れたのはテオの叔父おじのラディスだったが、そこはどうでも良かった。

「陛下！　ウスリーさん！」

　二人は騒ぎの元げん凶きようがユハだと気付くと、慌あわてたようにこちらへ向かってきた。

「ユハ!?　これは何事だ!?」

「タビーさんが、産気づいたんだけど！　いるのが家畜小屋なんだよ！　閉じ込められてるの！　早く出してあげないと赤ちゃんが生まれちゃう！」

　差し迫せまった状じよう況きようすぎて、言えたのはそれだけだった。ウスリーがあまりのことに固まっているのを、テオがリゼンの背に押し上げるようにして乗せる。

「はは。これも宴の余興の一部よ、驚おどろかせたの。しかし刺し激げきが強すぎたようだ。即そつ刻こく退出せよ」

　そう言ってテオはリゼンの尻しりを押した。小声で「すぐに私も後を追う」とだけ言ったのを聞きとったユハは、リゼンのたてがみを摑つかんでその腹を蹴けった。

「リゼン！　その角を曲がって、外に出て！　そこからまっすぐ走って！」

　リゼンの走りは衰おとろえる様子がない。

　行きよりも何倍も速いスピードで、ユハたちは目的の家畜小屋の前に辿たどり着いた。

　リゼンが止まるのも待てずユハは途と中ちゆうで飛び降りて扉とびら越ごしにタビーの名前を呼ぶ。次いで転がるようにして下りて来たウスリーもタビーの名を呼んだ。

　か細い返答が、扉の向こうからする。ウスリーは獣けもののような俊しゆん敏びんさでもって、扉を封ふうじていた横木を持ち上げた。

　ユハ一人ではびくともしなかった木が、重い音を立ててその場に転がった。

（すごい、さすが獣人……！）

　感心しながらも、ユハはようやく開いた扉から中に入る。急がないとまずいことがあるのを思い出したからだ。

「おのれ、羊風ふ情ぜいが私の妻に……！」

（やっぱり！　誤解されちゃう！）

　中に入ったウスリーの視界に入ったのは、羊に埋うずもれるようにして横たわるタビーだった。音も無く腰こしの剣けんに手が伸のばされるのを見てユハは焦あせった。普ふ通つうに考えればまるで羊が襲おそい掛かかっているようにも見えてしまうそれだ。協力してくれた羊たちに被ひ害がいが及およばないようにユハは声を張り上げる。

「温めてくれてありがとう！　もう大だい丈じよう夫ぶだよ！」

　羊たちはその言葉にさっと退いた。藁わらの上には無傷のタビーだけが残ったので、ウスリーは摑んだ剣の柄つかをそのままに茫ぼう然ぜんとする。

「彼らは温める手助けをしてくれたんです……！　それよりも、タビーさんを！」

　ユハは小屋に顔を覗のぞき込ませてそう言った。その言葉の通り、先ほどまで震ふるえながらもウスリーを焦しよう点てんの合った目で見ていたはずの彼女が、今は目をつぶり、細かく震えている。しかし色いろ濃こいクマが見えるその頰ほおは不自然に赤かった。

「急いで！　一番近い部屋へいきましょう！」

　皇こう宮ぐうまでの道を二人はタビーを連れて走り抜ける。ちょうどそのとき、遠くからユハの名前を呼ぶ声が聞こえた。

「ユハ様！　ウスリー様まで！　いったい何が起きたのです!?」

　風とともにユハの前に滑かつ空くうしてきたのは、一羽わのフクロウだった。真っ白で、頭の一部だけに特とく徴ちよう的な黒い羽が生えている。そのフクロウが、黄色い嘴くちばしをカチカチ上下させると、聞き覚えのある声がそこから零こぼれた。ウスリーはそれを当たり前のように言った。

「バーシュ！　子どもが生まれる！　一番近い部屋に運び込むからそこに助産師を連れてきてくれ！」

「ええっ!?　わ、わかりました！　すぐに！」

　その短い指示に、フクロウはすぐに舞まい上がった。

（あれ、バーシュなの!?）

　ユハは驚いたが、その白い羽をいつまでも目で追ってはいられなかった。城の中にたどりつくと同時に一番近い部屋の扉を開ける役割があったからだ。

　大きくて柔やわらかいベッドの上に、なんとかタビーを置いた瞬しゆん間かん、彼女が悲鳴のような声を上げる。

「どいたどいた！　旦だん那なさん以外の殿との方がたは下がっておくれ！」

　ユハはうろたえる暇ひまもなく入ってきた助産師に退けられ、部屋の隅すみへと下がったのだった。




　　　　◆




　部屋に力強い産うぶ声ごえが響ひびいたのは、それから十数分後のことだった。

　固かた唾ずを吞のんで見守るユハの目の前で、その小さな命は生まれてきた。宴うたげから駆かけ付けたテオも、その瞬間に間に合った。

「男の子か。これはまた、ひときわウスリーのタヌキの血が強い子だのぅ」

　小さな白い布にくるまったタヌキの赤子をテオは目を細めて眺ながめていた。

（すごい。ちっちゃい……）

　テオの背後から、ユハは同じように眺める。これまで同じ継けい脈みやくの民たみの子どもを目にしたことはあっても、獣人の新生児を見るのは初めてだった。

（赤ちゃんて、その一族の動物の形で生まれてくるんだ……僕、知らないことばっかりだ）

　一人落ち込むユハの心を知ってか知らずか、穏おだやかな表情になったタビーが手招きをして言った。

「ユハ様、良かったら抱だっこしてあげてください。……あなたがいなければ、もしかしたら生まれなかったかもしれない子なんです」

　そう言われて、ユハは首をすぐに振った。何も知らない自分が触ふれて良いものだとは思えなかったからだ。しかしテオがそれに嘴を挟はさんだ。

「そう拒きよ絶ぜつするものではないだろう。そなたも、近いうちに抱くことになるのだから」

　テオはそう言って、部屋の隅から椅い子すを持ってくるとそこに腰かけて膝ひざを叩たたく。

「初めてならどう抱くのか分からなかったり、落とすのが怖こわいのは分かる。手を支えてやるからここに座れ」

　テオの紫むらさきの瞳ひとみは優やさしい色をしていた。助産師の女性も、周囲を片付けながら温かく見守っている。　>>>♥

「ユハ様」

　最後に声をかけたのは、ウスリーだった。ユハの名前に敬けい称しようを初めてつけた彼は、たった今生まれたばかりの我が子を抱いて、こちらへ差し出している。

（ええい。こうなったらやるしかない）

　テオがここだと導いてくれた膝に、ユハは腰を下ろし、両手を上げた。するとその下から補強するようにテオが手を伸ばしてくれる。

　テオによって抱っこのしやすい形に整えられたユハの腕うでの中に、そっと赤子が渡わたされる。ウスリーの手から離はなれて、完全に自分の手だけにその体重が乗った時、ユハは足元から震えるような感動をおぼえた。

（小さい、小さい。……こんなに小さいのに、生きてる）

　それはまるでおもちゃだ、と言われた方が信じられそうなほどの小ささだった。しかし抱き上げている腕を通じて、小さく脈みやく拍はくが伝わってくる。

　この命が、つい先ほどまで母親の胎たい内ないにあったのだ。まだほんの少し濡ぬれているタヌキの子どもの毛皮を、ユハはそっと撫なでた。

「……可愛かわいいだろう」

　テオが耳元でそう言った。「そうだね」と言うつもりで口を開いたユハは、みるみるうちに視界が滲にじんでいくのを止められなかった。

「ユハ？　ユハ……」

　肩かたを震わせたユハの異変に気付いたのは、テオだった。子どもに差し障さわりがないよう、ユハの手から赤子を受け取り、ウスリーに返した。それから膝の上のユハをそっと両腕で抱かかえ込んで囁ささやいた。

「……どうした。子どもを産むのが怖くなったか？」

　その声に、ユハは両手で顔を覆おおって首を振ふる。どう隠かくしても、涙なみだ声ごえになってしまうのは仕方のないことだった。震える喉のどを絞しぼるように、ユハは答えた。

「良かった、って。……赤ちゃん、無事に生まれてほんと良かった……」

　その言葉にテオは拍ひよう子し抜ぬけしたような顔をした。しかしユハは震えが止まらない。

（……ぞっとした。あんなにちっちゃいなんて）

　触れた手の中の命は、あまりに小さかった。あまりに儚はかなすぎて、無防備なものだった。さっき自分がした行動はあの時はすべてが精せい一いつ杯ぱいだったけれど、あの乱暴な中を何とかこの弱い命が生き延びてくれたことに感謝すると同時に、失敗していたらどうなっていたか。そんなことは今いま更さら無意味なことだと分かりながらも考えてしまうのだ。

「連れ去られたとき、タビーさんもお腹なかを殴なぐられてたら、とか思うと怖くて……」

　簡単に、命はすり抜ぬけて行ってしまいそうだった。何かひとつでも選せん択たく肢しを間ま違ちがえば、ここに生まれてはこなかった。

　テオはユハの言葉を聞きながら、ゆっくりその身体からだを抱きしめてくれた。その二人の前に、ウスリーは静かに跪ひざまずき、深く頭こうべを垂れていた。
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　ユハは数歩先を行くテオに駆け寄って、隣となりに並んだ。

　見上げると、先ほどまで見えなかった満月が、ちょうどユハたちの村のある山の向こうから顔を出したところだった。

　あのあとテオは宴へもう一度戻もどることはせず、家か畜ちく小屋に残されたリゼンを迎むかえに行くと言い出した。ユハも御お礼れいを言いたくてそれについてきたのだが、テオはその途と中ちゆう一言もしゃべらない。ユハも何も言わずにその横を歩いていた。

　静かな夜の空気に、二人の足音と、虫の声だけが響いている。

「……ユハ。今夜のそなたの働きに、感謝したい」

　これは何の虫の声だろうかと耳を澄すましていたユハは、テオにそう言われて驚おどろいた。横を歩く彼と目を合わせると、紫の瞳は先ほど赤子を見ていたときと同じく、慈じ愛あいに満ちた優しい色をしていた。

「そなたが頑がん張ばってくれたおかげで、私の重臣の子が無事に生まれることが出来た。ありがとう」

　何か褒ほう美びに欲しいものはないか、とテオは続けたが、ユハは飛び上がった。

「そ、そんなの当たり前のことしただけで御礼なんて！」

　その仕し種ぐさが面おも白しろかったのか、テオは口を押さえる。

「ふ、ふふふ」

「陛下……？」

　そんなにおかしい仕種をしただろうか。笑いのツボにはまってしまったらしいテオが肩で細かく笑い続けていると思ったら、すぐにこらえきれなくなったのか、今度は盛大に吹ふきだして笑い始めた。

「へ、陛下!?」

　テオはユハの記き憶おくにある限り、いつも穏やかな笑えみを浮うかべている人だったが、この笑いはまるで様子が違った。腹を抱えて、本当におかしそうに笑っている。

　何が一体おかしかったのかと思いながら、ユハは少しでも早く笑いが収まるようにとテオの背中を撫でてやった。

「み、見たか。……ユハがリゼンに乗って、突つっ込んで来たときの、叔父おじ上うえの表情……っ！」

「え？」

　しかし突とつ然ぜんテオにそう言われ、ユハは固まった。しかしテオはそれを気にすることなく、時折まなじりに涙なみださえ浮かべて笑い続ける。

「口をぽかんと開けて……！　啞あ然ぜんと、していらっしゃったぞっ……あの、冷れい笑しようか激げき怒どの赤ら顔しか見せたことのない叔父上が……っ！」

　それだけ言って、テオは気管に入ったのか苦しそうに咳せき込んだ。ユハが慌あわてて背中をさするも、回復するや否いなやまた笑いだす。

（すごい笑ってる……どうしよう）

　その爆ばく発はつ的な笑いが収まるまで、数分を要した。

　ユハが戸と惑まどった顔でいることに気付いたのか、テオは歩きながら深呼吸を何度もして、家畜小屋の前につく頃ころには、ようやくいつもの穏やかな表情に戻すことが出来たようだった。

「いや、すまぬ。……どうにも、こらえきれなくての」

　謝りながらも、時折吹きだしそうになっているテオの表情は、何だかいつもより幼く見えた。

　家畜小屋の前ではリゼンが二人の姿を見て嬉うれしそうにひづめを鳴らした。そこでユハは思い出したように、家畜小屋をそっと覗のぞき込んで顔をしかめてしまう。

「どうした？　何かあったか？」

　ユハの行動に、テオも同じような姿勢で覗き込んだ。間もなくユハの頭上で、盛大に吹きだす音がする。

「もしや、あれ、あそこから……出た、のかっ？」

　肩を震ふるわせるテオに、ユハはしょげたように頭を下げて詫わびた。

「……ごめんなさい。屋根、壊こわしちゃって……」

　先ほどは無我夢中だったので気付かなかったが、ユハが体当たりして壊した窓まど枠わくは、屋根にも甚じん大だいな被ひ害がいを及およぼしていたようで、家畜小屋の中はまるでそこだけ照明がついたように月の光が差しこんでいた。

「ぐ、ふっ」

　その途と端たん、妙みような呻うめき声を上げたテオは膝ひざから頽くずおれて小屋の戸口に肩をついて笑い出した。今度は口を押さえたり肩の震えでごまかすことなく、盛大に声を上げている。

「あの、屋根は、明日あした自分で直しますから」

　そう言うユハにテオは笑いながらも気にするなと首を振る。

「他ほかの者にやらせるから良い。屋根はの、そなた専用の通用口なのに、事前に開けておかなかった私に非がある」

（……専用の？　通用口？）

　一いつ瞬しゆんテオのその言葉の意味が分からず、ユハは首を傾かしげた。しかしすぐに初めて会ったときのことを思い出して憤ふん然ぜんとした。

「あ、あれは、落ちたくて落ちた訳じゃないんですけど……！」

　鳥の雛ひなを手にしたまま、テオの腕の中に落ちたことをあてこすられている。それは違うとユハは主張するも、最後までテオは笑い通しで、結局リゼンを連れて馬ば房ぼうに戻るまでその笑いが収まることはなかった。
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　部屋に戻る道で、テオがふと呟つぶやいた。

「……これは、独り言だから、聞こえていたとしても気にするな」

　テオはそう言って、隣を歩くユハの肩を優やさしく撫なでた。

「今日は、本当に楽しかった。あんなに笑ったのはどれくらいぶりだったのか、覚えていないほどだ。もしかすると、即そく位いしてから初めてのことかもしれない」

　ユハは驚きつつ、静かに続きに耳を傾かたむけた。テオは楽しそうだったが、それだけでは説明できない不思議な空気をまとっていた。

「……皇こう帝ていになってからの私は感情を表に出さぬよう、気取られぬよう笑みを浮かべることに務めた。私は国なのだ。……個人ではない。私自身が悲しくても、はらわたが煮にえくり返るほどに怒おこっていても、皇帝の座にいる限りは、それを表に出してはいけないと己おのれを律した」

（理り屈くつは分かるけど、そんなの……厳しすぎない？）

　ユハはぎゅっと眉まゆを寄せた。しかしそこにテオが軽く触ふれる。

「しかしユハが今日リゼンを駆かって飛び込んできて、そのことがあまりに愉ゆ快かいで腹の底から笑い転げたとき、私は初めて、自分がつらかったのかもしれないと、ふとそう思い至った……」

　優しくユハの眉を撫でたテオは、二心ない笑顔でユハに呟いた。

「……そなたは不思議だな。素す直なおで隠すものがなくて、側そばにいると気が抜ける」

　それは喜んで良いのだろうか。

（陛下が、楽になるのなら、それは良かったけど……）

　ユハはそう思いながら、さざ波が起きるようなこの心地ここちが何なのかふと考えた。テオの役に立てたなら良かったと喜ぶ気持ちと、もっと役に立ちたいと思う気持ちの両方があるような気がする。

　それが何なのか、今のユハには分からなかった。

「──陛下、お休み前のところ、失礼いたします」

　テオが歩みを止めた。行こうとしている廊ろう下かを女性が塞ふさいでいた。

「──カリーニ姫ひめ」

（カリーニ姫？）

　テオがそう呟く。ユハもそれに合わせて、テオが見ている方向に首を向ける。

「……陛下。今夜のことについて、申し開きをさせていただきたく」

　聞こえたのは鈴すずが鳴るような可愛かわいらしい声だった。そこに立っていたのは若い女性で、ユハより上で、テオより少し若いくらいだろうか。肩かたほどまでのグレーの髪かみが印象的だった。よくみれば、その後ろには他にも美しく着き飾かざった女性たちが列を成している。

　見知った顔なのか、テオはやれやれという様子で肩をすくめた。

「……カリーニ姫、今夜のこととは、ウスリー将軍の奥方の件か？」

　タビーのことか、とユハはテオと女性を交こう互ごに見る。すると姫と呼ばれた女性はまなじりをかっと吊つり上げて言った。

「さようでございます。雑種を、雑種に相応しい場所に移動させたことは、そんなに咎とがめだてられ、後宮から追放されるほどの罪でしょうか」

（ざ、雑種!?　この人、何言ってんの……!?　下手したら死んじゃったかもしれないのに！）

　ユハは啞然とした。驚おどろくべきは、彼女の後ろにいた女性たちもそれを肯こう定ていするように強く頷うなずいているところだった。まるでそれが世界の総意であるかのような力強さにめまいがした。

「私は純血で、あの女は雑種です。雑種ですよ？　同じ種族同士で番つがえなかった汚けがれた血の者と、この私に同じ法を適用しようだなんておかしいです！」

　ひどく憤ふん慨がいした様子にユハは震えあがる。彼女は何か後ろめたいものを感じているようではないのだ。それが正しいのだと、あまりに堂々としていて恐おそろしさを感じた。

（おかしいのはあなただよ。何言ってるの。常識が違いすぎる……）

　黙だまって話を聞いていたテオは、話が長くなるのを予見したのか息をついた。

（陛下、手が……震えてる）

　小刻みなそれに対し、テオの表情は穏おだやかなままだ。しかし見えない服の下にある彼の手は強く握にぎられ、あまりの強さに瘧おこりのように震えていた。

〝──私自身が悲しくても、はらわたが煮えくり返るほどに怒っていても、皇帝の座にいる限りは、それを表に出してはいけない〟

　さきほどのテオの独り言。それを思い出したユハは、見えない位置にあったテオの手にそっと触れた。

　するとテオの手は小さく跳はねた。ややあって表情は変えないまま、それは近くにあったユハの手をおずおずと包む。何度か確かく認にんするようにきゅ、きゅと触れた後、テオは静かにユハの手を握ってから口を開いた。

「姫よ。……そなたは、生まれたばかりの子どもを抱だいたことはあるか？」

　それは唐とう突とつな発言だった。廊下で突とつ然ぜん始まった直じき訴そに対して、状じよう況きようを見守っていた周囲の人間も戸惑ったようにお互たがいの顔を見合わせる。

　しかしその場の空気にも構わずテオは静かに続けた。

「あの命の重みと、その軽さを、体感したことはあるかと聞いている」

（陛下……）

　テオの手は温かかったから、ユハはそれを握ったまま安心してことの成り行きを見守った。

「子どもくらい、……抱いたことありますよ」

「そうか」

　そう答えたカリーニ姫に対してテオは滔とう々とうと話を続ける。

「では、今度はそなたのことを聞こう。そなたは今の両親のことを、選んで生まれてきたのか？　生まれる前に、タヌキの毛皮をまとうと決められたか？」

「……そんなこと、できるはずございませんでしょう」

　カリーニ姫が答えると、テオは「そうだな」と同意した。

「混血の者も同じだな。選んで、種族の違ちがう両親の許もとに生まれた訳ではない」

（陛下……）

　今度はユハの手が冷たくなる番だった。ざわめく人々の反応に、この問答の先を想像して恐きよう怖ふを駆り立てられる。

「今夜、そなたが雑種と軽かろんじた者が小さな命を産み落とした。タヌキとネコとキツネの血を継ついだ赤子だ。私も抱いたその赤子は、自分の毛皮が混血のものであることなど一いつ切さい知らぬ」

　そこでテオは一瞬言葉を切り、姫を真正面から見み据すえる。

「カリーニ姫。そなたはその赤子を腕うでに抱き、今と同じように雑種、と罵ののしることができるか」

　問われた姫ひめ君ぎみは怯おびえて震ふるえていた。うつむいた顔はすでにテオと目を合わせていない。

　それほどにテオのまとう空気は静かだったが、見る者の息を止めるのに十分な気き迫はくを孕はらんでいた。

（……陛下？）

　隣となりにいたユハは、ふいにテオが姫の顔を見ていないことに気付いた。何を見ているのかとテオがまっすぐ見る方向の先に視線を合わせて、思わずあっと小さな声を上げる。

　その先にいたのは、テオの叔父おじのラディスだったのだ。

　矢やお面もてに立たされた姫の遥はるか後方、人ひと垣がきのように立っている他の姫君の更さらに後ろ。まるで無関係の見物人のような顔でこちらを見ている彼に聞こえるように、テオが声を大きく張り上げて言った。

「……朝選んだ服の趣しゆ味みを責めるような気軽さで、そなたは混血を非難するが、非難された側は永遠に脱ぬげぬ毛皮の色を糾きゆう弾だんされるのだぞ！　何ひとつ、その者に咎無きことを！　そんな理り不ふ尽じんを、上に立つ者が率そつ先せんしてやって良い訳がなかろう！」

　獣けものが吠ほえるような声だった。

　その場にいた誰だれもが肩をすくめ、ひれ伏ふすような王者の声にユハには聞こえた。

　廊下の向こうにいたラディスも同じように感じただろうか。山育ちで目の良いユハの位置からでも遠く、その表情をはっきりと捉とらえることはできなかったが、ラディスのかもしだす雰ふん囲い気きだけはとげとげしいように思えた。

　しかし彼は、しばらくして身を翻ひるがえすようにして姿を消した。

「……姫を焚たきつけておいて、自分は安全圏けんでだんまりか……！」

　テオが小さく呟つぶやいた。あまりに小さくて、隣にいたユハにしか聞こえないような声量だったが、ユハも同意見だったのでしっかりと頷いた。

（いやなやつ！）

　自分が怒ど鳴なられたと思い込んだ姫君は晒さらし者のような心地だっただろう。目に涙なみだを浮うかべ立ち尽つくすタヌキの姫が、緊きん張ちようから解き放たれたのか、ふいに姿勢を崩くずした。

　侍じ女じよの肩を借りて去っていく姫君をテオは何とも言えない複雑そうな顔で見送っていたが、やがてやってきたバーシュの声に頷き、歩き出した。




　　　　◆




　翌朝二人が目覚めると、待機しているはずのバーシュの姿がなかった。側近の姿を捜さがしてテオは周囲を見み渡わたしていた。

「何か急用でもできたのかな？」

「いや、そうであれば一言あっても良さそうなものだがの」

　すると、どこからか鳥の羽ばたきのような空気を含ふくんだ音が聞こえてきた。

（鳥？）

　その音の根源を探そうとしたユハの視界が、次の瞬しゆん間かん何故なぜか真っ白に埋うまる。

「ユハ!?」

　もふん、と鼻先に何かがぶつかった。柔やわらかかったため、大して衝しよう撃げきを受けた訳ではないものの、驚いたユハは自分の顔にぶつかったそれを確認するために両手で摑つかんだ。

「ホーッ！」

　その途と端たん、柔らかい白い塊かたまりが大きく鳴き、同時に何かによって両頰ほおがぱしぱしと叩たたかれる羽目になった。どうやらユハの顔に張り付いているのは大型の鳥らしい。

「何!?　何なの!?」

「ユハ、落ち着け。バーシュも、飛びつく相手を間ま違ちがったのをフクロウの真似まねでごまかそうとするな」

　まだ視界が真っ白なままのユハの耳元で、テオが至し極ごく冷静にそう言った。

「えっ!?　これ、バーシュなの!?」

　ユハは正体が分かるや、顔に張り付いていた柔らかい羽の塊を引きはがす。すると大型の白いフクロウが姿を現した。

「ホゥ……ホ……。すみません、つい……」

　広げた白い羽の根元をユハに摑まれたまま、フクロウ姿のバーシュは視線を彷徨さまよわせて謝った。しかしそのまま人型に戻もどる様子もなかったのでユハは左手を止まり木として提供すると、バーシュは人型の時のそっけなさがウソのように喜んで足を乗せてきた。

「で、何が起きた」

　ユハの左手の居い心地ごこちの良い場所を見つけたのか、バーシュは二度ほど尾お羽ばねを振ふり大きな白い羽を畳たたんでからテオの方に向き直る。

「ラディス様が昨夜の後宮追放の姫君の件を使って、純血の貴族たちへ自分の皇位継けい承しよう権復活に協力しないかと呼びかけを行っているようです」

「……ほう。叔父おじ上うえの皇位継承権の復活か」

　テオは涼すずし気に報告を受けて言った。バーシュも硬かたい声で報告を続ける。

「はい。混血優先のテオ様が法を破って雑種の子を持つ前に、決して過あやまちを犯おかさぬ純血主義の皇こう帝ていが立つべきとの主張をされているのです」

「雑種だと……」

　テオが珍めずらしく苛いら立だたしげな声を出す。

「まったく、叔父上たちはユハの存在をどこまでバカにするのだろうな。国家を継ぐのは純血の獣人のみという法律を守るために、力を貸しに来てくれているというのに」

　バーシュは白い羽をふるわせてから「ですので」と言葉を継いだ。

「今、城の中は混乱しております。午後に貴族たちを集めて陛下のお言葉を賜たまわりたいと存じますので、どうかそれまでお部屋にて待機していただけますでしょうか」

　そう言うと、バーシュはユハの左ひだり腕うでから降りて人型を取る。

「……動き出したのぅ」

　テオが、ぼそっと言った。

「はい、予想よりも……だいぶ早いですね」

　テオはそのバーシュの言葉にうつむいた。

「……父上を、静かに見送って差し上げたい。それを待つくらいの情は叔父上にはないのだろうかのぅ」

　そのぼやきにバーシュは唇くちびるを嚙かんだ。しかし何も言わず、部屋を退出していく。

　テオは静かにソファに座り、横に腰こしを下ろしたユハを抱かかえ込んでつぶやいた。

「……父上は、あと数日も持たない」

　ぞっとするような静けさが、部屋に落ちた。

　数日。寝ねて起きれば済むようなその期間のうちに、亡なくなる。

　ユハはその言葉の意味するところに背筋を震わせる。

「先日の医師の見立てよりも早く、もうまぶたも動かせぬほど衰すい弱じやくされている。見み舞まいにお持ちした花の香かおりも、もう分からぬ」

　ついにテオは両手で顔を覆おおった。表情を隠かくしたままで、大きく苦しそうに息をつく。

「……毎日、父上の部屋の扉とびらを開け閉めするたびに恐怖を覚える。開けるときは、もう息を引き取っていらっしゃるのではないかと。……閉めるときは、息をされているのを見るのはこれが最後なのではないかと……」

　テオの声が低くくぐもった。ユハは切なさで苦しくなり、テオに抱だき付いた。その手をテオが摑んで縋すがるようにつぶやく。

「ユハ、今だけ情けないことを言うのを許してくれ……私は、怖こわい」

　ユハは涙をこらえながら首を振った。

「……情けなくなんかない。誰だって、お父さんがいなくなると思ったら怖いよ。当たり前だよ」

　そう言うと、テオは静かに「そうではないのだ」と弱々しく首を振った。

「父上が亡くなるのは、悲しいが致いたしかたない。死は年長者から順番に得るもので、それはどんな生き物でも逃のがれられないことだ。……覚かく悟ごはしている」

　ユハは滲にじむ涙を抑おさえながら、首を傾かしげた。では一体何が恐おそろしいというのだろうか。ユハはテオを抱きしめた手にぎゅっと力をこめた。

「……父上は、最さい期ごに私の名前を呼んでくださるだろうか」

　そのテオの言葉は、ごく小さいものだった。不安げな、少年のような言葉だ。

　部屋が静まり返った。

　ユハは何も言えずにいた。何を言えばテオの心が安らぐか分からなかったからだ。

　ややあって、テオがつぶやく。

「十三年前。母上が、今わの際きわに口にされたのは、……私の名でも父の名でもなかった」

「……陛下」

　ユハが絶句している間に、テオは吐はき出すように続ける。

「母上には、種族の違ちがう恋こい人びとがいたのだ。将来を誓ちかい合い、二人の間に子が生まれたら〝テオ〟と名付けようと約束するほどに愛した青年が。……しかし母上は、私たちの種族の最後の女性だったのだ」

　彼の生まれる前の話だというのに、このことがどれだけ彼を傷つけ続けてきたのか。テオが強く目を瞑つむった。

「……皇帝の血統を守るため、母上は父上の許もとに嫁とつがされた。そして私が生まれ、母が病気で亡くなるまで、私はそのことを知らなかった。……私は傲ごう慢まんにもあの日まで、自分が一番素す晴ばらしい純血の獣じゆう人じんの皇おう子じなのだと、叔父おじ同様に信じていた」

　純血主義の可愛かわいい甥おいのテオを、ラディスは溺でき愛あいしていたという。ユハは驚おどろきで目を瞠みはった。テオは堰せきを切ったようにしゃべり続ける。

「……葬そう儀ぎが終わった後、私は母が最期に言い遺のこした名前を調べ、それが別れさせられた彼女の恋人だと知った時、詫わびなくてはいけないと思い彼を訪ねた」

　母を失って、きっと彼は悲しんだ。その悲しみの原因のひとつは自分なのだとテオは思ったという。そして一人で馬を駆かって訪ねて行った。

「今でも思い出す。あれは花の盛りの時季だった。その家には、ひとつ年下の少年がいて、その子は〝テオ〟と名乗った。母の恋人も、母との約束を守ったのだ」

　そこまで話したところで、テオの口元がほんの少しだけ緩ゆるんだ。ユハはそこから先は安心できる話なのかと思って力を抜ぬく。

「父親の所在を尋たずねると、朝から見ていないというので、私はそのもう一人のテオと二人で、父親を捜さがした……」

　テオはそこで言葉を切った。ユハは気になってしまい、催さい促そくするように口を開く。

「お父さんは見つかったの……？　話はできた？」

　母親の若い時の思い出などで話が弾はずんだのではないか。ユハはそんなことを考えていた。

　だからテオの紫むらさきの瞳ひとみが、昏くらくなっていることに気付かなかった。テオはユハの身体からだに自分の体重を乗せるように寄りかかり、顔を伏ふせる。

「もう一人のテオと私は……彼が、母の恋人が木の枝に揺ゆれているのを、見つけてしまった」

　ユハは喉のどの奥で「ひ」と小さく悲鳴を上げた。

（──それって、自殺した、ってこと？　だって、だって、さっき……）

　信じたくない気持ちでユハは肩かたを寄せた。テオを抱きしめる手が、小刻みに震ふるえる。

（それを、その人の息子むすこと二人で見つけたなんて……）

　テオは、顔を伏せたまま吐き捨てた。

「母は今わの際に、私のことなど思い出しはしなかった。そしてもう一人のテオの父は、家族を遺して母を追った。……純血とは何だ？　こんなに思い合っていた恋人を引き裂さいてでも守るべきものか？」

　そう言うと、テオは顔を上げて天てん井じようを見る。その横顔は、ほんのりと赤らんでいた。

「……それから私は叔父上と距きよ離りを取り、思案する日々を過ごした。そうして、しばらく経たった頃ころ、私は夜の河原で心中しようとする二人の男女を保護した」

　静かに聞いていたユハが、その言葉にぱっと顔を上げる。

「それって……」

（ウスリーさんとタビーさんのことだ！）

　そこでようやくテオが薄うすく微笑ほほえんで頷うなずいた。

「種族関係なしに愛し合う二人の間に子どもが生まれた時、迷っていたモヤが全すべて晴れていったような気がしたよ。純血でも混血でも何でも、すべての子どもがウスリーとタビーのような夫ふう婦ふから生まれれば良いと」

　この純血至上主義の国で、その頂上にいるはずのテオがそう思うまでにどれだけ苦しんだのか。ユハはそう思うと胸が締め付けられた。

「最初に言ったな。怖いと。父上も亡くなるとき、私のことを思い出さなかったら？　……私は、両親を不幸にするために生まれたのかと思ってしまうだろう。それが、怖くてたまらない」

　ユハは激しく首を振った。違う。そんなことはない。

　けれど否定することは簡単であっても、テオの心がそれを受け入れてくれるかは別だ。癒いやされるほど浅い傷ではない。それでもこの傷を胸に、あんなに堂々とふるまう彼に感服の意を示さずにはいられない。

　そして、これからの彼に素晴らしく良いことが起こりますようにと願うばかりだった。

「……そういえば、もう一人の〝テオ〟は？　彼はどうしたの？」

　ふとユハは気になって口を開いた。するとテオはこともなげに言う。

「この城で働いているぞ。これが実に働き者でな、いや、働きすぎなくらいか」

　ほんの少しテオの口調が軽くなる。ぼやいたようなそれにユハもつられるように心が軽くなった。

「そうなんだ……良かった」

「良かったじゃろう？」

　テオはそう言うと、ユハの膝ひざに寝ね転ころがった。突とつ然ぜんのことでユハは一いつ瞬しゆん驚おどろいたが、じっとしていれば特に何も起きないと悟さとり、好きにさせることにした。しかしそのままでは手て持もち無ぶ沙さ汰たで、しかたなくテオの黒くろ髪かみを優やさしく撫なでることにした。

「……ユハの側そばは危ないのう。こうしていると気が抜けて耳としっぽが出そうじゃ」

　しばらくしてテオがそうぼやく。

「耳としっぽ？　気にせず出したらいいんじゃないですか」

　そういえばここに来てから一度耳が見えかけたことがあったが、それはすぐに引っ込んでしまった。テオが獣人であることを思わせる機会はそう多くない。

　しかしタビーのように耳がぴょこんと出たテオを考えれば、それはひどく愛らしいような気もする。そう言うと、テオは不満げに鼻を鳴らした。

「耳もしっぽも感情を表してしまうのだぞ。幼子ではあるまいし周囲に心根が露ろ見けんするなど恐ろしい。為い政せい者しやはそんなもの出さないほうがいい」

「……あー、落ち込むと垂れちゃうとかはまずいですね」

　耳をぺしょっと下げるテオを想像すると、確かに皇こう帝ていが檄げきを飛ばすときにそんな状態になっているのは宜よろしくないかもしれない。ユハはなるほど、と呟つぶやいた。

「でも、今ならいいんじゃないですか。ここには僕しかいないし。あと陛下が何の種族の獣人なのか、そういえば聞いてないです」

　ユハがはたと気づいてそういうと、テオは膝に寝ころんだまま思案するような顔になった。

「たしかに。……ユハには私の子どもを産んでもらうのだしな。……特別だぞ」

　そう言ってテオが身を起こした。ユハは好こう奇き心しんのまま、身を乗り出した。

（わー。獣人の変化って初めて見るかも）

　室内は明るい。ここなら変化も全て見み逃のがさないだろう。ユハは意気込んでテオの頭に注目した。　>>>♥

　しかしその途と端たん、部屋の扉とびらがけたたましく叩たたかれた。変化どころではなくなった二人は弾はじかれるようにしてそちらを見る。

「──陛下！　陛下！　先せん帝てい様が……！」

　焦あせったバーシュの声が告げた内容のその先は、ある意味で一番聞きたくないものだった。
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　遠くの空に白くて細い煙けむりがたちのぼる。ゆらゆらと風に煽あおられて、天に近くなるほどに細くなっていく。

　ユハはそれをテオの部屋の窓から静かに眺ながめていた。

「……そろそろ、戻もどられるかな。陛下」

　数日にわたって行われていた先帝の葬儀は、今日荼だ毘びに付してから明日の儀ぎ式しきの後に墓に入れると聞いている。

　それまではテオは忙いそがしいだろう。一人放ほうっておかれても、それはしょうがないことだとユハはソファに寝ころんだ。

　先帝は、あの日かけ付けたテオとユハの到とう着ちやくを待って、それからすぐに息を引き取った。

　名前を呼ぶとか、そんな余よ裕ゆうもなく、先帝はテオの「父上」と呼びかける声に応こたえるように一いつ瞬しゆんほほえみを浮うかべただけだった。

　背を支えるユハの横で、テオは切ないほどに静かに父親のその旅立ちを看み取とった。

（陛下、大だい丈じよう夫ぶかな……）

　ユハは物思いにふける。テオはいつも通りふるまっているように見えるが、今朝は中々起き上がれなかったし、少し疲つかれているのは確かだ。何か癒されるようなことがあればいいが。

「ユハ様、もうすぐ陛下がお戻りです！」

　バーシュの声が突然聞こえて考え込んでいたユハは、慌あわててソファから起き上がった。

　その途端、視界に白いもふもふしたものが突つっ込んでくる。

「うわっ。またかっ」

　二度目ならユハも慣れたもので、両手でもって顔に突とつ進しんしてきたバーシュの白い羽をわしづかむ。すると視界が晴れるとともにぎゃんぎゃんとわめく声のおまけがついてきた。

「ユハ様、手で摑つかむならもう少し優しく持ってください！　そこ！　そこの羽が抜けたらどうするんです！」

「羽の心配をするなら顔に突っ込んでくるのやめてよ！　そこのソファのひじ掛かけとか、そこの上着掛けとか、この部屋には止まり木になりそうなのが他ほかにもあるでしょ!?」

　言い合いをしながらユハはフクロウの羽から手を離はなしてやる。摑まれた部分を嘴くちばしで整えながらバーシュはぼやくように言った。

「それはその通りなんですが……何でしょうね。何故なぜか分かりませんが、ユハ様を見つけるとここだ！　と思ってしまって。あ、ユハ様。右手をお借りしますね」

　ユハにとっては意味の分からないつぶやきをしたあと、黄色い嘴は目の前にあったユハの腕うでを引き寄せて、その上にちょんと両足を乗せた。

「また流れるように僕を止まり木代わりに使ってる……」

　ユハはされるがままだ。バーシュは居い心地ごこちの良い場所を探しているのか、足の位置を右へ左へと移動したあと、ユハに背を向け、羽を畳たたんで落ち着いた。

　ユハも特にすることがないのでその背中と羽を眺めた。鹿しかや羊と違ちがい、観察の機会に恵めぐまれない猛もう禽きん類るいの頭をぼんやり見ていると、ついその手て触ざわりを試ためしたくなってしまう。

（このへんをこっそり触るなら、ばれないかな……）

　そっと狙ねらうのは、頭と胴どう体たいの継つぎ目部分。首にあたる場所だ。頭の羽と背中の羽が交差する場所はバーシュの身体からだの中でいっとうモフモフしていて気持ち良さそうに見える。そこには白い羽の中、一筋だけ黒い羽が生えていた。

「えいっ」

　その黒い羽を見つけた途端、ばれないようにと思う気持ちは一いつ瞬しゆんでふっとんだ。ユハは小さく声に出して、目当ての場所へと指を潜もぐり込ませる。

「ホッ!?　ホーッ！」

　すぐに気が付いたらしいバーシュは、止まった姿勢そのままに首だけをぐるっと後ろに向けて嘴でユハの指に食いついた。

「うわーっ！　ちょっと待って、フクロウってどれだけ首回るの！　うわっ痛っ！」

　ユハは弾はずみでわぁわぁ騒さわぐ。反射的に痛いと言ったものの、実際のところそんなに痛みはなかった。バーシュも加減を心得ていて、ユハの指がケガをしない程度に、それでも動かせないように嘴でがちっと固めている。

　ガラス玉のような丸い目が、ユハの目をきろっと睨にらんだ。

「ユハ様。許可なく人の身体を触るのは犯罪でございます。ユハ様が触るのは、テオ様だけになさいませ。テオ様なら、どうぞご随ずい意いに。きっとお好きなだけ触らせてくださいますよ」

　ご随意に。フクロウ姿になるとバーシュは妙みようにテンションが高い。ユハはその主あるじを主とも思わないような言葉に少しだけ驚おどろいて、反論のために口を尖とがらせた。

「陛下じゃ固いよ。モフモフが触りたかったんだってば」

　その内容にバーシュは首を後ろに回したまま、言った。

「ユハ様は、獣じゆう化した陛下をまだご覧になったことはないのですか？　私など及およばぬほどにふかふかの毛並みでございますよ？」

「ほんとに？」

　ユハは驚くと同時に、テオの獣人姿を見逃していたことを思い出した。バーシュの羽から手を離す。

「ねぇ、陛下って何の獣人なの？」

　すぐに答えをもらえると思っていたのに、その質問に対してバーシュがフクロウ声でごまかすように「ホ～」と鳴いたので、ユハは「ていっ」と尾お羽ばねをつまんだ。

「ホー！　そこは大事な羽です！　おやめください！」

　身体をびくつかせたバーシュは尾羽を奪うばい返してから嘴をくわっと広げた。ユハも負けじと「バーシュがフクロウの真似まねして答えてくれないせいじゃないか。あと鳥の身体に大事じゃない羽ってあるの？」と言い返す。

「……ずいぶん賑にぎやかだな」

　ぎゃんぎゃんと騒いでいた二人は、部屋に戻ってきていたテオの存在にようやく気付いた。

　少し疲れた顔をしているテオを見て、慌てたように人型に戻ったバーシュが上着を脱ぬぐのを手伝った。

「ユハ、長おさ殿どのをお連れしたぞ」

　上着を片付けるバーシュの陰かげから覗のぞいたのは見慣れた長の顔。里から戻ってきた長はユハに対して「きちんと仕事をしているか？」と言って近づいてきた。

「……し、してるよ」

　ユハは思わず言い淀よどんだ。仕事、の指すものについては、実は最初の一度しかしていない。色々なことが重なってタイミングが悪かったのだ。ユハには何も落ち度がない。しかしそれを胸を張って主張するのは何だか申し訳ないような気がした。

「長殿、ユハはよくやっていますよ」

　困ってしまったユハに助け船を出すようにしてテオがそう言った。ユハの座るソファに腰こしかけて、その身体を抱だき寄せる。長は「そうですか」とほっとしたような表情を見せて言った。

「では、子どももそろそろできるでしょうな」

「そうだな。楽しみだ。きっと私たちの子どもは可愛かわいかろう」

　テオのその言葉は、ごくごく当たり前の発言だった。ユハも特に否定することはない。

　しかし長だけは違った。

「私たち、ではなく。陛下のお子様ですね。ユハの血は入りませんから」

　それはさぞ可愛らしいことでしょうと続けた長の発言に、ユハは喉のど元もとを切り裂さかれたような心地ここちがした。

（そうだ、僕の血は関係ない。……忘れてた）

　その衝しよう撃げきはユハだけでなかったようで、テオも同じように息を吞のんでいる。長はまるで事務連れん絡らくをするような気軽さで今後について続けた。

「子どもが生まれたら、私どもはその日のうちにお暇いとまする予定です。赤子は、どの一族の姫ひめ君ぎみとお育てになりますか？　出産予定日はずれ込む可能性がありますので、事前に決めて頂いておいた方が混乱はないかと存じます」

「ま、待て。その日のうちに引き上げるとは、ユハも一いつ緒しよか？　身体は大丈夫なのか。それに、産んだ子どもの様子は見てゆかぬのか」

（考えてなかった。僕、子育てはしないんだ……）

　ユハと同様の勘かん違ちがいは、テオもしていたようだ。「私はてっきり……」とテオが困こん惑わくした様子で言う。長が首を振ふる。

「誤解めされるな、陛下。この子が負うのは純血の子の出産までですよ。それ以外はお任せいたします」

　その長のきっぱりとした発言に、テオが珍めずらしく表情を硬かたくして口を開く。

「……ユハには、次の子どもも頼たのみたい。このまま皇こう宮ぐうに残してくれぬか」

　長は眉み間けんにシワを寄せて答えた。

「それは出来かねます。連続はさすがに負担が掛かりますからね。すぐにということなら別の者を派は遣けんいたします。どうしてもユハを、ということでしたら、あらためて半年後にご依い頼らいをいただいて、その時にこの子が他の男のところにいなければ引き受けられます」

（他の、男……）

　ユハの肌はだが粟あわ立だつ。

　長の言うことは継けい脈みやくの民たみとしては正しかった。他の一族の血を継ぐ子を身に宿し、その対価を得て生きてきた一族のあるべき姿だったはずだが、ユハはその血が自分に流れていることに、そのとき初めて嫌けん悪お感かんを覚えた。

　これから先も、テオを相手したのと同じようにこの身体を明け渡わたし、子どもを孕はらむことがある。それが脈々と続く自分たちの生業なりわい。

（……嫌いやだ）

　ユハは思わず自分の身を抱だいた。かすかな震ふるえが止まらない。

　あの自分が自分でなくなるような悦えつ楽らくの中、熱が注がれることに幸福感さえおぼえた夜のこと。押しつぶされるように種をつけられたのに、悦よろこぶばかりだった自分。あれは、テオでなければもっと恐おそろしいものだったのではないか。直前まで気き遣づかってくれたテオだから、何もかも明け渡せた。

（あれを、他の人とも……？）

「この子は陛下の妻にはなりませんし、なれません。第一、法律が許さぬでしょう」

　ユハの震えは長の言葉で断たち切られた。

（そうだ。……皇位を継げるのは、純血の子か、はじまりの一族だけ）

　テオも同じことに気付いたようで、語ご尾びはみるみる弱くなっていった。

「それはそうだが……」

「お分かりいただけたようなら結構です」

　ぴしゃりと叩たたき切られた会話はそこで終わった。長がユハの体調を気遣う声を掛かけてきたが、衝撃から覚めぬユハは、そこで自分がどう返事をしたのかまるで記き憶おくがなかった。
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　先せん帝ていの崩ほう御ぎよから一週間が経たった。

　皇宮内では、それまで大っぴらでなかった純血の優位派が混血の者に対して明らかな差別行動を見せるようになっていた。

「ラディス様の扇せん動どうの影えい響きようは大きすぎます。陛下への対立を隠かくしもしない。腹立たしいばかりだ……！」

　ウスリーは怒いかりをあらわに机に拳こぶしを叩きつけた。叩きつけられた机は大きな音を立てたが、それを注意するものはいなかった。先日ウスリーの妻のタビーも、誹ひ謗ぼう中傷の的になり、危険を感じてその実家に身を寄せたからだ。まだ産後の回復していない身体に無理をさせることになってしまい、ウスリーは頭をかきむしるほどに心配をしていた。

　ラディスの動きは国の混乱も呼んでいる。

　城の中だけでなく、城下でも純血種だけを優ゆう遇ぐうするような一派が声を張り上げているというのだ。彼らが市民の中に存在していたのは以前から分かっていたが、それがここに来て誰だれかから潤じゆん沢たくな資金を得たようで活動は活発化し、着実に数を増やしている。

　混血の者の中にも、次し第だいに自分たちの種族の混じった血を恥はじるような声が出始め、大きなうねりになるのは時間の問題に思えた。

「そうだな。先日私に混血を城から追い出せと言ってきた者もおったな」

「陛下に直接ですか!?　いったい何事ですか」

　ウスリーがテオのゆったりした発言に目を剝むいた。テオはことさらゆっくりと次の言葉を口にする。

「叔父おじ上うえのお墨すみ付つきで進言に参ったと堂々と申していた。まだ私に子が出来ないのは種がないからではないか、とも言われたのう」

　ウスリーは絶句したように目を見開く。そこまで皇こう帝ていに対して無礼な発言をして大だい丈じよう夫ぶと思われているのは、臣下として驚きだったのだろう。

「たしかに、お子様はまだ出来ていませんが……」

　ウスリーがそう言うのをユハは傍かたわらで口をつぐんだまま聞いていた。

　あれからテオはユハに一いつ切さい触ふれようとしなくなった。毎晩同じベッドに入り、抱き合って眠ねむるのだが、服を脱ごうとすると「今夜は良い。疲つかれている」と断られるのだ。

　最初は父親が亡なくなった直後にそういう気分になれないのはしょうがないと思ったが、それが続けば、ユハは嫌な予感がするようになった。

（陛下は僕とするのが嫌になっちゃったのかな）

　思い当たるのはそこだ。初めての夜は、本当にとにかくどうすればよいのか分からず任せっきりだった。気持ち良いばかりだったユハに対して、テオがすべてやってくれた。気力が十分ではないときに一から十までやるのは気き疲づかれすることだろう。

　けれどテオには子どもが必要なのだ。父王を失った彼には血の繫つながった味方が必要だ。ユハは心に決める。

（……自分から、頑がん張ばらなくちゃ！）

　そう思ったユハが足を運んだのは、長の控ひかえ室しつだった。長の前で意気込んでユハは口を開く。

「……陛下を、喜ばせたい？」

（あらためて言われると恥ずかしいな……）

　ユハは長の繰くり返した言葉に対して顔を赤らめながらも頷うなずく。長は不安そうな顔をする。

「そんなことをしなくても、お前を抱いているなら十分楽しめていると思うが……」

　確かにユハの身体からだは特別だと長も言っていた。だがユハが頑張りたいのはそこに至るまでだ。まさか初夜以来、一度も陛下と寝ねていませんなどとは口が裂けても言えないユハは、不承不承の長から何とか夜の手ほどきを受けることに成功したのだった。




　その夜。いつもよりも遅おそい時間に戻もどってきたテオを、ユハはベッドに誘さそった。

　今日も相変わらず「疲れている」と言われてしまったが、ユハにとっては好都合だ。

「陛下は寝ているだけで大丈夫です」

　そう言うなり、ベッドに腰かけたテオの下衣に手をかけた。

「ユハ、何を……」

　驚おどろいたらしいテオの紫むらさきの瞳ひとみが大きく見開かれる。しかしユハは、その手を振り払はらったりされなかったのを良いことに、まんまと目的を果たすのに成功した。

　ユハは寛くつろげた下衣から雄ゆう芯しんを取り出し、それをそっと口に含ふくむ。

「む、んむ……」

　口の中がいっぱいになる。教えは受けたとはいえ、実じつ践せんは初めてだ。不安に思いながらも舌先でそれを懸けん命めいに愛あい撫ぶする。

　ユハが自分でさえ戸と惑まどってしまうほど、それは抵てい抗こうなくできてしまった。それどころか、それがテオの一部だと思うと不思議と恍こう惚こつとしてくる。

　ふいに頭上から冷えた声が落とされた。

「そうして急ぐのは、そなたの身体に次の予約が入ったからか？」

（予約？　なにそれ……？）

　ユハは驚いて顔を上げる。テオの目は、初めての夜のように獣けものじみた光を宿していた。

「……今いま更さらそういう手管を使うのは、何故なぜだ。慣れぬふりをして見せていたのは、趣しゆ向こうか？　私が処女が好きだとでも思っていたのか？」

　その言葉にユハは一いつ瞬しゆん怯ひるんだ。陶とう然ぜんとしていた気持ちが一瞬にして冷める。

（陛下……怒おこってる？）

　怒りの熾おき火びが、ユハには見えたような気がした。

「そんなにさっさと子どもを産みたいか」

　テオは固まったまま膝ひざの間に座り込んだユハを、まるで子どもにするように抱き上げて、ベッドに放ほうり投げる。

「わっ」

　本当に荷物のような扱あつかいで手加減もなく、ユハはベッドの上でバウンドした。その身体を膝で押さえたテオが、ユハの前で見せつけるようにして服を脱ぬいだ。よく鍛きたえられた厚い身体が現れて、その重みを肌で知っているユハは無意識に喉のどを鳴らした。

「そなたは私の子どもを産み捨てた後、他ほかの男にも同じようにしゃぶって種を強請ねだるのだろう？」

　テオの言葉は、ユハの心の一番柔やわらかいところに鋭するどく刺ささった。

　じわじわと滲にじみだす血に、ユハは何とか細かく息をすることで衝しよう撃げきを和やわらげようとする。

（……他の、男も、しゃぶって、って）

　しかし時間を経ることで衝撃が和らいできても、脳のう裏りに刺さった棘とげはどんどん深くに落ちていく。

　ユハは視界が涙なみだに歪ゆがむのが分かった。同じようなことを他人に言われた時はまるで気にならなかったけれど、テオからは言われたくなかった。

「……僕たちは、……僕たちはそういう一族です。しょうがないじゃないですか」

（陛下が言ったんじゃないか。……生まれは選べないって。僕にとっては脱げない毛皮は、この一族の血だ。そこを蔑さげすまれて、どうしろっていうの）

　ユハは崩くずれ落ちる床ゆかの上に座っているようだった。ベッドに突ついた肘ひじは、かくりと力が抜ぬければ奈な落らくの底そこへまっさかさまになりそうだ。それでも頭を下げたら負けだと思い、歯を食いしばる。

「しょうがない、か。そうだな。……本来は手が掛からぬというのなら、私の上に跨またがって腰こしを振ふってみせてみろ」

　テオの視線は冷たい。何がこんなに彼を怒らせてしまったのか分からない。ユハは、ただ不興を買いたくない一心で服を脱いだ。

「上に乗るより……後ろからの方が、繫がりやすい、から……」

　そう言って背を向けてユハは尻しりを高く上げた。テオはつまらなそうに「そうか」とだけ言い、ユハの尻を割り拡ひろげた。

　濡ぬれた音が室内に響ひびく。ユハは何か自分でもしなくてはと思ったが、みるみるうちに骨まで溶とけるような快楽に落ちて行ってしまった。

「仕事道具を忘れているぞ」

　しかし快楽はその一言で遮さえぎられた。テオはベッドサイドの机から出してきたものを、ユハの雄おすの部分に巻き付ける。

「あぁっ！　い、いやっ！」

「煽あおる演技がうまいな。本当は嫌いやということはなかろう」

　ぎっちりしめつけられたそれを外そうともがいている間に、ユハの尻にひたりと切っ先が当てられる。

「もう良いな。参るぞ」

　その静かな一言のあと、押し開かれたユハは声にならない悲鳴を枕まくらに顔を押し付けることで漏もれないようにしたのだった。

「んっ、ん。っ」

　ユハは突き上げられるたびに込み上げる声を必死にこらえて枕にしがみついた。気き遣づかいの無い、まるで道具のような扱いに涙が滲んでくる。

「……ユハ、顔を見せよ」

　しかしそれがテオには気に喰くわないようで、促うながすように襟えり足あしのあたりに彼の手が触れる。

（やだ……。泣いてる顔、見られたくない）

　ユハはその催さい促そくに首を振る。するとテオが強い力で髪かみを摑つかんで引いた。

「や、ぁっ」

　こぼれた涙は痛みのせいではない。性交に向いたユハの身体はどこまでも淫みだらになっていて、今もテオの手が触れたところはどこも溶けるように心地ここち良く感じさせてくれる。強めに摑まれた髪も、拘こう束そくされるように握にぎりこまれた手首も、痛みの代わりにユハの脳に快楽だと伝える。

　その代わり、心ばかりはごまかせず、ずきずきと痛んだ。快楽にすり替かえることのできない悲しみはユハの胸をぼろぼろと崩していく。

「……前回と、少し、違ちがうな……」

　テオはユハの内部の変化に気付いたらしい。腰を奥に送り込みながら、その感かん触しよくを探さぐるように突いては引く。

　変化はユハにも伝わっている。最初は奥を突かれると気持ちいいだけだったのが、今は突いてくる切っ先を咥くわえこむような感触があるのだ。腹の奥で雄を咥えこみたがる器官、それが何かなど考えなくても容易に想像はついた。

（……赤ちゃん、できちゃう）　>>>♥

　テオがそこに触ふれるたび、もっと奥に欲しいと身体がざわめく。しかし身体とは裏腹に心はそれが役割だと知っていても、怖こわかった。それだけのためにここにいたのだから、と言われても、テオの側そばで過ごすのは楽しかった。山の中で暮らしていたユハの目には何もかも新しん鮮せんで、凜り々りしいテオの姿は眩まぶしかった。

　しかしテオは、子どもを産ませるためだけにユハを手元に置いたのだ。

（──でも、本当は、それだけじゃないって言ってほしかった）

　どこかで切なく訴うつたえる気持ちがある。テオが腰を強く押しつけてきた。

「いやっ！　そこ、だめぇ」

　最さい奥おうで熱い飛沫しぶきを感じて、ユハは震ふるえた。

「……結局、一人になるのか」

　テオがつぶやいた。酸欠にあえぐユハにはその言葉の意味が分からない。

　ユハが彼の許もとを去ることか？　それで彼は一人ぼっちになるのか？　考えたがすぐに打ち消した。ユハの存在など、国を預かるテオにとって些さ末まつなものだろう。

　感情を出さないように、押し殺すように笑えみを浮うかべる彼に血の繫つながった家族をあげられるのはユハだけだ。どんな見み目め麗うるわしい身分の高い女性にも、純血を誇ほこる姫ひめ君ぎみにもできない。

（僕だけが、陛下に赤ちゃんを産んであげられる）

　それは昏くらい歓よろこびをユハに与あたえた。

　ユハはブラックアウトする寸前、生まれたばかりの赤ん坊ぼうを抱だき上げて微笑ほほえむ自分たちを想像した。ただの妄もう想そうに過ぎなくても、ユハを慰なぐさめるそれは毒のように甘かった。




　　　　◆




　目覚めは、初めての朝のように軽快なものではなかった。ユハは意識が覚かく醒せいしたのに身体からだを起こせず、ベッドに伏ふしている自分に戸惑った。まぶたさえ開けられずにいる。

「……こんなひどい抱き方をするなんてっ！　ユハのことは客人として扱うと約束したはずではありませんかっ！」

　気が付けば、すぐ近くで長おさが怒ど鳴なり声を上げているのが耳に入った。ユハは目を閉じたまま何が起きているのか考えた。しかし答えは出ない。

（……なんか、頭がぼんやりする）

　ユハは自分が身体が起こせない理由に、風邪かぜをひいたのかもしれないと思った。

　敷しき布ふに触れる肌はだが妙みように熱かったからだ。一いつ瞬しゆん室内に暖だん房ぼうでも入れているのかと思ったが、上うわ掛がけの外の空気がひんやりしているからそうではないと悟さとる。

　熱はまるで意思を持った何かのように全身を駆かけ巡めぐり、蠢うごめいた。そしてそれは手足、頭の先から身体の中央へ集まっていく。全すべての熱が結実した先に、ユハは思い当たって息を止めた。

　全身の熱は、ユハの腹の下へ集まっている。

（──これ、もしかして……）

　横たわったまま、ユハは自分の身に起きた異変に察しをつけた。その部分にあるものは、と思うとひとつしかない。

（赤ちゃん、……出来ちゃったんだ）

　絶望の縁ふちに足をかけるような心地ここちでユハはそう思った。

　これでテオとの関係も終わりだ。この子どもを産んだらユハはここを去らなくてはいけない。二度とテオに触れてもらうことなく、里に戻もどり次の仕事に行く。

　ユハはあらん限りの力を振り絞しぼって、まぶたをこじ開けた。

「こんな……気を失うほど乱暴な抱き方をするなんて、性奴ど隷れいと同じではないですか！」

　ユハの横たわるベッドサイドで長はテオを責めたてている。テオは無表情のまま、それを黙だまって聞いていた。怒おこったような表情は、少し怖かった。

（陛下……）

　シーツの上、ちょうどユハの手に届くところにテオのマントの端はしが載のっていた。そこに触れようとしたユハは、自分の手首が紫むらさきのうっ血でまだらになっていることに気が付き、驚おどろいた。それは、長が怒いかり狂くるうのも無理はないと思うほどに痛ましい惨さん状じようの痕あとにみえた。

（……これも、消えちゃうんだな）

　ユハはそう思った。もう抱かれることがないのなら、せめて最後に触れてもらいたい。初めての朝のように、優やさしく頰ほおや髪に触れたあの手を思い出し、ユハは震える手でテオのマントの端を摑んだ。

「──触さわるな」

　しかし希望は打ち砕くだかれる。代わりに冷たい声が、ユハの手からマントを引き抜いた。

「陛下！」

　顔は上げられないがバーシュの声もした。側にいるらしい。その向こうにも、誰だれか他ほかの人の気配があった。

（全部、どうでもいい。……陛下に、触りたい）

　ユハが思うのはそれだけだった。ベッドの外に伸のばした手を、何とかテオに近づけられないかと震わせる。

「……これから叔父おじ上うえとの話し合いがある。それが終わったらまたこちらへ顔を出す」

　しかしユハのわずかな願いは叶かなわなかった。テオはマントを翻ひるがえして扉とびらの外へ出て行ってしまった。ユハに触れるどころか一言も告げないままだ。

　ユハは脱だつ力りよくしてベッドに沈しずむしかなかった。閉じた扉の向こうで去っていく足音に耳を澄すませる。

「ユハ……ねぇユハ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　そこにふと覚えのある優しい声が聞こえた。ユハは目を開く。

「……ニコ」

　鏡を見るように自分によく似た兄妹きようだいの顔を確かく認にんし、ユハはその名を呼んだ。無理やり動かした唇くちびるの端がぴり、と痛む。叫さけびすぎた乾かん燥そうのせいか喉のどもガサガサだった。唇に、そっと水の入ったコップが当てられる。

「久しぶり。きのう十八になったの、お祝いしてよ」

　ニコはユハの身体のことには一いつ切さい触れずに、いつも変わらない表情で笑った。

　長がその横から憤ふん慨がいした様子で現れる。

「ったく、皇こう帝ていめ！　子どもが出来ないのはユハと相あい性しようが悪い可能性があると思ってニコを連れてきてやったというのに！　何だあの態度は！　何でユハにこんなひどいことを！」

　怒り狂う、という言葉以外で表せないほどの勢いで長は吐はき捨てた。ユハは顔をそちらに向ける。

「……相性は、悪くないと思う。その……赤ちゃん、ちゃんと出来たと思うから」

　ユハはテオのところにいられる理由をなくしたくなくて、そう告げると、長は複雑そうな表情で「そうか。……なら良かった、のか」と頭を搔かいた。

「ひとまず身体を診みせなさい。あちこちボロボロだから心配だ。……まったく、こんなひどい男だとは思わなかった」

　長はそう言って、上掛けを剝はがした。

　ユハは何も身につけていなかったから、中は裸はだかだ。脱ぬぐ手間もなくて良いと脱力していると、次の瞬しゆん間かん、長がすごい勢いでその上掛けをユハの上に戻した。そして信じられないものを見たかのような形相で、ユハを見つめる。

「長？」

　ユハは忘れていた。

　ニコが里を出る前に教えてくれたことを。繰くり返し、長にも念押しされたことだったのに。あまりに日常とかけ離はなれた話だったから、すっかり忘れていたのだ。

「……ユハ、お前……陛下を愛してしまったのか……！」

　その言葉に、一気に全身の血が下がる音がした。ユハは動かない身体を叱しつ咤たし、よろよろと起き上がって自分の下腹に目を落とし、愕がく然ぜんとする。

　ユハの腹部に広がるのは、刺青いれずみのように美しい花の紋もん様ようだった。しかし昨夜までこんなものはユハにはなかった。皮ひ膚ふの下の血の色を反映するような赤いそれに、ユハは息を吞のんだ。

「そのアザは相手を愛してしまって子を授さずかったときに出来るものだ。……そこにいるのは、陛下の純血の子ではない」

　長は振ふり絞るような声で言った。

「そこにいるのは、お前の血が入ってしまった混血の子だ」

　ユハの視界がぐらりと回る。何もしていないのにめまいに襲おそわれたような心地ここちだった。自分の側そばで長がニコに指示を出していたが、ユハにはもう何も聞こえなかった。




　　　　◆




　テオの部屋にニコを残した長は、ユハと一いつ緒しよに城外に脱だつ出しゆつしていた。二頭立ての馬車の荷台には、たまたま城下で買い物がしたかったという姉妹たちが四人乗っている。ユハによく似た彼女たちは、ボロボロのユハに驚き、ひどく同情をしてくれた。　>>>♥

　村へと続く道を揺ゆられながら、ユハは防寒用の布にくるまって身を縮めた。

（──どうしよう。赤ちゃん）

　長は、とりあえず城の中にいるわけにはいかないと言った。外に出ても、行く先は村しかない。ユハは以前考えた恐おそろしい考えにまた思い至ってしまい、震ふるえた。

（村には、混血の子なんて今までいたことがない……）

　みんな誰一人失敗なく純血の子を産み、村に戻ってきたのだろうか。ユハのように相手を愛してしまった姉妹はいないのだろうか。

（もし……もし、僕が知らないだけだったら）

　ユハがのほほんと村で過ごしている間に、罪のない子どもが始末されていたとしたら？

　考えられない話ではない。村の奥には集合墓地があり、継けい脈みやくの民たみに不幸があれば荼だ毘びに付された後、そこに埋まい葬そうされる。墓石はひとつで、その下へ誰が眠ねむっているかを記録するものはない。みんなと違ちがうユハが、ただ知らないだけだったら。

　これから自分の身に起きるかもしれないことを想像して、震えが止まらなかった。

「ユハ、寒いならこれも着ていろ」

　長おさはユハの震えが寒さからくるものだと思ったのか、予備の大きな毛布ですっぽり包んでくれる。身体からだを頭から覆おおい隠かくすほどに大きいそれに顔を埋うめるようにしてユハは深くため息をついた。

（陛下。……会いたい）

　会って抱だきしめてもらえたら、どうでもよくなる気がした。あの包まれると安心して眠れる腕うでの中で、また陛下の話を聞きたい。

　叶わぬことだとしても、そればかり思ってしまう。

（……陛下？）

　ずっと考えていたせいだろうか。ユハは毛布の中で、ふいに顔を上げる。

　風が後ろに吹ふき抜ぬけていくので聞き取りにくいが、背後からユハが聞きたい声が近づいてくるような気がした。テオの声が聞こえる。

　幻げん聴ちようではないとユハが気づいたとき、長も同様に気づいたのだろう。馬車を止めて御ぎよ者しや台だいから降りて確認する。

「……長殿どの！　継脈の長殿！」

　馬のひづめが道を駆ける音と共にはっきりとテオの声が聞こえた。ユハたちの馬車のすぐ後ろにつけたテオは、御者台から降りた長を見つけて声を荒あらげる。

「長殿！　何故なぜ、何故ユハを連れ出した!?　あれは疲ひ労ろう困こん憊ぱいであっただろう！　私は動かすことなど許可しておらぬぞ！」

（陛下……）

　ユハは二重の毛布の中で身を縮めた。今テオに見つかる訳にはいかない。見つかれば、城外に逃にげた理由を問われ、いずれ露ろ見けんしてしまう。皇位を継つぐ純血の子を産むためにやってきたのに、そこに自分の血を混ぜてしまったことが分かれば、この子はどうなってしまうのか。

（いやだ……！）

　長はテオの方へつかつかと歩み寄る。

「私の一族の者を連れ帰るのにあなたの許可など必要ありません。我々があなたと締てい結けつした契けい約やくは、純血の子を差し上げる、ただそれだけでございます」

　リゼンがいなないた。テオも馬上から下りたようだった。二人は睨にらみあうようにして言い合う。

「そうだな。そのために私はユハを借り受けた。だから契約を果たすまではあれは私のもとにいるはずだ。それを反ほ故ごにしようとしたことを咎とがめて何が悪い！」

「ユハでなくてはならないなど、決めてはおりません！　あくまで純血の子を産む、継脈の民を協力させるというだけです。ですから、陛下の部屋にニコという娘むすめを置いて参りました。十八になり、性経験もございません。契約は果たせます！」

　荷台に座る四人の姉妹が、その怒ど声せいに身を縮めた。ユハと同じように毛布に身を包んだ姉たちをテオは目ざとく見つけたらしい。長が馬車の荷台の前に立ち塞ふさがったが、テオはそれを避さけ、荷台にいた姉妹たちから次々に布を引きはがした。

「ユハ！　ユハ、いるのだろう？」

　しかし布の中から現れたユハと同じ顔を見て、テオは目を瞠みはる。

「ユハがいないだと……何故だ」

　御者台でユハは小さく身を丸めた。姉妹だけを荷台に乗せ、ユハがそこにいなかったのは、もしものことを考えた長の工く夫ふうだった。御者台にいれば荷台にかけられた幌ほろに隠れてユハの姿は見つけづらくなる。

　テオの頭を冷やすように冷たい風が強く吹いた。その場にいた全員が身を竦すくめたが、長は仁に王おう立だちをしたまま拳こぶしを握にぎりしめる。

「何故ユハを連れ出したかですって？　今のように乱暴を強しいて、ユハの身体に無理をさせたのは誰だれです!?　客人として扱あつかうと約束したのに、まるで道具のように使われ、起き上がれぬほどぐったりしたあの子を、どうしてあなたの許もとへ置いておけましょう!?　あの子は村で治ち療りようをします！　ついてこないでください！」

　長はテオを突つき飛ばすようにして馬車から手を離させた。もう宜よろしいですね、と言って振り切るようにして御者台に戻もどり、馬の尻しりに鞭むちを打った。

「ま、待て！」

　テオがその場で叫さけぶ。

「……ユハが、ユハが回復したら、私のところへ戻すと約束してくれ。ひと目でいい……まだ言ってないことが……」

　長は最後まで聞かず、強めに馬に鞭を入れる。途と端たんにスピードが上がり、テオの声は遠ざかっていった。

「……あんな男のどこが良かったんだ」

　長がぼそっと言ったそれに、ユハは何も言えず、ただ懐なつかしい山並みを見てため息をつくことしかできなかった。










　　　　◆




　村にたどりついた頃ころにはすっかり陽ひも暮れていた。ユハは自室にたどりつくと、そこはまるで何年も帰っていなかった場所のように他た人にん行ぎよう儀ぎに落ち着かない場所になっていた。

（そうか、陛下の匂においがしないんだ……）

　ユハはベッドに倒たおれ込んでからそれに気づいて頭かぶりを振った。無意識のうちにそばにいることに慣れてしまった自分がうらめしいと思った。

　もう会えないのだ。改めてそう思うと、視界がぶわりと滲にじむ。

「……ユハ。寝ねる前に、話がある」

　枕まくらに顔をつけてすすり泣いていたユハは、長の声に顔を上げた。

　長は何やら見慣れぬ瓶びんを手に、神しん妙みような面おも持もちでユハの部屋に入ってきた。その瓶はユハのベッドサイドに置かれる。長はイスに腰こしを下ろして言う。

「良いか、ユハ。お腹なかの子のことだ。……お前には選せん択たく肢しがふたつある」

　ユハはよろよろと身を起こして姿勢を正した。

「……まずひとつ目は、堕だ胎たいだ」

　──堕胎。

　想像しうる中でそれは最悪の単語だった。ユハの紙のように真っ白になってしまった表情を痛々しそうに見ながら長は先ほど置いた瓶を手にする。

「これは、そのための薬だ。継脈の民に伝わる薬で体に負担は掛かからない。飲んで二日も経たてば、元の生活に戻れる」

　ユハは長の手の瓶を見て、震えあがった。ちゃぷりと音のするそれが心底恐ろしいと思った。

「……ふたつ目は、このまま産む」

　ユハは長の顔を見た。産んで良いのか。そうできるなら、と口を開きかけたユハに対して、長はすぐに「ただし」と言葉を続けた。

「産まれたらその日じゅうに里子に出す。手元において育てることは許さない」

「……どうして」

　ユハは茫ぼう然ぜんとして言った。相当悲ひ愴そうな顔をしていたのか、長はユハの頭に慰なぐさめるように触ふれてから言った。

「混血とはいえ、その腹の子はこの国の皇こう帝ていの血を引いている。継脈の民が陛下の許へ上がったのは周知のこと。……そしてしばらくして継脈の民の村に、皇帝と同じ種族の子どもがいたら？」

　長の言葉の先はユハでも察せた。

「何かを企くわだてた者に、我が子を悪用されたいか……？　最悪命を落とすことになるかもしれない。無関係な家に引き取ってもらえば、たまたま皇帝と同じ種族なだけで無関係を装えるから生き延びられる可能性が高くなる」

　そこまで聞いてユハは枕につっぷした。長は無理もないと息をつき、扉とびらに向かった。

「どちらを選ぶも、お前の自由だ。その薬は置いていくよ」

（いやだ。……産みたい！）

　ユハはとっさにベッドサイドに置かれた瓶を手にして投げ捨てた。床ゆかにぶつかって割れる音に、扉を開けかけていた長は振ふり返る。

「……継脈の民の妊にん娠しんは、相手の種族の妊娠期間に合わせて変化する。何が起きるか分からないが、覚かく悟ごはするんだよ」

　まるでユハがそうすることが分かっていたかのように長おさは言い、静かに扉は閉まった。




　　　　◆




　翌日から、ユハにとって以前と変わりない生活が始まった。

　妊娠したとはいえ、下腹の花のようなアザがあるだけでほとんど自覚症しよう状じようはない。一族では、悪阻つわりもない者の方が多いらしい。

　その日はユハが朝食を終えて今日の分の薪まきを集めに行こうかとしたところだった。珍めずらしく慌あわてた様子で長がやってきた。

「今日は部屋にいて、外には一歩も出てはならん」

　長のそんな指示は珍しくてユハは目を丸くする。特に反はん抗こうしようとは思わないが、理由だけは聞いておこうとお茶を淹いれながら話の続きを待った。

　長はユハのハーブティーを一息に飲み干してから言った。

「ずっと皇帝からお前は回復したか、回復したなら城へ戻せと催さい促そくがうるさくてな」

　ユハはその言葉に肩かたを跳はねさせた。すでに里に戻ってから一週間が経っている。

　長は眉み間けんのシワから見るに、相当苛いら立だっている様子だ。もう一いつ杯ぱい追加で淹れたハーブティーを今度は飲まずにじとっと見つめている。

　ややあって長は目を据すわらせて言った。

「だから、お前は死んだことにした」

　ユハはここにいるのに？　長の大だい胆たんすぎるその発言にユハは目を白黒させる。

「……そうしたら疑っているのか、遺体を引き取らせろと言い出したんだ」

　そうですか、とも相あい槌づちが打てず、ユハは黙だまってことの成り行きを見守った。それの何が、外出禁止につながるのか。嫌いやな予感がした。

「荼だ毘びに付したから遺体はもうないと言ったら、今度は墓参りさせろとうるさくなった。だから場所を教えてやることにした。それがあれだ」

　長は憮ぶ然ぜんと窓の外を指差す。弾はじかれるようにユハが窓から外を見ると、なるほど確かに集団墓地のある方向にわずかに土つち煙けむりが上がっていて、そこにかなりの人数が集まっているのが分かった。長はそこで言葉を切って立ち上がる。

「もうお前に関しては墓参り以上のことはできんだろう。今日一日は関係者がうろつくだろうから、ユハは外出禁止。それだけだ」

　窓の向こう、村の奥にあるその場所へ、ユハは意識を飛ばしかける。

（そっか……陛下、あそこにいるんだ）

　テオは勿もち論ろん、ウスリーやバーシュも変わりはないだろうか。ラディスに困ったことを言われて疲つかれてやしないだろうか。一週間しか経っていないのに、懐かしく思えるユハの胸の内を察したのか、長は扉のところで首だけで振り返って言った。

「念ねんの為ため言っておくが、こっそり姿を見に行こうとするなよ。……皇帝は、同じ顔をしているはずのニコや姉妹たちとお前を見分けたんだからな」

　ユハは、ぴっと姿勢を正して大きく頷うなずいた。長たちが必死でごまかしてくれた工作を、ユハ本人が台無しにするわけにはいかない。まだ胎たい動どうも感じられないお腹にそっと手を当てて、ユハは心の中で呼び掛ける。

（ごめんね。お前のお父さんと会うのは、夢の中だけにしよ……）

　それが本当に可能かは分からなかったが、部屋に戻もどったユハはやることもないのでベッドに潜もぐり込んでテオの顔や声を思い出しながらひと眠ねむりすることにした。




　陽が暮れる頃、夕食の支し度たくをしているところに長が憤ふん慨がいした様子で帰ってきた。

「皇帝のやつ、あんなにユハを返せ、会わせろとうるさかったくせに、墓に連れてってやったら表情ひとつ変えやしない。ぴくりともだ！　むせび泣けとは言わないが本当にユハのことを悼いたんでいるのなら、悲しそうな顔のひとつでもしてみせろ！」

　珍しく語調を荒あらげる長に、ユハもどう言って良いか分からない。

　ユハに対するテオの執しゆう着ちやくがなくなったのなら、それはユハの今後にとって喜ばしいことだ。テオにとっても、ニコとの子作りがスムーズに行くきっかけになるだろう。

（……やだな）

　仕方のないことだ。ユハは言い聞かせるように胸をぎゅっと押さえた。

　ユハの代わりに皇こう宮ぐうに残ったニコは、平へい穏おん無事に過ごしているらしい。様子を見に行った長は、ニコが後宮に自分の部屋をもらったことと、まだ二人が一夜を過ごしたことはないと教えてくれた。

　それが、テオに恋こいするユハにとって、どれだけ心救われることだったか説明のしようもない。誰だれかが自分と同じようにテオの部屋で、テオのベッドで、テオの手に抱だかれると思ったら、かきむしりたくなるほど苦しくなる。その相手がたとえニコであっても、いやだと大声で叫さけびたくなる気持ちはなくならなかった。

「……気分転てん換かんに、薪拾ってこよ」

　思いつめても意味がないことだと、ユハも分かっている。

　表に出て良いかと長に問うと、皇帝一行はとうの昔に帰き途とについたというので安心して扉を開ける。

　ユハが村のはずれを出て森に入ると、目の前に一頭の鹿しかが横切った。

「やぁ。久しぶり」

　ユハはそう言って若いその鹿の鼻先へと手を伸のばす。きっといつものようにじゃれついてくるだろうと思った。

　しかし、鹿はいきなり何だと言わんばかりにユハの手を振り払はらい、足元の土を搔かきながら威い嚇かくするように角を向けた。

「えっ!?」

　ユハは振り払われた自分の手と目の前の若い鹿を何度も見比べて茫然とした。

　動物たちが他ほかの人間にするような扱あつかいを、ユハは今までされたことがない。何かの間ま違ちがいではないかとユハが戸と惑まどっている間に、鹿はその身を翻ひるがえしていなくなってしまった。

　残されたユハはその尻しりを見送るだけだ。

　そんな気分ではなかったのだろうか。ショックは隠かくしきれなかったが、立ち尽つくしていてもなにも起こらない。

「……さっきの子、どうしちゃったんだろう」

　ユハはつぶやいた。

　いつもと同じだ。森も、動物も、ユハもいつもと変わりない。木の下にある薪もいつものように拾い集められるほどにある。

　ふいに、ユハは顔を上げた。

　森の中を鳥が争うギャーッという声が響ひびいたからだ。頭上を羽音が行きかう。

　木の下から飛び出て上を見ると、テリトリーを荒あらしたらしいフクロウが、他のフクロウの群れに追い掛かけ回されているらしい。多勢に無勢で逃にげ惑まどう白いフクロウは木にぶつかり、その羽を宙に舞まわせた。落ちた羽には明らかに血と思われる赤がべったりとついている。

「やめて！　危ない！」

　ユハがそう叫んだが、群れのフクロウたちは言うことを聞かない。それどころかユハの声に興奮したのか更さらに激しく白い羽をむしりにかかった。

「やめてったら！　死んじゃうよ！」

　白いフクロウは弱々しい羽ばたきでその身を支えられなくなったのか、ぼとりと土の上に落ちた。駆かけ寄ったユハは身を挺ていしてその小さな羽を抱かかえ込む。

「い、いたっ！　いたい！」

　群がったフクロウたちはあろうことかユハの髪かみや皮ひ膚ふをついばむようにして攻こう撃げきしてきた。

（なんで!?　さっきの鹿といい、この子たちまで──!?）

「ユハー！　大だい丈じよう夫ぶかー！」

　土に伏ふしたユハの耳に、自分の名を呼ぶ長の声がする。顔を上げると群がるフクロウたちを棒で薙なぎ払ってくれた。フクロウは逃げるように舞い上がる。

「ユハ！　お腹なかの子どもは大丈夫か!?」

「大丈夫。何ともないよ。……君は大丈夫じゃないよね、血が……」

　長の質問に答えながらユハは庇かばったフクロウを抱き上げ、その白い羽に一部交じる黒を目にして固まった。その珍しい出いで立ちには、覚えがありすぎた。

「……バーシュ……？」

　思わず、その名前が口をついて出る。言わなければ後でいくらでもごまかせただろうに、大失敗だった。

　だが相手にとっては確信を得るのに十分な情報だっただろう。白いフクロウは「ホゥ」と小さく鳴いてから、その黄色い嘴くちばしをおそるおそる開けて言った。

「……ユハ様、ですよね？　お腹の子どもとは、どういうことです……？」




　　　　◆




「なるほど。事情は分かりましたが、分かりません」

　憮然とバーシュは言った。しかし苦々しい口調に反して、その姿は白いフクロウのままだ。ユハは血をにじませる痛々しい傷口の手当てをしてやりながら話を続ける。

「……分かったのか分からないのかどっちなの」

　バーシュの傷は思っていたよりも深かった。つつかれた部分だけでなく、尾お羽ばねの一部がむしり取られてしまったせいで飛び立つことが出来ないようだ。人型に戻るにも負担が掛かると言うのでユハは村に連れ帰った。長おさが監かん視しする中で、バーシュは包帯を巻くユハの手に協力するように羽を持ち上げて続ける。

「分かったのは姿を消した理由で、分からないのはテオ様に言わなかったことです。あの方が純血に強いこだわりなどお持ちではないのはお分かりでしたでしょう。里親になど何故なぜ出そうというのです」

　傷口に薬を塗ぬり、包帯をほどけないように留めると、バーシュはようやく鳥らしい姿で羽を畳たたんだ。

　バーシュの言うことはもっともだ。ユハ自身、正直にテオに告げることを、一いつ瞬しゆんだけ考えた。しかしすぐにそれは打ち消した。

「陛下が言っていたのは、混血でも愛し合う二人から生まれた子どもでしょう。純血を産むっていう目的で行った僕が産む混血は、……ただの失敗だ」

「ユハ……」

　長はその言葉にひどく悲しそうな顔をする。

「バーシュ様とおっしゃいましたか。この通りユハはご迷めい惑わくをおかけしないために里に下がったんです。その気持ちは汲くんでいただきたい」

　ユハの膝ひざの上に座るバーシュの視線に合わせて長は床ゆかに膝をついた。苦しげに言葉を続ける。

「実際露ろ見けんしたところで、生まれてくる子どもは皇位が継つげないのです。お知らせする意味はないでしょう。……ケガが治るまではこの村に留とどまっていただいて結構ですので、このことはどうぞご内密に」

　バーシュのガラスのような瞳ひとみが長とユハを交こう互ごに見る。

「……約束はできない、と言ったらどうなります」

「そうですね。そのときは、バーシュ様は殺されてくださらないでしょうから……ユハの産んだ子を殺します」

　ユハは目を見開いた。長もそれを十分に分かっていて、低い声で「この村のためだ」と言う。バーシュも何も言わなかった。

　三者の無言の膠こう着ちやく状じよう態たいは長く続き、しばらくして長を呼ぶ声がするまでそのままだった。ユハはとりあえずの措そ置ちだと言って自分の部屋にバーシュを連れて戻ることにした。

　開けた扉とびらのすぐそばにある机の上には、出しっぱなしの読みかけの本があったので、そこを簡単に片づけてクッションを置き、とりいそぎバーシュのベッドを作る。

　バーシュはそのクッションを物珍めずらし気に嘴で二、三度ついばんでから尻を落ち着けた。

「お気き遣づかいありがとうございます、ユハ様」

　クッションに座った状態でバーシュがぴょこんと頭を下げる。ユハは自分もベッドに腰こしを下ろして膝を抱えた。

「ねぇバーシュ。……さっきのことだけど、僕、子どもを無事に産みたいんだ。……陛下には黙だまっててもらえないかな」

　バーシュは「ホー」と小さく鳴いてから、その嘴をぱかっと開ける。

「その前に」

　バーシュは言った。

「ユハ様には生まれた子どもを〝失敗〟呼ばわりするのはお止やめいただきたいです」

　白い羽が一瞬ぶわっと広がって、また元に戻もどる。バーシュは続ける。

「ユハ様。こうしませんか？　そのお腹の子ども、生まれたら私が引き取って別の国で育てるというのは？」

　突とつ然ぜんの提案にユハはとっさに返事ができなかった。そのユハの顔をじっとバーシュは見た。

「長殿どのは先さき程ほどああおっしゃいましたが、私は生しよう涯がいの忠誠を誓ちかった陛下に噓うそをつくことは出来ません。傷が癒いえて、城に戻れば見たことをそのまま報告してしまうでしょう」

　バーシュは続ける。

「けれど、混血とはいえ陛下のお子様が全く知らぬ里親の手に渡わたって養育されることは受け入れられませんし、ましてやその命が消されるなんてことはあってはなりません」

　この話の着地点はどこなのだろう。ユハは見通しのつかないバーシュの言葉に、ただただ戸と惑まどった。

　バーシュは続ける。

「私の両親は不仲なものでした。純血のフクロウの獣じゆう人じん同士の婚こん姻いんでしたが、本人たちの意志を無視したかなり強ごう引いんなものだったらしく、子どもの目から見ても相あい性しようは最悪で、どうして周囲もちゃんと相手を選ばなかったのかと何度も思いましたよ」

　突然始まったバーシュの両親の話に、ユハは頷うなずきつつ続きを待った。

「そんな子ども時代を過ごしていたある日、皇后様の崩ほう御ぎよが国中に知らされました。……十三年前のことです」

　ユハは十三年前、と呟つぶやく。バーシュは小さく頷いた。

「その日はよく晴れた春の日でした。朝から姿を見かけない父を、一人の獣人の皇おう子じが尋たずねてきたんです」

　話の成り行きを見守っていたユハはだんだんとその話に、妙みような既き視し感かんをおぼえるようになった。

（十三年前の花の季節に訪ねてきた皇子。それって……）

　耳の後ろがざわざわと粟あわ立だった。嫌いやな予感の足音が、ユハの背中をつつくようだ。バーシュはまっすぐにユハを見た。

「聞けば、彼の亡なくなった母と私の父が旧知の仲であったと。その死去に際してどうしても話がしたいと言ったので、私はその皇子と二人で父を捜さがしました」

「っ！」

　ユハは漏もれ出そうになる悲鳴を両手で塞ふさいだ。

「……父は家の裏庭で、すぐに見つかりました」

「──もうやめて！」

　ユハは耳を塞いだ。その先は知っている。それがテオのその後の人生にどれだけ衝しよう撃げきを与あたえたことか。そして中ちゆう途と半はん端ぱにしか聞かなかったことを思い出した。

　同じ名前を持つもう一人のテオが、この城で働いていると皇こう帝ていのテオが言ったとき、それが誰だれを指しているのか、ユハは聞かなかったのだ。

「……私の本名は、テオ。テオバーシュというんですよ、ユハ様」

　驚おどろきで言葉もないユハに、テオはクッションからぴょこんと下り、フクロウの足でてちてちと移動する。そして机の端はしの一番近いところまでやってきた。

「私はもう一人のテオ様に噓はつけません。その子をどこぞの馬の骨に渡すこともできません。でも……何も知らない子どもに親を疑わせることは、もっとできません」

　バーシュは震ふるえる声で言った。

「その子は、少なくともユハ様には心底愛されて生まれてくるはずです。私はお子様に、そのことを伝えてあげたい。国を捨てることになってもいい。私とテオ様のような思いを、味わわせたくないのです」

　生まれてくることが失敗なんて、あなたには一いつ切さい言ってほしくない。

　バーシュはそこまで言いきってから、踵きびすを返してクッションの方へまたてちてちと戻っていく。

「……今すぐに答えを出せとは言いません。考えておいてください」

　ユハの前にみっつ目の選せん択たく肢しを置いて、バーシュはフクロウ姿のまま目を閉じてしまった。




　　　　◆




　種族不明だったため妊にん娠しん期間の分からなかったユハの子どもは、バーシュによってあと二か月で生まれるということが判明した。

（二か月……）

　ユハは部屋の窓から、とっぷりと更ふけた夜空を眺ながめる。

　それが〝たった二か月〟なのか〝二か月もある〟なのか、ユハには判じがたい。村に戻って二週間が経たつので、正確には一か月半。種族自体は教えてもらえなかったけれど、残り期間が確定したことで、長たちは安あん堵どしたようだった。

「これで里親希望者にも目安の連れん絡らくができる」

　ユハは長おさには先日バーシュからこんな提案があったことを告げていない。信じてもらうには、長にテオたちの過去の話をする必要があったからだ。しかし彼らの両親の話を誰だれ彼無しに話すことはためらわれた。バーシュもその方がいいと言った。

「いま話しても逆上されるだけです。長殿も自分の一族に新しく生まれた子は可愛かわいいはずですから、その顔を見せながら情に訴うつたえかけますよ」

　バーシュはそう言ってから、「あ、ここ撫なでてください」とユハに向けてフクロウ姿の頭を下げた。

　ユハは求められるままにふかふかとバーシュの頭の後ろに指を入れて搔かいてやる。そこはフクロウの足がうまく届かないところで、気持ちいいらしい。バーシュの羽う毛もうがふんわりとふくらむ。ユハの指の動きに合わせて自分で姿勢を変えるフクロウの姿は見ていて癒いやされた。

「そういえば、夕飯のときに長が、誰かが毎日村のお墓にお参りしてるみたいだって言ってた。知ってる？」

　バーシュはユハが部屋にいない間、廊ろう下かやリビングに出入りして村のみんなと会話をするようになっていた。尾お羽ばねのケガがまだ治っていないせいで飛べず、てちてちと歩いてくるバーシュの姿はユーモラスで可愛いと人気がある。

「ああ、確かにそんなことを言ってましたね。でも墓石のところに毎朝お花があるだけで、誰が置いたかは分からないんでしょう？」

　バーシュはアゴを上げて今度はこちらを撫でろとばかりにユハの指を誘ゆう導どうする。ユハにとっては何でもない世間話のついでだ。

「それよりも、今は陛下の身の回りが心配です。どうやら陛下は、後宮にいるニコさんのところへは通われていないということですから」

「えっ」

　世間話のつもりだったユハは驚いて撫でる手を止めた。バーシュも致いたし方ないというようにそれを受け入れる。

「……どうやら、夜に別のところへお出かけなさっているようです」

（別の、ところ……）

　ユハは唇くちびるをきゅっと結ぶ。テオが誰のところに行っていても自由だ。ユハがそれを責める権利はない。しかししくしくと痛む心を慰なぐさめる方法をユハは知らず、お腹なかに手をあてた。

　ユハがテオのところから去って、たった二週間。それしか経っていないのに、テオは別のどこかへ通うようになったというのか。ユハは肩かたを落とした。バーシュはそれに慰めるように声をかける。

「聞いたところ、皇こう宮ぐう内でラディス様の一派が力を持ち始めているそうです。テオ様はそれへの対たい抗こう策を講じられているのかもしれません」

「そっか！　そうかもしれないね……」

　ユハはまるでそんなことに思い至らなかった自分を恥はじて頷いた。

「そうですよ。また、リビングで誰かから話を聞いてきますから……」

　バーシュがそう言うのと同時に、ユハの部屋の扉とびらがいきなり開いた。二人が肩を跳はねさせてそちらを見ると、顔を覗のぞかせたのは長だった。じっとりした目でバーシュを見ている。

「皆みんなの前で可愛い愛あい玩がん動物らしくふるまっていたのは情報収集のためでしたか、バーシュ殿どの」

　どうやら立ち聞きをしていたらしい。バーシュはうろたえもせずに「ああ」と言った。

　長もその反応は予想していたようで、かるいため息をついてユハの部屋に入ってきた。

「盗ぬすみ聞きをするために来たわけではありませんよ。ユハの体重が少し減っていたから、干し肉を分けようと思って来たんです。あと、これを」

　そう言って、長は食べ物の入った袋ふくろと一いつ緒しよに本のようなものをユハに手て渡わたした。

「何、これ」

　ページをめくると、そこには名前はないが種族と家族構成が書かれていた。

「里親希望者の一覧だ。どこの誰に引き取られたかは知らせられないが、どんな種族の家庭が良いかくらいは選べるようにと思ってな」

　ユハは震える手でその本を閉じてぎゅっと目を瞑つむった。

　残り時間は、ユハにとっては〝たった〟一か月半だ。長はそれ以上ユハに何も言わず、バーシュの方に向かって口を開く。

「あなたも城の状じよう況きようが知りたいなら直接聞いてくだされば良いのに。……たとえば皇帝陛下には昨日お会いしたが、疲つかれた様子でもなかった、とか。あのいつもと変わらぬひょうひょうとした笑え顔がおでこちらを労ねぎらってくださいましたよ」

　長は「元気ならニコのところへさっさと行けば良いものを」と吐はき捨てた。ユハはそれに何と答えて良いか分からない。

　ユハとの別れなど、テオにとって大したことはないのだ。

（分かっていたけど、ちょっと悲しい）

　テオの態度が変わらないというのは、喜ばしいことだ。皇帝の仕事に障さわりがないなら何よりだ。手の中の本が、質量以上にずしりと重く感じる。彼が変わらないように、ユハも子どもを産み落とした後、変わらない生活を送ることになるのだ。

　これ以上考えるのはやめよう。苦しくなったユハはベッドに潜もぐり込んで寝ねることにした。

「……いつもと変わらない笑顔、でしたか」

　バーシュが嘴くちばしをぱしぱし言わせながら呟つぶやいたが、寝しん具ぐにくるまってしまったユハには伝わらなかった。




　その夜。眠ねむりが浅かったのか、ユハは一人で深夜に目を覚ました。

　周囲は静まり返っており、バーシュもクッションの上で眠っている。いつもと変わらない夜だった。それなのに目は冴さえていく。

（……何だろう。何か、胸むな騒さわぎがする）

　ユハはバーシュを起こさないよう、静かにベッドから下りて窓の外を見た。

　部屋からは村のはずれから山に入って行く道が見える。その道の途と中ちゆうに、ユハたちの村の集合墓地はあった。

　ふいにユハの脳のう裏りに先ほどの話がよぎった。

（そういえば、お墓に毎朝お花が置いてあるんだっけ。昼に来られない誰だれかが夜に供えてるのかな）

　窓の外を眺めてしばらくぼんやりしていたが、眠ねむ気けが戻もどってくる様子はない。先ほど長が差し入れてくれた干し肉でも食べるかと思ったが、そんな気分にもならなかった。

　ユハはそれなら散歩ついでにお墓を見てくるかと防寒着を持って外に出た。

「あ、思ってたより寒い」

　ユハはまっすぐに墓地に向かう。人の少ない村で、旅人も来ないこんな時間に例の花はないだろう、そんなことを思いながら向かうユハは、ふと風に乗って聞こえてきた音に顔を上げた。

「……遠とお吠ぼえ？」

　夜の空気を細く切り裂さくように、吠える音。迷子になった野犬が山の中で群れの仲間を捜さがしているのだろうか。二度、三度と繰くり返されるそれは、まるでいない誰かに呼びかけるような切なさを伴ともなっているように感じた。

　村のはずれにさしかかり、墓がちょうど視界に入るところまで来たユハは、ふいに足を止めた。

　先ほどまで聞こえていた遠吠えが、墓の近くで聞こえたからだ。

（──珍めずらしい、オオカミだ）

　ユハは木の陰かげにそっと身を潜ひそめた。そこから覗き込むようにして様子を窺うかがう。

　黒い毛並みのオオカミが、明るい月の光に照らされてそこにいる。ユハが知るよりもそれは大きな身体からだで、理知的な横顔をしていた。

　墓地は墓石がひとつ置いてあるだけの簡素なものだが、その正面に腰こしを下ろしていたオオカミは静かに息をすると、また遠くに呼びかけるように遠吠えを始める。

（さっきから吠えていたのは、この子か）

　ユハがそのまま様子を見ていると、オオカミは長い時間吠えていたが、やがて静かに立ち上がり墓石に近寄った。そしておもむろに額や頰ほおを石にこすりつけはじめる。

（なにしてるんだろう……マーキング？　でもずっと同じとこにしてるから違ちがうかな）

　専門家という訳ではないが、動物の行動に関しての知識はある方だ。しかし生まれてずっと動物に懐なつかれて生きてきたユハでさえ、墓石に懐くそのオオカミの仕し種ぐさは目にしたことがなく、それが何のための行動か判断できなかった。

　しばらくの間、墓石に顔をすりつけていたオオカミは、うつむいたまま小さく吠え、その場に伏ふせた。大きな身体は墓石に触ふれていて、まるで寄り添そうような体勢だ。

　オオカミはそのままじっとしている。時折首をもたげさせて墓石の方を見てごく小さく吠え、そしてまたうずくまった。

（なんか、まるで悲しんでいるみたい……）

　そう思うと、先ほど墓に額を寄せたりしていた行動に、何となく理由がつく。小さな遠吠えは、そこに眠る親しい人の名前を呼んでいるようにも見えた。

　もしや誰か村人がこのオオカミに餌え付づけをしてしまい、そのまま亡なくなってしまったのか。ユハはふいにそう思った。このオオカミはその村人が死んだことを知っていて、それでもその人を待っているのではないか。オオカミの愛情深い性質を考えれば、それはありえない話ではなかった。

（じゃあ、お腹がすっごく空いてるんじゃないかな）

　それならば、先ほど長おさが分けてくれた干し肉がある。このオオカミにそれをあげようと思ったユハは、木の陰からそっとオオカミの方へ歩み寄った。

「……ねぇ、君」

　その瞬しゆん間かん、オオカミは跳ね起きた。ユハに背を向けるようにして墓石に寄り添っていたのに、反転するように姿勢を低くし、牙きばを剝むき、臨戦状態になってこちらを見ている。

「わ、わわ。どうしよう」

　ふとユハは、先日の鹿しかのことを思い出した。バーシュを襲おそっていたフクロウも。以前ならば言うことを聞いて力を貸してくれた彼らは、皇宮から帰ってきたユハに対して他ほかの人間を見るような態度を取るようになったのだ。

　もし、このオオカミもそうだったらどうしよう。危険だったかもしれない。

（いま、僕、走れるのかな）

　襲われたときのことを考えて、ユハはお腹なかを庇かばう。最悪の事態を考えていたユハの前で、オオカミはふいに顔を上げた。

　そしてその黒い足は窺うように恐おそる恐るこちらに近づいてくる。

「……やぁ」

　ユハが挨あい拶さつをすると黒い鼻先は地面から足元に触れ、ふんふんとその匂においを嗅かぐ。そして足を辿たどって、ユハの顔を見上げた。大だい丈じよう夫ぶそうだ。ユハはそう思って話しかけた。

「君、お腹空いてない？　部屋に干し肉があるんだけど、いる？」

　そう声を掛かけても、オオカミは理解できないというぽかんとした顔でユハを見る。それから墓石を見て、もう一度ユハを見た。戸と惑まどうように黒いしっぽが振ふられては、また止まる。

　その顔は、まるで人間が衝しよう撃げきを受けて驚おどろいているようだった。それが妙みように愛らしく見えて、ユハはふふ、と笑いながらオオカミの頭に触れて言う。

「あはは。君、びっくりしたみたいな顔してるね。名前は何ていうのかな。僕はね、ユハっていうんだ」

　するとオオカミはまたも跳はねるようにして顔を上げた。しかしその瞳ひとみは先ほどまでの戸惑いを帯びたものから、今度は興奮したようにらんらんと輝かがやきを宿すものに変わっていた。

（あ、この子、目が紫むらさき）

　ユハは懐かしい色を見つけて顔を近づけた。すると途と端たんにオオカミがべろんと大きな舌でユハの顔を舐なめ上げた。次の瞬間にはオオカミは何の躊ちゆう躇ちよもなく、大きなしっぽをぶんぶんと振りまわしてぶつかりながらユハの顔を何度もべろべろと舐めてくる。

　その全身の愛情表現をユハは笑いながら受け止めて、はっと気づいた。冷たい地面に尻しりをつけそうになっているのを慌あわてて立ち上がる。オオカミはいきなりユハが立ち上がったので、首を傾かしげたように見えた。

「ごめんね。僕、妊にん娠しんしてるんだ。だから寒いとこにずっといるのは良くないの。……僕の部屋に食べ物があるんだけど、来ない？」

　そう言うとオオカミはまた驚いたように目を剝いた。ユハは表情豊かなオオカミだなぁと思いながらその黒い頭を、撫なでて歩き出した。人ひと懐なつっこいオオカミはその後ろについてきたと思ったら、何かを思い出したように墓石のところに戻って、またユハの方へ走ってくる。

「なぁに？」

　追いついてきたオオカミは、咥くわえた何かをユハの手にそっと渡わたしてくれた。

（お花？）

　差し出されたのは可か憐れんな一輪の花だった。オオカミはユハがそれを受け取るのを見て満足そうにしっぽを振っている。

「お墓参りしてくれてたの、君だったんだね。このお花、もらっちゃっていいの？」

　ユハは歩きながらオオカミの頭をもう一度撫でてやった。するとオオカミはしっぽを先ほどよりも大きく振り、その頭を擦すり寄せてくる。ユハのことが好きで好きでたまらない、ということがよく分かるそれに口元が緩ゆるんでしまう。

　ユハはふと不安に思った。

　もしや、この子は少し大きいだけの飼い犬だったりするのではないだろうか。

　オオカミを辿り着いた自室に入れ、灯あかりをつけたときにユハのその疑問は確信に変わる。

　よく見れば毛並みも整っていて、野生の生き物とは思えないほどつやつやしている。自分が食べ物を勝手に与あたえるのは本当は良くないかもしれないと思ったが、あげると言ったものをひっこめるのも意地悪だろう。ユハは飼い主に心の中で謝りながら先ほど長から受け取った袋ふくろから干し肉を取り出し、そのまま鼻先に近づける。

　するとオオカミは匂いを嗅ぐこともせず、それをばくっと一飲みで食べてしまった。ユハは想定外のことにびっくりしてしまう。

「び、びっくりしたー！　そんな人を信じすぎちゃだめだよ。これが毒入りの食べ物だったらどうするのっ」

　ユハの驚いた声が大きくて、クッションで眠ねむっていたバーシュがびくっとして目を開けた。

「ユハ様？　こんな遅おそくに何を騒さわいで……」

　そう聞きながら周囲を見回したバーシュの瞳が、床ゆかにいた黒いオオカミを見てぴょんっと飛び跳ねた。

「ユユユユユハ様っ!?　そ、それはっ」

　それまで大人しくしていたオオカミが、バーシュを見てまた驚いたように立ち上がる。ユハは嚙かみつかれてはひとたまりもないと、慌てて白いフクロウを抱だき上げて首を振った。

「この子はだめだよ！　僕の大切な友達なの！」

　しかしオオカミは襲い掛かる様子を見せるどころか、お座りをしてしっぽを振るという友好的な態度をみせた。その行動にユハはおそるおそるバーシュを抱いたまましゃがみこむ。

　するとユハの腕うでの中のバーシュにそっと鼻先を寄せたオオカミは、まるで愛いとおしむようにバーシュに頰ずりをした。バーシュも黙だまってその鼻先に嘴くちばしで触れる。まるで応こたえているようだ。

（良かった。このオオカミ、すごい良い子なんだな……）

　そう思ってたユハの腕の中から、とたんにバーシュがぴょんと飛び出した。

「バーシュ？」

　ぴょん、ぴょんと両足で飛ぶ小さな白いフクロウは、ベッド代わりのクッションを嘴で咥えて出口に向かい始めた。慌てて後を追うユハに対して「何でもありません。そういえば、隣となりの部屋の女性が私と同どう衾きんしたいと言っていたことを思い出しまして」とだけ言い残し、出て行ってしまった。

（こんな深夜に？　っていうか、隣の部屋、どっちも空き部屋だけど……）

　ユハは戸惑ったものの、深夜に騒ぐこともできず、オオカミに服の裾すそを咥えてひっぱられたこともあって部屋に戻もどることにした。それに味をしめたのかオオカミは鼻先でぐいぐいとユハをベッドに押し込む。

「いきなりどうしたの。こっちには何もないよ」

　ユハは押されるがままにベッドに腰かけることになる。するとオオカミは後ろ足で立ち上がり、ベッドに座るユハの腹の辺りをふんふんと嗅ぎ始めた。

「なぁに？　そこがどうしたの？」

　大きな黒い鼻先が下腹あたりを探さぐる。そこで初めてユハは、オオカミがしようとしていることに何となく察しがついたような気がして恐る恐る服の裾をめくった。

　現れたのは花のようなアザだ。そこはほんの少しだけふくらんでいるが、まだ平らに近い。しかし中にはユハにとって大事な命が眠っている。

　オオカミはひときわ大きくしっぽを振ってそこに額を押し付ける。もふっとした感かん触しよくにユハはふふっと笑いをこぼした。オオカミは何度かすりすりと懐なついたあと、ふいに浮うき上がっている花を不思議そうに眺ながめた。

「……それはね、僕が相手のことを好きになっちゃった証しよう拠こなんだ」

　何故なぜだか説明はつかないが、ユハはこの理知的なオオカミに聞いて欲しくて口を開いた。純血を産むはずだった体が相手を好きになり、本能で自分の血を混ぜてしまったこと。皇位を継つぐ子どもは純血か、はじまりの一族以外は許されないから、この子どもがいることは相手に教えることができないこと。生まれた子どもは、ユハの手から取り上げられてしまうこと。

　すべてを話し終わった後、ユハは目の前のオオカミの首にそっと抱き付いた。

「……しょうがないんだ。皇位を継ぐ純血の子を産む前に、不相応な想おもいを抱いだいた僕が悪い」

　ユハは小さく呟つぶやいた。

「一回だけ、僕のだって分からないでいいから、陛下に赤ちゃんを抱っこしてもらいたかったな」

　そう言った途端、オオカミはぶるっと身を震ふるわせた。そしてそれまで静かにしていたのに、ユハの耳元で「バウッ！」と吠ほえてすくっと立ち上がった。

「わっ、ど、どうしたの？」

　驚くユハを後しり目めに、外へと繫つながる扉とびらから表へ飛び出したオオカミは、こちらを振り返ってもう一度凜り々りしく「バウッ！」と鳴く。まるで「任せておけ」とでもいうように漲みなぎった表情でしっぽを振ってから、その黒い身体からだは森の中へと消えて行った。

　ユハはそれをただ茫ぼう然ぜんと見送り、朝を迎むかえたのだった。




　　　　◆




　それから一ひと月つき半あまりが経たった。

　ユハのお腹は誰だれが見ても妊にん婦ぷのそれだと分かるくらいにふっくらしている。時折感じる胎たい動どうに順調に育っている喜びと、その反面別れが迫せまっている恐きよう怖ふをおぼえて、ユハの中はごっちゃだ。

　姉妹にちょっとしたことを頼たのまれていたので久しぶりにユハは外に出た。夕暮れに向かう優やさしい日差しの中を歩いている最中、目の前の藪やぶから鹿しかがひょこっと顔を出した。

「あ」

　顔見知りの鹿だった。ユハが嬉うれしくなって近づいて手を伸のばした瞬しゆん間かん、鹿は、がっと口を開く。

（え……？　ウソ、嚙まれる！）

「ユハ！　危ない！」

　顔見知りだったのに。仲の良い鹿のとっさの行動にユハが固まって動けないでいるのを誰かが庇かばってくれた。鹿の口ががちんと閉じて、逃にげるように去っていく。嚙まれずには済んだ。

　ユハは顔を上げた先で、久しく見ていなかった顔を見つけた。

「ニコ！　いつ帰ってきてたの!?」

　ユハの代わりに皇こう宮ぐうに残った妹のニコが、助けてくれたのだ。飛びつくように抱き付いて、ユハはその帰き還かんをただ喜んだ。しかし次の瞬間、疑問をおぼえる。

「……どうして帰ってきたの？」

　思わずニコの腹を見るが、そこは以前のままだ。ニコも困ったような顔で黙っている。

　その後ろから長おさが姿を見せて言った。

「一ひと月つき半ほど前に、皇こう帝てい陛下が混血でも皇位が継げるようにするべきだと議会にいきなり提言したんだ。ラディス様を始めとした純血派が猛もう反はん発ぱつして、いま皇宮は大混乱でな。それならば純血を産む継けい脈みやくの民たみは不要だろう。こちらに渡せと言ってくる者まで出てきて」

　長は青ざめた顔で、少し様子を窺うかがっていたが、ニコの身の安全を考えて引き上げてきたと語った。

「まったく、ニコを連れ出せばユハのときのように陛下が気にするかと思ったが、こちらのことを気き遣づかう余よ裕ゆうもなさそうだったな」

　長の言葉にユハは言葉もない。ニコの方が「ほんとよ」と不満げに言った。

「突とつ然ぜんだったのよ。毎夜どっかに行っていたのが、一月半くらい前にぴったり止やんで、いきなりそんなことを言い出されたの」

　ニコは眉まゆを顰ひそめる。

「それから陛下は働き通しよ。あたしの部屋に来るか来ないかとか、そんな話じゃないくらいボロボロになってた」

　何があったのかしら。ニコがそう言ったが、ユハには答えることができない。

「でもね、疲つかれた顔はしてたけど、妙みように元気そうなのよ。侍じ女じよたちの間では、陛下は通っている恋こい人びとのところに混血の子どもが出来たんだってもっぱらの噂うわさ……ごめん」

　結局ニコのところへは一度もテオは来なかったらしい。そのせいかニコにとってテオは、侍女と同じように噂話の対象でしかないようだ。

　しかしユハに限っては、その話は胸を引き絞しぼられそうになるほどつらい話だ。ニコもそのことに気が付いて話を止やめた。

（……混血の、子ども）

　ユハの心に黒いものが広がる。

（もしそれが本当なら、いま僕のお腹なかにいる子どもの何がいけないのだろう）

　純血ではないからだめだと姿を消したのに、テオの側そばでちゃっかり混血の子を産んで、あろうことかそのまま愛されている人間がいる。ユハはだめだったのに。

（その人と僕の何が違ちがうっていうの）

　ユハは強く唇くちびるを嚙んだ。分かっている。ユハがその〝愛された人〟ではないからだ。純血を産むために駆かり出された、ただの〝胎はら〟だからだ。

　ただ子どもを産むだけのためにテオの側にいた自分と、テオに愛された結果、子どもを産むその誰かと。目的と順序が全く違うし、どちらを大事にするかなんてテオの立場にならなくても分かる。

　ユハなんて、継脈の民の中でもできそこないなのだ。

（動物にも、嫌きらわれちゃったし……）

　唯ゆい一いつの特技も、なくなってしまった自分には、何の価値もないように思えた。

　ユハはこれが醜みにくい嫉しつ妬とだと分かっていながらも耐たえ切れず、部屋に走った。

「う、ううっ」

　ベッドにつっぷし、身を丸める。その途と端たん、胎動がユハの腹を押し上げた。

（お腹には順調に育った赤ちゃんがいるのに、あと少しで生まれるのに……）

　ユハは赤ちゃんを取り上げられ、テオの側にいる誰かはしあわせに赤ちゃんを抱だく。

（僕には何も残らない。……何ひとつ）

　──その絶望するほどに圧あつ倒とう的な差。

　ユハはベッドに顔をつけて、声を殺しながら泣いた。




　それから少しして、ユハはよろよろと涙なみだに濡ぬれた顔を上げた。かしかし、とユハの部屋の外に通じる扉をひっかく音がしたからだ。バーシュだろうか。そういえば彼は食しよく卓たくの場にもおらず、先ほどから姿が見えなかった。いつの間にか外に出ていたのか。ユハは扉を開ける。

「あれ……君、また来たの」

　予想外の姿にユハは驚おどろいた。

　扉の外には以前干し肉を分けてやった、黒い大きなオオカミがお行ぎよう儀ぎよく座っていた。しっぽをご機き嫌げんに振ふりまわし、まるで笑っているような顔でオオカミは待っている。

　ふいにオオカミが後ろ足で立ち上がり、ユハの目元に鼻先を伸ばした。それはユハの身長とほぼ変わらない大きさだったので驚いていると、温かいものがぺろっと触ふれる。

「あ、大だい丈じよう夫ぶ。大丈夫だよ」

　オオカミはユハの涙に気付いていたらしい。黒い鼻先でふんふんと匂においを嗅かぎながら大きな舌でべろべろと涙を舐なめとってくれる。

（相変わらず優しい子だなぁ）

　ユハはほっとしながら、そのオオカミを部屋に入れた。すると黒い身体はユハを鼻先でベッドに押しやり、ユハが腰こしを下ろすとその後ろにさっと身体を滑すべり込ませてうつ伏ぶせになった。

「わわ……」

　オオカミはユハをぐるりと自分の身体で抱かかえるようにして伏ふせ、何度か身み動じろぎをする。まるで蛇へびに巻き付かれた獲え物もののようになってしまったユハが戸と惑まどうのも気にせず、オオカミは最後に頭をその膝ひざに置いた。そしてぴんと立った黒い耳をユハの大きなお腹に当てる。

（……どうしたの、かな）

　オオカミはそのまま動かなくなってしまった。突然のことに驚いていたユハも、しばらくたっても何も変化がないので、ようやく息を抜ぬくことが出来た。自分の膝にあるオオカミの頭を撫なでてやるだけの余裕も出てくる。

（あれ、なんか毛け艶づやが悪い）

　ユハは不思議に思った。よくよく観察すると毛皮がぽさぽさしているのだ。前回触れたときはつやつやの布の上を滑るような触さわり心地ごこちだったのに、今日のオオカミはあちこちにひっかかり、まるで土肌はだを撫でているようだ。これは相当疲れているか、栄養が足りないのだろう。何か食べ物でもやろうと思ったが、ユハの膝の上にいるオオカミは断固として動かない。

「お腹空いてるんじゃないの？　それだけでいいの？」

　ユハの腹に当てられた耳をそっと摘つまんで囁ささやくと、オオカミは不ふ機き嫌げんそうに首を振って耳を奪うばい返し、またお腹に戻もどした。まるで余計なことをしてくれるなといわんばかりだ。

（まぁ、本人がいいならいいんだけど……）

　やることがなくなって、ユハはオオカミの身体をぼんやりと撫でることにした。

　そうしてぼんやりしている中で思ったのは、ユハに巻き付くオオカミの仕し種ぐさが、まるでお腹にいる子どもの音を聞いているように見えるということだった。時折鼻先や額を擦すり寄せ、小さく唸うなりながら口づけるような仕種もするので、ここに別の命があることを察しているのかもしれない。

（母親から乳をもらう動物は、本能的に分かるのかもしれないな……とすると、この子もしかしたら女の子なのかな？）

　ふいにユハはこのオオカミの性別が気になり、何の気なしに自分に巻き付いていた黒いしっぽを摑つかんで持ち上げた。

「──ウ、ワンッ！」　>>>♥

　付け根を見ようとしたユハは、次の瞬しゆん間かんそのしっぽで軽く叩たたかれる。ぽふっという痛くもない勢いでユハの顔をたしなめるように触れたオオカミは、信じられない、という顔でユハを見た。

「ご、ごめん。君が男の子か女の子か気になっちゃって」

「ワフ」

　一体何の言い訳をしているのか自分でもわからないと思ったが、その発言にはオオカミも小さくため息をついたようだった。そして次の瞬間には黒い鼻先でもってユハをベッドに引き倒たおした。

　いきなり天てん井じようが見えたのでユハは何が起きたか分からなかった。しかしオオカミが自分の尻しりをユハの枕まくらに提供したままだったので衝しよう撃げきは無い。それどころかオオカミは器用に足元にあったふとんを咥くわえてひっぱった。

「わぁ、ありがと……って、もう寝ねろってこと……？　君は、……ああやっぱりお腹がいいんだね」

　オオカミはユハにふとんをかけたあと、自分の場所はこちらだと頭から中に潜もぐり込んで、またお腹に耳をくっつけている。ユハはオオカミにぴったり貼はりつかれたまま寝るのは初体験だと思いながらも、起き上がる気力もなかったので為なされるがままに目をつぶり、あっという間に入にゆう眠みんしてしまった。




　　　　◆




　切ない夢を見ていたような気がする。

　ユハは浅い眠ねむりの中でそう思った。

　それはユハが産んだ子どもを、テオが愛いとしげに抱き上げている夢だった。

　ありえない。

　ユハは眠りの中でそう思った。

　自分の中の子どもは、彼に存在を知られることなくいなくなるのだ。ユハの手元にも残らない。

　ユハはこの夢を見る原因が分かっている。

　本当はこうなりたかった。純血だとか、皇位だとか関係なしに、ただテオに子どものことを喜んでもらいたかった。

（──陛下）

　夢がみるみる遠くなる。ユハは心臓の鼓こ動どうが痛いくらいに速くなっていくのが分かって息を荒あらげた。この優やさしい夢をもう少しだけ見ていたいと思ったからだ。

（──だってもうすぐ生まれちゃう。そうしたら……）

「──！」

　ユハはひときわ大きな鼓動に、ぱちっと目を開けた。飛び込んでくる部屋の天井と、傍そばにいるオオカミの体温。そして、腹部に絞しぼるような痛みを感じて呻うめいた。

「──ッあ」

　痛みは凄すさまじく、声にならない空気の音だけが喉のどの奥からひゅうひゅうと漏もれた。その音で傍にいたオオカミが気づいたのか、がばっと身を起こしてユハを見る。

　覗のぞき込んだオオカミの目は、すがりたくなる色なのだ。テオと同じ紫むらさき色いろの瞳ひとみに、ユハは助けを求めるように言った。

「陛下……生まれ、ちゃう……」

　それだけでオオカミは弾はじかれたように飛び上がり、部屋の扉とびらに突とつ進しんする。そして廊ろう下かに出るやいなや、けたたましく吠ほえ始めた。

　村はすでに寝ね静しずまっている時間帯だったのでその声は響ひびき、建物のあちこちで何事かと問う声がする。その中で長おさの声も聞こえた。

「何事だ！　何だ!?　……オオカミ!?」

　驚いた様子の長の服をオオカミはひっぱったらしい。やめろと言う長の声が続いた。

「何だ、どこに連れていく気だ……ここは、ユハ!?」

　扉の向こうにあった長の声が、部屋に飛び込んできた。オオカミはその足元をすり抜けてユハの枕まくら元もとに戻って「バウ！」と叫さけんだ。

　長は痛みに喘あえぐユハの顔を見て「産気づいたか。思ったより早いな」と呟つぶやいた。

（もう……？　もう生まれちゃうの？）

　あんなに良い夢を見ていたのに。もう少し浸ひたることさえ許されないのかとユハは震ふるえた。このまま赤ん坊ぼうをお腹なかに入れたまま、死んでしまえば奪われないで済むだろうか。

「ユハ、良いか。私の声が聞こえるな」

　ユハは首を横に振る。長の指示でも素す直なおには聞きたくないというその意図は十分伝わっていただろう。しかし彼は強い口調で続けた。

「今は痛いだろうが、もうすぐ意識が無くなる。そして次に目覚めたときには、子どもは生まれているから安心しろ」

（どういう、こと？）

　ユハは痛みに苦しみながら以前立ち会ったタビーの出産を思い出していた。彼女は陣じん痛つうが始まってから十数分痛みと闘たたかいながらいきんでいた。ユハも当然そうなるだろうと思っていた。しかし長は穏おだやかに言った。

「私たち継けい脈みやくの民たみの出産はそういうものだ。毎回苦しくて辛つらかったら、仕事にならないだろう」

（……仕事）

　ユハが覚えているのは長のその言葉までだった。次の瞬間から言われた通り意識が遠のいていったからだ。まずは視覚、つぎに触しよつ覚かく、嗅きゆう覚かくとあっという間になくなっていく五感に対し、枕元のオオカミが大きな声で「バウ！」と鳴いたのが聞こえたのを最後に、ユハの世界は消失した。




　気が付けばユハは何もない場所で一人たたずんでいた。

　ずっと先に、まばゆいばかりに輝かがやく光がある。ユハはとっさに光に触ふれようとした。

　しかしその途と端たん、「ぴゃあ」という声が聞こえ、光は消えていく。

（──あ）

　光は砕くだけユハの足元に細かく落ち、ぽっかり穴が空き、一人で落下していく。

「──！」

　底に身体からだを打ち付けたのかと思うような衝撃でユハはベッドから飛び起きた。その勢いは相当なものだったようで、傍かたわらに控ひかえていたらしいオオカミも驚おどろいた顔を隠かくさない。

「ぴゃあ、ぴゃあ」

　ユハのベッドから少し離はなれたところでは、長が白いものにくるまれた何かを、大きなかごに入れるところだった。そのかごから、ユハが夢の中で聞いた「ぴゃあ」という声がまたする。

「長……それ……」

　ユハは確信を持って手を伸のばした。

　生まれた子はどんな子なのか。獣じゆう人じんの子は獣けものの姿で生まれるというから、何の動物なのだろうか、見てみたい。ユハは長に向かって子どもを渡わたしてほしいともう一度催さい促そくした。

　しかし長はかごを持ったまま首を振ふる。

「やめておきなさい。ひと目でも見ると、情が移って手放せなくなる」

（──そんな）

　背後から殴なぐられたような衝撃だった。

　抱だくことはおろか、顔すら見ることができないなんて。

　ユハは伸ばした手を力なくシーツに落とした。

「バウ！」

　しかしユハの目の前で、黒いオオカミが吠えた。長に向かって飛びかかり、その手にあった赤ん坊のかごを奪うばい取る。

「何を……！」

　その場にいた誰だれもが最悪の事態を考えたが、オオカミは長にも赤子にも危害を加えることは一いつ切さいなかった。それどころかかごの取っ手を器用に咥え、バランスを取りながらユハの方へそれを持ってきたのだ。

「あ、ありがとう……！」

　かごの中の白いおくるみを震える手で取り出すと、そこには目も開かない小さな獣が二匹ひきいて、共鳴するように「ぴゃあ」「ぴゃあ」と鳴いていた。

「……かわいい」

　ユハは胸を詰つまらせながらそう言った。胸がぎゅーっと絞られるように愛しさが溢あふれてくる。ちょん、と触れるとまだ上手に動かせない手足を懸けん命めいに動かして「ぴゃあ」と鳴く。

「……乳をやりなさい」

　長は仕方がないという風にそう言った。

　やり方も分からなかったがユハは服をはだけて、かごの中の赤ん坊を肌はだにそっと乗せる。二匹の獣はそれだけで本能のようにユハの乳を探し当てて吸い付いた。

　それがどれだけユハの心を震わせる光景だったか。言葉にならない思いでいっぱいになる。

　少しして、ユハは胸の上の双ふた子ごたちの姿を見て呟いた。

「……陛下は、クマの獣人だったんだね」

　ユハにとっては、子どもたちはそう見えたのだ。

　小さいながらも、むちっとした手足に、まだ形もよく分からない耳。そして開いていない目とその濡ぬれた鼻先は、森の中でもたまにしか見かけない王者そのものだと思った。

「……どうしたの、君その顔」

　ふいにユハは傍らのオオカミの顔を見て声を上げた。優しいオオカミは衝しよう撃げきを受けたような顔でユハを見ていた。子どもとユハを交こう互ごに見ては信じられない、という表情をしている。

　突とつ如じよとしてユハの部屋に羽音が響いた。白いフクロウが床ゆかに降り立ったと思ったら、その姿は溶とけるようにして膨ふくらみ、人の形になった。

「バーシュ、どこに行ってたの」

　先ほどから姿が見えないと思っていたとユハが声をかけたが、バーシュはユハも子どもも一いち瞥べつすることなく長に「──長殿どの。お話があります」と言った。長も何か予感していたのか「分かった」と低く答えた。

「ユハ、少し外す」

　それだけ言って、長はバーシュと連れ立って扉へ向かう。ユハにはバーシュが引き取りたいと申し出るのだろうと予想がついたが、何故なぜかそれにオオカミまで続いた。

　しかし長はついてきたオオカミを邪じや険けんにすることなく、そのしっぽが無事に外に出るまでしまらないよう部屋の扉を押さえ続けたのだった。

（何で、あのオオカミまで？）

　一人取り残されたユハは、いきなり静かになってしまった部屋で茫ぼう然ぜんとした。

　しかし胸むな元もとでうごめく我が子の感かん触しよくにはっとなり、慌あわてて抱きなおす。

（ちっちゃい……やっぱりかわいい）

　ユハは思わずうっとりしてしまった。子どもたちは黒と栗くり色いろの毛皮で、同じくらいの大きさだ。毛色はテオとユハから引き継ついだのだろうか。

（黒い子はもしかして、瞳の色が紫むらさきだったりして。ちっちゃな陛下みたいになったり……）

　ユハはそこで想像をやめた。

　目の色が分かる頃ころ、この子たちは自分の手元にはいないのだ。

（分かってる。……分かってたじゃないか）

　胸の子どもたちはお腹がいっぱいになったのか、二匹とも膨れた腹を上にして寝ね息いきを立てている。無む邪じや気きなそれを見ると、涙なみだぐみそうになるくらい愛らしいと思った。

　胸がひきちぎられそうだった。子どもの顔を見てしまった今、それは想像していた以上に苦しくて、受け入れがたかった。次に長たちが戻もどってきたら、もうこの子たちを抱くことはできないのだ。

（手放したく、ない……）

　その愛らしい姿をずっと見ていたかった。テオに似るか、自分に似るか、その成長を側そばで見守りたかった。

　──見守れないの？

　ユハの脳内で、誰かがそう囁ささやく。

　──どうしてダメなの？　一人では育てられないなんて、誰が決めたの？

「ぴゃあ」

　黒い方の赤子が小さく鳴いた。

　何か気に入らないことがあったのかむずがるようにして姿勢を変える。釣つられるように栗色の子も身動きをし、二人はお互たがいに触れた途端、安心したように息をついた。

　ユハは静かに二人の身体を白いおくるみで包み、目を閉じて深呼吸をする。

（──この子たちを連れて、どこかへ逃にげよう）

　次に見開いたとき、ユハの目は覚かく悟ごに燃えていた。




　　　　◆




　継脈の民の村は大して大きくない村だ。ユハの部屋から村の入り口までそう遠い道のりではない。そこから山道を下って徒歩ならば半日ほどで城下町に出る。

　ユハは自分が出産直後なのに歩き回れることに気付き、継脈の民の血に感謝した。眠ねむる赤子をかごに入れたまま、最低限の荷物だけ持って部屋を抜ぬけ出て道を走る。

（できれば、夜が明ける前に村を出たい）

　まだ周囲が闇やみに沈しずんでいる間の方がひと目につかずに済む。

　考えていたのはそれだけで、村を出てどうするかなんて計画は無かった。一族以外の知り合いなんて皇こう宮ぐうで会った人だけだから、城下町に頼たよれる人もいない。

　しかし、どれだけ無む謀ぼうかなんて言われてもユハには関係なかった。この子たちを失うこと以上に怖こわいものはない。残れば失うだけだ。迷うことはない。

　慎しん重ちように、物もの陰かげから村の外へと繫つながる入り口の様子を窺うかがう。

「──ユハ、こっち」

　ぴりつくような空気をまとっていたユハの耳元に、小さな声がした。咎とがめるような響ひびきのないそれが誰のものか。分からず顔を向けると、すぐ近くの集会場の扉とびらの陰に手招きをする人物がいる。

「──ニコ。どうして」

　ユハは抱かかえていたかごを庇かばうようにして小さく叫さけんだ。場合によってはこのまま走って逃げることも考えようと思っていた。しかしニコは「いいから！」と強く手招きをする。

「長おさに様子を見て来いって言われて部屋に行ったらもぬけの殻からなんだもん。赤ちゃんもいないし。……これは逃げたんだなぁって思って、近道を抜けて追いかけてきたのよ」

　しかし追いかけてきたと言う割にはニコは周囲からユハを隠かくすようにして集会場の中に匿かくまってくれた。

「普ふ通つうはね、一族の子で混血が出来ちゃったら、そっと村の外で子育てさせてもらえるのよ」

　扉に鍵かぎを掛かけるなりニコはそう言った。ユハは驚おどろき、言葉を失う。

「……僕には、堕だ胎たいか里親のどっちかしかないって……」

　ニコは「はぁ!?」と叫び、慌てて口を押さえた。

「そんなはずないわ。だって、実際に村の外で大きくなった子にあたし会ったことあるし。そうでなきゃ人道に反するじゃない！　あたしたちはただ子どもを産むためだけの道具じゃないのよ」

　声を潜ひそめながらニコは言った。ユハはその怒いかりが嬉うれしかった。少なくともユハがこうして子どもを連れて逃げようとしていることを否定しない人がここにいる。救われるような心地ここちだ。

　ニコは苦い顔をしたまま窓の外を見て言った。

「ここで少しだけ待って。その場所の地図を持ってくるから。……そこにいるのは、愛した人の子どもを育ててる一族の子たちよ。きっと味方になってくれる」

「ニコは？　そんなことしてニコは怒おこられないの？」

「気にしないで。長はいつもやりたいようにやらせてくれるもの。色々拘こう束そくされてるの、ユハだけなのよ。男だからってだけじゃない……あたしはそれが何故なのか、ずっと知りたかったの」

　そう言ってニコは集会場を静かに出て行った。

　残されたユハは息を潜めて隅すみに座る。

　ふと顔を上げると、そこからは天てん井じように以前ユハが開けた大穴が見えた。本格的な修理はまだのようで、上から板でも貼はったような間に合わせの修理跡あとが残っている。あれでは雨あま漏もりは防げても、またユハが踏ふみ抜いてしまう。

「懐なつかしいなぁ……そんな前のことじゃないはずなのに」

　あそこから落ちて、陛下に会った。本当はユハが会うはずの人ではなかった。

　ユハはそんなことを考えながら大切なかごを抱だきしめた。

「……僕は、君たちと生きていければそれでいい」

　おくるみの中では子どもたちが安らかに寝息を立てていた。まだお腹なかも空いていないようで、鳴きだす前に移動が出来たらいいなとユハは思い、戻ってくるニコが見えないものかと窓をほんの少しだけ開けて外を窺った。

「──!?」

　ユハはそこからの光景に息を止める。

　村の入り口に、包囲するようなおびただしい数の松明たいまつが見えたからだ。それを捧ささげ持つだけの人数が、そこに立っている。

　まるで逃とう走そう者をあぶりだすようなそれに、ユハは声にならない悲鳴を上げた。

（──ウソ、どうして!?　ニコ、ニコがウソをついたの!?）

　ユハはパニックになってかごを抱えて更さらに身を縮めた。しかしふいに疑問を覚える。

（どうしてここに直接踏み込んでこないの……？）

　ユハが自分で出てくるのを待っているというのか？

　それにしては周囲が静かだ。人の少ないこの村で、松明の数と同じだけの人数が移動したらこんな静けさでは済まない。そもそも入り口の外に出るためには、この集会場の前の通りを通過することになる。ユハはここにいて、そんな気配は感じなかった。

（ってことは……あそこにいる人たちは、この村から出たわけじゃない？）

　ざわっと鳥とり肌はだが立つ。こんな夜よ更ふけにこんな人数が、こんな辺へん鄙ぴな村を外から包囲している。

（一体、何の目的で……？）

　答えを求めてもう一度窓を見たユハは、あっと声を上げた。松明の中央に歩み出た男に見覚えがあった。

「──ラディス様。お足元にお気を付けください」

「ああ。馬を頼たのむ。用意は良いな？」

　窓の隙すき間まから風に乗って運ばれてきた声の持ち主は、テオの叔父おじ。ラディスだったのだ。

「開門！」

　仁に王おう立だちをしたラディスは、大声で村に向かって叫んだ。

　その言葉に何の意味があったのか。次の瞬しゆん間かん、規則正しかった松明の列が乱れ、その隙間から門に向かって大きな丸太が投げるようにしてぶつけられた。

「──っ！」

　村の門が壊こわれる轟ごう音おんとともに松明の男たちが侵しん入にゆうしてくる。

「ここは子作りに便利な一族の村だ。全員さらえ。私に従った純血の獣じゆう人じんにのみ、褒ほう美びとして与あたえてやるのだっ！」

　ラディスの勇ましい声に、松明の男たちは呼応して村になだれ込んでいった。

「……どこかの建物に本ほん陣じんを作れ」

　ラディスのその声に、ユハは身を固くする。周囲を見回したラディスの部下は、賢けん明めいに答えた。

「でしたら一番近いこの建物が宜よろしいかと。村の入り口が一望できますし」

　入り口が一望できる一番近い建物。

（──ここに来る!?）

　ユハは扉の鍵を確かく認にんしたが、そんなものは役に立たなかった。扉のドアノブを回した男たちは鍵が掛かっていることを確認してすぐ、先ほど村の門に使った丸太を持って扉にぶつけ始めたからだ。

「──ッ！」

　ユハはかごを抱えて立ち上がる。逃にげなくてはいけなかった。しかし出口は限られている。窓を見るが、それはユハの身体からだを通してくれるほどは開かない。床ゆか下したへ続く階段もあるが、そこは貯蔵庫へ繫がっている道で、すぐに行き止まる。

（──あそこ、は無理だ）

　ユハは振ふり仰あおいだ天井の穴を見て、すぐに首を振った。テオのような獣人ならばひとっ飛びかもしれないが、ただの継けい脈みやくの民たみには高すぎる。イスや机を重ねても、無事で済むか分からなかった。

　何よりもユハは今、守らなくてはいけないものがある。

　逃げ場がないことを確認したユハは、身に着けていた防寒着を脱ぬいでかごの上にかぶせ、それごと集会場の隅にある机の下に隠した。

（僕が、[image: 囮]おとりになるんだ……！）

　ユハは集会場の中央に立って扉を見み据すえた。

　もし自分に万一のことがあっても、ここにユハがいることはニコが知っている。ニコなら、気付いてくれるはずだ。

（ニコも……無事でいて）

　集会場の扉はみしみしと音を立てている。すでに蝶ちよう番つがいは限界で、あともう一度衝しよう撃げきを受けたらすべて破は壊かいされるだろう。ユハはもう一度大きく深呼吸をした。

　外で「せーのっ！」と最後の掛け声が聞こえ、衝撃とともに扉が吹ふき飛んだ。

「やっと開いた……、っ！　ラディス様！　中に女がいます！」

　丸太を乗り越こえようとした部下は、ユハの存在に気付いてそう叫んだ。すぐ後ろにいたらしいラディスは扉のかけらを踏みながら集会場に入って来た。

「ほぅ……こりゃあ、最初にテオんとこにいたガキじゃねぇか」

「!?」

　ユハは驚いて顔を上げた。ほとんど接点のないラディスに、ニコや自分の区別がついているとは思わなかったのだ。ラディスはにやにやと笑う。

「同じツラした一族で、何で分かるんだって顔だな。はは。分かるんだよな、これがよ。ついでに言やぁ、お前、この森でオレの狩かりを邪じや魔ましたヤツでもあるな？」

　ユハは完全に言葉を失った。そんなことまで分かるのか。驚きのあまりユハは身動きを忘れた。ラディスは下げ卑びたように笑う。

「……ツラは同じでもな、全然違ちがうんだよ。……匂においがな」

　そう言うなり、ラディスは一歩踏み込んだ。

（におい……？　そうか。この人オオカミだ）

　絶望的なことを思い出して歯を食いしばった後、ユハはあることにはたと気づいた。

　叔父がオオカミで、その甥おいのテオは、本当にクマか──？

「ぴゃあ」

「!?」

　──その途と端たん、ユハは声にならない悲鳴を上げた。

　かごの中の赤子が目を覚ましてしまったらしい。一度なら聞き違いで済むかもしれなかったそれは、二人とも起きたようで可愛かわいい鳴き声が二重奏で聞こえる。

「……おいおい、マジかよ」

　それだけでラディスはすべてを悟さとったらしく、鳴き声のする方へ足を向けた。

「だ、だめっ！」

　ユハはその行く手を阻はばんだ。置いてあるイスを摑つかんでラディスに向ける。

「──邪魔だ」

　しかし慣れた様子でラディスはそれをいなした。ユハはイスの反動で床ゆかに転がってしまう。

「……テオの子どもか。やっぱり孕はらんでやがったな。何で途と中ちゆうでメスを入れ替かえたのか気になっていたが、こっちが無事に産むための[image: 囮]か。そういうことか」

　ラディスはそうぼやきながらユハが子どもたちを隠かくした机の方へ向かっていく。その距きよ離りはあと数メートルもない。ユハは喉のどが切れるほどの絶ぜつ叫きようを[image: ]ほとばしらせた。

「やめて──っ！」

　そのユハの絶叫が、まるで何かを引き起こしたかのようだった。

　轟音が連なって上から落ちてくる。

　みしみし、という音とともにばきばきと木が鳴り、建物が揺ゆれた。最後にはユハが伏ふした床の上、その目の前に重いものがどすん！　と降り立つ。

　一いつ瞬しゆんユハは衝撃に目を瞑つむった。しかし落ちて来たものが我が子に危害を与えないか、確認する必要があると思い直し、決死の思いで顔を上げた。

（すごい、煙けむり……？）

　ユハは咳せき込んで、我が子の入ったかごの無事を確認しようと目をこらす。

　どこかからか差し込む光によって、周囲は埃ほこりが煙のように舞まい上がっていた。落ちて来たものはその煙の気流をまとうように、うずくまった姿からゆらりと形を変えた。

　濃こい煙が時間の経過とともに下に落ちて行き、形を変えたその黒い生き物の姿を明確に映し出す。それはユハにとって見覚えがあるシルエットだった。

（──オオカミ？　あの子が、助けに来て……）

　その瞬間、ユハは目を見開いた。

　ただの塊かたまりだった黒いものは、しなやかに伸のび上がるようにして人の形になる。

　その黒い髪かみの下に宝石のようにらんらんと輝かがやく瞳ひとみの色は、紫むらさきだった。そうだ。ラディスがオオカミなのだ。その甥が、クマなはずはない。

　そばにいたのだ。テオは、ユハとともに子どもの出産を迎むかえたのだ。

　夢にまで見たその色にユハは絶叫するようにその名を呼ぶ。

「──陛下！」

　叫さけびに押されるようにして、テオがこちらを見た。

「うむ。呼んだかユハ。そなたの通用口、使わせてもらったぞ」

　にこっと笑ったテオは、次の瞬間険しい顔をして手を上げた。そこへ天てん井じように空いた穴からバーシュが剣けんを投げ入れる。

「村民の避ひ難なん完かん了りようしました！　いつでも行けます！」

「よくやったぞバーシュ、戦せん闘とう開始を告げろ！」

　剣を受け取ったテオは刀身を抜ぬきながらそう声を上げる。「承知！」と叫び、フクロウに姿を変えたバーシュは白み始めた朝の空にその白い羽をはばたかせた。

「総員、戦闘開始！」

　その瞬しゆん間かん、村のあちこちで鬨ときの声が上がる。

　ユハが窓の外を見ると、逃げ回るラディスの部下を捕とらえる兵士たちの姿があった。数の差は圧あつ倒とう的で、勝負の行方ゆくえは火を見るよりも明らかだった。

「ラディス様、皇こう帝てい陛下の正規軍です！　完全に読まれていたんです、囲まれてる……！」

　テオは剣をラディスに向けたまま、机の下のかごを手にしてユハを呼ぶ。ユハは弾はじけるようにそのかごにとびついて中を覗のぞき込んだ。

　子どもたちは先ほど鳴いていたのがウソのように安らかに眠ねむっていた。まさか空腹で力ちから尽つきたのではと焦あせったが、お腹なかはまだ膨ふくれていて寝ね息いきも安定しているので違うようだ。

「無事で良かった……」

　ユハはかごを抱かかえてその場にしゃがみこんで呟つぶやいた。

　テオは背後のユハの様子を見て息をついてから、今度はラディスと視線を交差させる。

「叔父おじ上うえ。退ひいてください」

　集会場の外ではラディスの部下たちが次々と捕ほ縛ばくされているようだった。

　これ以上やりようがない。ラディスもそう思っているのだろう。首をすくめて両手を上げた。テオはそれを見てユハに声を掛かける。

「ユハ、外に出るのだ。バーシュかウスリーのところへ行け」

「陛下は？　陛下も一いつ緒しよに行きましょう」

　ユハがかごを抱えてそう言うと、テオは「まだやることがあるのだ」と笑う。よろよろとユハは出口のところまで行って、ふいにうずくまった。

「……いやです。もう離はなれたくない」

　言われた通りにすべきなのは分かっていたが、ユハの偽いつわらざる本音だった。いま引き離されたら二度と会えない気がした。

　テオはユハに向かって、そっと口を開く。

「ユハ。何もかも投げ捨てて、私たちの子どもを育てようと思ってくれて、本当に嬉うれしい」

　その言葉にユハは顔を上げる。テオはラディスに剣を向けたままで続ける。

「……私も、皇位を捨てようと思う」

　続いた言葉にユハは目を瞠みはった。ラディスもテオのその言葉は想定外だったようで固まっている。テオは朗々と続ける。

「そなたと二人で子どもを育てられるなら、喜んで民たみ草ぐさに交じり、ただのオオカミの獣じゆう人じんとしてその生しよう涯がいを終えよう」

　テオの宣言には力が満ちていた。ユハが茫ぼう然ぜんとする中、テオが今度はラディスに向かって言い放った。

「──だがその前に、叔父上。私はあなたと話し合う必要がある」

　剣がぎらりと光る。ラディスの喉を切り裂さきそうなそれは、ぴたりと狙ねらいを定めたままだ。

「……私が皇位を退いたのち、跡あとを継つがれるのが今のままのあなたならば、あなたは私の子どもたちにとって脅きよう威いになる」

　テオの声が響ひびく。

「それは父親として、断じて見み逃のがすことはできない」

　その瞬間、目にもとまらぬ速さでラディスが抜ばつ刀とうした。

　テオも分かっていたようで斬きりかかって来るそれを受け流しながら殴なぐりかかる。しかしその拳こぶしも相手に見切られていて避さけられてしまった。ラディスは剣を振ふりかぶりながら叫ぶ。

「誰だれがその戦い方を教えたと思っているんだ！　青あお臭くさいことを言いやがって、テオ！　思い出せ！　我々純血の獣人によって、この国の秩ちつ序じよは守られているのだぞ！　お前は、それを崩くずすのか！」

　凄すさまじいスピードで弾かれ合う剣同士が嫌いやな金属音をさせる。テオも切り結びながら叫びかえした。

「その秩序は、誰にとっての秩序だ！　秩序に加われぬ者は誰が守る!?」

　テオが、ついにラディスの剣を弾く。ラディスはよろめきながらも顔を赤くして拳を握にぎった。

「お前は！　混血の良いようにと言うが！　そうするお前を見て、純血種の者は傷つかぬと思うか!?　お前は、純血同士で恋こいしなかった母親が憎にくくなかったか!?」

　一瞬、テオが足を止める。ラディスは地団太をふんで、両手で顔を覆おおった。

「ちくしょう。可愛いお前が傷つかないように、オレは守ってやろうと思って……！」

「叔父上……」

　テオが剣けん先さきを鈍にぶらせた、その一瞬のことだった。

「お前のっ、お前のせいかっ！」

　ラディスはそう叫んで、身を翻ひるがえして出口にうずくまるユハに向かって突とつ進しんしてくる。ユハはかごを抱えて飛び出した。

「うわっ！」

　その行く手を、遮さえぎったのはリゼンだった。ユハはいつものように助けを求めようとして、馴な染じみの鹿しかに嚙かまれそうになったことを思い出した。もう、動物たちは自分を助けてはくれない。それどころか、ユハの子どもに危害を加えるかもしれない。

　リゼンはユハを見て、鼻息荒あらく唸うなった。前足をかく仕し種ぐさは怒いかりのそれだ。

（──逃にげ場が、ない！）

「お前だけは！　許さん！」

「ユハ！」

　ユハはその場でかごを抱えてうずくまった。自分に何があったとしても、子どもだけは無事であるように。呼吸を止めて次の衝しよう撃げきを待つ。

　──その瞬間、ユハの背中を一筋の風が通った。

「ぐ、ぎゃっ！」

　鈍い悲鳴は誰のものだろうか。ユハがきつく瞑つむった目をおそるおそる見開くと、そこには衝撃の光景が広がっていた。

　うずくまるユハの横をすり抜けたリゼンが、ラディスに向かっていくのだ。前足で踏ふまれ、後ろ足で蹴けられ、ラディスはオオカミに変身することも出来ずただのたうち回っている。

「リゼン！　止やめよ、叔父上が死んでしまう！」

　テオがそう声を掛けるまでユハは茫然とその光景を見ていた。

（いつも通りだ……どういうこと？　何で、助けてくれたの）

　テオがリゼンを止めるのを見ていたユハは、長おさが必死の形相で走ってくるのに気付いた。

「ユハ！　ユハーッ！　無事かー！」

　その手には何か古い紙のようなものを持っている。うずくまったままのユハの許もとへ跪ひざまずくようにして長は転がり込んで言った。

「最初から全すべて話をしておけば良かった……！　まさか陛下もお前を想おもっていると想像できなかった私が悪かった……！　お前の身体からだのことも、その流れる血のことも……全部！」

　そう言ってユハを抱だきしめる。ユハには何のことか分からない。

「長殿どの。……すまない。そういえば先ほどの話の途と中ちゆうで飛び出してしまって」

　テオが剣けんを鞘さやにしまいながらそう言った。ラディスは捕縛され、残党もほぼ捕らえられたらしい。長がそれを見て姿勢を正す。

「……ユハは、この子は継けい脈みやくの民ではございません」

　長のその言葉は、ユハの息を止めるのに十分だった。テオも剣を腰こしに差そうとしたまま固まっている。

（──僕、継脈の民じゃ、ない？）

「では何だと言うのだ。ユハは、ユハは何者なのだ」

　ショックから立ち直ったのはテオの方が早かった。長に対してそう言い募つのる。長は姿勢を正したまま言い切った。

「ユハは確かに継脈の民に生まれはしましたが、その身体は先祖返り──いわゆる〝はじまりの一族〟でございます」

「──なんだと」

　テオは勿もち論ろん、捕縛されていたラディスも声を上げた。

（はじまりの一族って……皇帝と結けつ婚こんできるっていう、あれ？）

　ユハはあまりの展開に声も出せない。代わりにラディスが長に食くって掛かる。

「どういうことだ!?　はじまりの一族がどこの誰かなど、この国の古文書には何も残ってはおらぬぞ!?」

　長はそれに首を振り、手にしていた紙を掲かかげる。そこにはこの国の紋もん章しようが押されていた。古文書か、とテオが呟いた。

「──陛下がたは、この国の成り立ちについて疑問を覚えたことはございませんか？」

　その場にいた誰もが長の言葉に首を傾かしげた。この国の成り立ち？　ユハは考えたこともない。ほとんどの者がそうだったようで、答えも出ないまま長は一人続ける。

「どうして獣人という存在に対し、ただの動物もいるのでしょう？　この国は獣人と、ただの動物と、ただの人間で構成されている。それらは何故なぜ分かれる必要があったのか」

　長は言葉を切った。

「数百年前、この地に獣と交われる特とく殊しゆな身体の人間たちが生まれた。私たち継脈の民の祖先にあたるその者は、動物に無条件に愛され、守られていたそうです」

　それはユハの身にも思い当たる。すぐそばには先ほど助けてくれたリゼンがいる。

　長は続けて言った。

「その特殊な人間は、ある時オオカミと恋に落ち子どもを産んだ。その生まれた子どもは、愛し合った両親の獣としての性質と、人間としての性質を両方兼かね備えていたと言います。……お分かりですね？　それが獣人の、この国の始まりです」

　先ほどの疑問を覚えていますか。長はそう言った。動物と獣人と人間に分かれた理由だ。

「その答えは、獣人自体が、はじまりの一族との交雑によって生まれた存在だからです」

　ラディスは完全に目を見開いた。それに対して長は嘲ちよう笑しようするように続ける。

「純血の獣人をありがたがるなど、片腹痛いことです。そんな風習、ユハが陛下に嫁とつぐ今日限りで撤てつ廃ぱいしてしまいなさい……そんなもの、どこにも存在しない」

　長は今度は空を仰あおぐようにして言い切った。

「獣人自体が、人と獣の盛大な雑種なのです」

　長が口を閉じた。その場は静まり返っていた。ラディスもあまりのことで言葉がないようだ。

　誰も知らなかったこの国の過去。代々長だけが隠かくし引き継いできたというその秘密を、ようやく解放できたという思いからか、長はよろよろとその場に両りよう膝ひざをついた。

　明かされた衝撃は大きかった。

「……ユハ」

　長く続いたその静せい寂じやくを断たち切ったのはテオだった。

　よろめきながら無言でユハに両手を広げる。

　飛び込んで良いのだ。そこへ、ユハは行って良いのだ。

　ユハは込み上げる涙なみだを拭ぬぐいもせず、ただ泣きながらそこに走って抱きすがった。

　固く抱きしめ合う二人を、いつの間にか昇のぼっていた朝日が柔やわらかく照らしている。山間から姿を見せたその朝の光は、バルド皇国の新たな目覚めを祝福するような清すが々すがしいものだった。

　その光の中、高く飛び上がった白いフクロウの羽が、一枚ひらりと舞まい落ちた。




　　　　◆◆◆




「かかたまー！」「かかたまー！」

　少し舌ったらずな二重奏が、元気にタイミングをずらして、ベッドから離はなれたユハを呼ぶ。本ほん棚だなに絵本を取りに行っていたユハはその声に少し足早になる。

「セオとユイったら、もう遅おそいのに眠ねむくないの？」

　ユハの産んだ双ふた子ごは、仔こオオカミと判別できるくらいに大きくなっていた。ふわふわした毛皮で、きらきらした目を輝かがやかせながら抱っこをねだっている姿は悶もん絶ぜつするほどに愛らしい。二人はベッドにつけられた転落防止の柵さくから、黒と栗くり色いろの毛並みの顔をぴょんぴょんと出してユハを待ちかねていた。

　求められるままに抱っこをすると、このベッドに戻もどすのが一苦労なのが分かっているので、ユハは両手で子どもたちをわしゃわしゃと撫なでた。双子たちは構ってもらえたことに大喜びしてそれにじゃれついた。

「ぜんぜんねむくない！」「ぼくもねむくないよ！」

「そうか～。昼間たくさん遊んで楽しかったからかなぁ」

　双子はユハの言葉に舌ったらずに「うん！」と声を揃そろえて元気よく答えた。ユハはそれが心底可愛かわいいと思いながらも、澱おりのようにたまる疲ひ労ろう感かんと闘たたかっていた。

（……げ、元気すぎる）

　実に贅ぜい沢たくな悩なやみだ。指し摘てきされる前に、ユハも分かっている。

　誕生こそ壮そう絶ぜつな幕開けであったが、それからの双子の成長は実に健すこやかなもので、皇こう宮ぐうでたくさんの人の愛情を受けながら、病気とも無む縁えんにすくすくと育っている。

　生まれた時は手のひらで二人とも一いつ緒しよに持ち上げられるくらいの大きさだったのに、半年も経たたないうちにそれは三倍になり、今では二人を一緒に持ち上げようと思うと抱きかかえないといけなくなった。

　成長に比例して母乳を凄すさまじい勢いで飲むので、一時期のユハは授乳が終わると立っていられないほど疲労して倒たおれ込むこともままあった。見かねた周囲が離り乳にゆう食しよくを少し早めて肉を柔らかく煮にたものを食べさせたところ、凄まじい食しよく欲よくを発揮し、皿とスプーンまで食べそうな勢いであっという間に卒乳を果たしてしまった。

（すっかりオオカミらしくなったなぁ）

　ユハはもふもふと我が子たちの毛皮を撫でてそう思った。子どもたちは甘えるように鼻を鳴らしてユハに小さなしっぽをぴこぴこ振ふってみせている。

（そろそろ乳歯がちゃんと生えてくるのかなぁ）

　ユハは手にじゃれつく双子の口元をじっと見るが、正直なところよく分からない。

　オオカミの獣人は数が減っているので子どもの成長記録が少なく、子育ては手て探さぐりなところが大きい。

　離乳食開始の時期も、ほぼ本人たちの野性に合わせてしまった部分があるのでここから無事に育ててあげられるか、ユハは少し困っていた。

「……ユハ。セオとユイはまだ起きて……いるな。眠くないのか、お前たち」

　ユハの背後で扉とびらが音も無く開いた。寝ね間ま着きに着き替がえたテオがそう言いながらベッドを覗のぞき込んだ。

「ととたま！」「ととたまだ！」

　ユハの手にじゃれついていた双子は父親の登場に興奮して飛び上がった。構ってほしいというボルテージが上がって、今にも柵から飛び出しそうだ。

「愛ういのう、愛いのう。こらこら、落ちると痛いぞ。こないだ鼻を打って泣いていたのは誰だれだ」

　すでに柵から半分近く身体からだを乗り出しているユイを大きな手のひらで押しとどめたテオは、ベッドの上に乗り上げてその姿をオオカミに変えた。子どもたちは大喜びでそれに飛びつき、しっぽを振りたくった。

　テオはじゃれつく双子を軽く鼻先で持ち上げ、一人ずつぽんぽんと投げ飛ばす。落ちる先は柔らかいベッドの上なのでケガの心配もなく、双子たちはそうされるのが楽しくてしょうがないらしい。飽あきずに何度も繰くり返しテオの鼻先に飛びついていく。

　ユハはその光景をまばゆいものでも見るような心地ここちで見つめた。

（しあわせだなぁ……）

　ユハはオオカミ姿のテオの背中に、うつぶせるように身体を預けた。しかしそれだけでユハの疲労はそのまま眠ねむ気けになって襲おそい掛かかってくる。

「……よし。セオ、ユイ。父と新しい遊びをしよう」　>>>♥

　テオはころころとベッドを転がる二人を捕つかまえ、前足とモフモフの胸むな元もとを使って抱かかえ込んだ。

「なーに？」「なーに？」

　新しい遊びって何だろうか。ユハはテオの提案を夢見心地で聞く。

「今から私が数をかぞえるから、一番長く目を瞑つむっていられた者が勝ちだ。良いな？　それ、いーち、にーい、さーん……」

　テオのその遊びに、ユハも心の中で一緒に数をかぞえる。十五を超こえたあたりでテオが少し声をひそめた。

（……？）

　ユハが眠い目を擦こすって子どもたちの様子を見ると、小さな手がバンザイするように投げ出されていた。二人はテオの前足の囲いの中で、寝ね息いきを立てていたのだ。あっという間のことで驚おどろく。

「じゅーきゅう、にーじゅう……」

　テオがどんどん声を小さくしていくので、意図を察したユハも音を立てないように静かに起き上がり、腹を見せて寝る二人にそれぞれふとんをかけてやった。

「……私たちも、もう寝よう」

　子どもたちの寝息が安定して、深い眠りに落ちたのを確かく認にんしてから二人はそっと子どもたちの部屋を後にした。

「うう。眠い……」

　寝しん室しつに戻りベッドを見た途と端たん、ユハはそこに身を投げ出すようにして倒れ込んだ。テオも苦く笑しようしながらそれに続く。

　背後から支えるように抱だきしめてくる腕うでに甘えて体重を預け、ユハは伸のびをした。

「ん？」

　その途端、頭上にテオの顔が見え、その髪かみの中にぴこぴこと揺ゆれるオオカミの耳が見えた。

（あー……テオの耳だ）

　ユハはテオの腕の中でごろりと姿勢を変え、その耳に手を伸ばす。

　子どもたちとこの皇宮に戻ってきた当初は知らなかったが、獣じゆう人じんは基本的にリラックスすると獣けものの本体をどこかに出してしまうらしく、例外なくテオも寝るときは獣の耳としっぽを出す。初めてテオのそれを目にしたとき、ユハは感動してしまったほどだ。

　成人した獣人ならば親か、ごく親しい人間にしか見せないその姿を、許されたのだというあの心地は今でも忘れられない。

　ユハは、耳に触ふれた手をそのままに寝ころびながら伸び上がって、テオの頭に揺れる黒い耳をぱくっと口に含ふくんだ。

「あ、こら」

　テオの耳がぱたぱたっと逃にげるが、ユハは構わずそれにじゃれついた。

「……どうした。眠いのではなかったか」

　耳は二度ほど逃げた後、諦あきらめたのか好きなようにさせている。ユハは無心ではむはむとそれをついばみ続けた。

「全く、今夜は我が慢まんしようと思ったのに……」

　テオはそう言いながら、ユハの下衣の裾すそを割り、手を忍しのばせてくる。ユハもそれを止めることはしない。手から服を抜ぬくのを協力するように肩かたを上げる。

「……こないだみたいに寝ないように、がんばる、から」

　素す直なおなユハのその発言に、テオは低く笑いながら「あれは中々つらかったが、その時はその時だな」と呟つぶやいて、そっと唇くちびるを重ねた。

「ん……」

　覆おおいかぶさるテオの重みが心地よい。もちろん疲つかれもあったが、やはり愛いとしい相手の体温は安心できた。

「あー……ん」

　テオが施ほどこすゆるやかな愛あい撫ぶは、快楽に直接燃料をくべるような直接的なものではなかったが、じわりと奥に火をつけられたようで、ユハにはそれがじれったく感じられ、腰こしをゆらめかせた。

（もうちょっと、触さわってほしい、かも）

　しかしそれを直接口にはせず、ユハはうっとりとただ身を任せた。ひとえに、疲れていた。ここで頑がん張ばってしまうと本当に寝てしまいそうだ。いつだったか、こうしている最中、テオを放ほうって眠ねむってしまった日があり、その翌朝の罪悪感はすごかった。優やさしい夫はまるで気にする様子も無く、こちらを労いたわってさえくれたけれど、さすがにもう二度はするまいと思っている。

「あ、う」

「大だい丈じよう夫ぶか、痛くないか」

　テオの指先がユハの中を優しくくつろげている。思わず掠かすめた良いところに声を小さく上げたら、それを苦痛と捉とらえたのか、テオは身を引こうとしてしまった。

「あ、やだ。だめ」

　ユハは行ぎよう儀ぎが悪いと知りつつ、その背を足で引き留めた。テオはきょとんとした顔でそれを見る。

「大丈夫だから」

　ユハが伸び上がって黒いオオカミの耳にそう囁ささやくと、テオは安心したように微笑ほほえんだ。

「つらかったら無理はするな。ちゃんと言うんだぞ」

「ん……」

　そう言いながら、テオが身を沈しずめてくる。ユハは息を詰つめながらそれを味わった。最後まで埋うめ込まれ、お互たがいの身体が密着する頃ころには、思わず幸福で息をついてしまうほど心地良くなっていた。

「大丈夫か？」

「うん。……ちょっとこのままでいてほしい」

　ユハはそう言って、テオに頰ほおを寄せる。触れあっている素す肌はだを通じてテオの鼓こ動どうや体温が感じられるこの瞬しゆん間かんは何にも増して満たされるものだった。

（きもちいい……）

　うっとりするほど甘美な時間だ。愛しい相手と一体になった感覚を覚える前と後ではまるで違ちがう。疲れていてもねだってしまう理由はそれだった。

　しかしテオの我慢もそうそうに限界を迎むかえ、許しを得た後はまるで獣のように貪むさぼられた。

「ん……、あ」

　奥で熱い飛沫しぶきを感じ、ユハは小さく息をついた。同時に先ほどよりも重くなったテオが身体を重ねてくる。

「少し、このままで良いか」

　テオの言葉に、夫ふう婦ふして同じことをおねだりしているな、とユハはおかしく思ったが、特に否いなやも無く受け入れた。テオが繫つながっていた箇か所しよを引き抜いた時だけ、色めいた声を上げてしまったが、それ以外は穏おだやかな時間だった。

　ユハは脱だつ力りよくしたまま、テオのしっぽや耳を飽かず可愛かわいがっていた。

　ふとその最中に思い出したのは、何でもないことのようだったと思う。

「寝かしつけるときにやってたさっきの遊びは、テオが考えたの？　しばらく使えそうだね」

　数をかぞえるやつ、とユハが言うと、テオも穏やかな笑えみを浮うかべて口を開いた。

「そうだな……さっきのあれは、母上の日記に書いてあったのをやってみた」

「お母さまの？」

　テオは穏やかに微笑んだ。

「こんなにオオカミの育児に苦労するとは思わなくてな。何か役に立つことはないかと、母上の部屋で探してみて見つけたのだ」

　テオはそう言うとユハの隣となりに横になり、ふぅーっと深いため息をついた。

　──母親の日記。

　ユハの心に不安がよぎる。

　テオの母親は恋こい人びとと別れさせられて、この王宮に嫁とついだ。その複雑な胸中を残した文章があったらテオがどれだけ傷つくだろう。ユハはどんなことが書いてあっても、夫を支えようと思い、次の言葉を待った。

「……正直、亡なくなられたときのこともあって、日記を読むのは怖こわかった。父上への文句や、私など産むんじゃなかったという内容があったら嫌いやだと思った。しかしのぅ……驚いたぞ。中は、生まれてからの私の成長記録が事細かに書いてあってのぅ」

　テオは紫むらさきの目を嬉うれしそうに細めた。

「生まれて何日で目が開いた、歩いたとかなら分かるが、右手を上げた、しっぽの存在に気付いた、とかどう考えてもそこまでは良いじゃろうと思うことまで書いてあっての……」

　そこまで話したテオは言こと葉ば尻じりを震ふるわせた。ユハは静かに相あい槌づちを打つ。

「記録は十三年前に病に倒たおれるまで続いていた。……母上は、私のことを愛してくださっていた。母上は最後まで母でいて……今わの際きわで、ほんの一いつ瞬しゆん少女に戻もどられただけだったのだ。愚おろかにも私はそれを、十三年も誤解したままでいた」

　謝りたい、とテオは小さい子のようにユハの腕の中で背を丸め、鼻をすすりあげた。

　ユハは胸が詰まってしまって何も言えず、ただテオを慰なぐさめるように口づけた。

　数分してからテオは涙なみだを拭ぬぐってユハを抱だきなおした。

「……だから私は、心に決めた。両親が愛し合ってはいないのではないかとセオとユイに誤解を受けないよう、弟妹をたくさん作ろうと」

「──え？」

　しんみりした空気が、その発言で雲うん散さん霧む消しようする。ユハは身の危険を感じてテオの腕から抜け出そうとするが、先回りするように絡からみついたそれはユハを離はなしてはくれなかった。

「侍じ女じよもいるとはいえ、毎日遊んでやるのはユハも大変じゃろう？　なら、遊び相手になる弟妹を作ってやるのが一番ではないか」

　もはや気き遣づかいでも道理でもない発言をしつつ、テオの手はするするとユハの中に再度忍び込んできた。

「それに、虫よけをするためにも腹の中に種を仕込まんとならんしのぅ……次の子はクマと言われんと良いのだが。ユハの負担を考えると心が痛むのぅ」

「そう言いながら続きをしようとしないでっ！　あっ、まだそれはしないって言ったじゃないですか！　あの子たちが生まれたときクマと間ま違ちがえたの、まだ怒おこってるんですか!?」

　ユハはテオの手元の革かわベルトを見て声を上げる。それで雄おすの方を封ふうじられるとユハは百発百中で妊にん娠しんしてしまう。

　夫婦愛の件は別にして、テオがそうしたがるのには訳がある。長おさにより動物がはじまりの一族のユハに無条件に懐なつくのは、交こう尾びをさせてほしいという本能のためだと説明を受けたからだ。妊娠すればその間は動物から求愛されなくなると知ったテオはことあるごとに第三子をねだるようになってしまった。

「まったく。リゼンがユハに懐くのを微笑ましく見ていた頃の気持ちを返してほしいのぅ。今では手ごわい恋こい敵がたきになってしまった」

　ぼやきながらもテオの手によって容よう赦しやなく足を開かされたユハが、その夜最後まで抵てい抗こうできたかは、夫婦二人だけが知っている。


ＥＮＤ










あとがき






　塩しお山やまオーロラと申します。お手に取っていただき、ありがとうございます。

　動物が好きで、よく海外のドキュメンタリー番組を見ています。

　シロクマ保護の特集番組で、「温暖化でシロクマが生息域を南下させつつある。森にいるクマと交雑するのは問題。種を守らなくてはいけない」と、研究者の方が言ったのを見て、「そのシロクマが、この人の知らないところで森のクマと交雑して生まれたものだったらどうするんだろうなぁ」と、考えたことが、この作品のラストを思いついたきっかけでした。

　勿もち論ろんそんな事実はないのですが、一方からすると強固に見える主張は、後ろから回り込んで息を吹ふきかけたらパタンと倒たおれてしまうようなバランスの悪いものだったりするのかな、と。

　そのバランスという意味では、テオの叔父おじさんのラディスさんは翻ほん弄ろうされたひとで、書いてるうちにどんどん人格が修正されていきました。最初はもっとひどい人だったのですが、きっと純血主義のせいで伴はん侶りよは得られなかったし、可愛かわいがっていた甥おいには距きよ離りを取られるしで、あれ、このひと可哀かわい想そうじゃない？　と思ってからは、あれよあれよとこんな感じに。良くないところがたくさんあったにせよ、いつかユハの子どもたちを通じてどこかでテオと和解してくれたらいいなぁと思っています。

　ページの関係で割かつ愛あいすることになってしまいましたが、ウスリーの取り消された士官先は、このラディスさんのところでした。それとウスリー・タビー夫妻の出産にやってきた助産師さんは、バーシュのお母さんです。

　実はプロットの段階では本作のラストは別のものになる予定でした。

　ただ書きながら前述のオチをどうにか入れられないかと修正しながら進んで行ったため、色々なものが割愛されました。バーシュのお母さんもその中の一つで、夫亡なきあと皇こう宮ぐうで懸けん命めいに生き抜ぬいて息子むすこを育て上げた彼女の強さは、出来れば触ふれたかったです。

　森もり原はら八よう鹿か先生、素す敵てきな挿さし絵えありがとうございました。口調がおじいちゃんみたいなテオが、カッコ良い攻せめになれたのは森原先生のおかげです。

　担当様、もろもろのことをプロットから大おお幅はばに変へん更こうした件、反省しています。でも優やさしく何とか形になるようにフォローしてくださることに感謝するばかりです。

　販はん売ばいに携たずさわって下さる皆みな様さま。お力ちから添ぞえ、ありがとうございます。書店が大好きで、いつも発売日前後には複数の書店をウロウロしています。たくさんの方に支えられて出来上がった本が売り場に置かれているのを見ると、万感の思いでいっぱいになります。ばんざい！

　手に取って下さった読者様にも最大限の感謝を表して、ご挨あい拶さつを締しめさせていただきます。

　ここまでお付き合いいただき、ありがとうございました。


塩山オーロラ
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